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第 １ 号 平 成２６年 度 徳 島 県 一 般 会 計 予 算

平成２６年度徳島県一般会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ４７７，７０３，０００千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表歳入歳出予算」による。

（債務負担行為）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項，期間及び限度額は，「第２表債務負担行為」に

よる。

（地方債）

第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は，「第３表地方債」に

よる。

（一時借入金）

第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は，９０，０００，０００千円と定める。

（歳出予算の流用）

第５条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は，次のとおりと定める。

�１ 各項に計上した給料，職員手当等及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項

の間の流用

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門
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款 項 金 額

１ 県 税 ７０，５００，０００

１ 県 民 税 ２７，８９６，８３５

２ 事 業 税 １４，８６５，９００

３ 地 方 消 費 税 ８，３７８，１３０

４ 不 動 産 取 得 税 １，３５７，８９５

５ 県 た ば こ 税 ８８６，４２１

６ ゴ ル フ 場 利 用 税 ２８７，８８５

７ 自 動 車 取 得 税 ４９９，３９８

８ 軽 油 引 取 税 ６，０４１，７９４

９ 自 動 車 税 １０，２５９，６６８

１０ 鉱 区 税 １，３８２

１１ 狩 猟 税 ２４，５１２

１２ 旧 法 に よ る 税 １８０

２ 地 方 消 費 税 清 算 金 １７，３１７，０００

初校
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１ 地 方 消 費 税 清 算 金 １７，３１７，０００

３ 地 方 譲 与 税 １２，０００，０００

１ 地 方 法 人 特 別 譲 与 税 １０，０５８，０００

２ 地 方 揮 発 油 譲 与 税 １，８３３，０００

３ 石 油 ガ ス 譲 与 税 １０６，０００

４ 航 空 機 燃 料 譲 与 税 ３，０００

４ 地 方 特 例 交 付 金 １３０，０００

１ 地 方 特 例 交 付 金 １３０，０００

５ 地 方 交 付 税 １４５，０００，０００

１ 地 方 交 付 税 １４５，０００，０００

６ 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 ２９０，０００

１ 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 ２９０，０００

７ 分 担 金 及 び 負 担 金 ９２３，１８９

１ 分 担 金 ２７５，３４０

２ 負 担 金 ６４７，８４９

８ 使 用 料 及 び 手 数 料 ４，８０３，０３２

１ 使 用 料 ３，２２５，７８２
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２ 手 数 料 １，５７７，２５０

９ 国 庫 支 出 金 ５６，３８５，０５３

１ 国 庫 負 担 金 ２８，７１１，４４７

２ 国 庫 補 助 金 ２６，５７８，５８３

３ 委 託 金 １，０９５，０２３

１０ 財 産 収 入 ９９４，６９３

１ 財 産 運 用 収 入 ５８４，４４９

２ 財 産 売 払 収 入 ４１０，２４４

１１ 寄 附 金 １００

１ 寄 附 金 １００

１２ 繰 入 金 ９３，０５３，９１９

１ 特 別 会 計 繰 入 金 ６１，２６８，４１１

２ 基 金 繰 入 金 ３１，７８５，５０８

１３ 繰 越 金 １，０００，０００

１ 繰 越 金 １，０００，０００

１４ 諸 収 入 １５，５３９，０１４

１ 延 滞 金，加 算 金 及 び 過 料 等 １００，９１０
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款 項 金 額

１ 議 会 費 ９５１，１７５

１ 議 会 費 ９５１，１７５

２ 総 務 費 ２７，７８１，８９１

１ 総 務 管 理 費 １４，３９９，５５７

２ 県 預 金 利 子 １３，６６３

３ 公 営 企 業 貸 付 金 元 利 収 入 ４，０５０，０００

４ 貸 付 金 元 利 収 入 ４，６４０，８５８

５ 受 託 事 業 収 入 ７９５，１７８

６ 収 益 事 業 収 入 ３，２６４，３６１

７ 利 子 割 精 算 金 収 入 １，６１０

８ 雑 入 ２，６７２，４３４

１５ 県 債 ５９，７６７，０００

１ 県 債 ５９，７６７，０００

歳 入 合 計 ４７７，７０３，０００

歳 出

千円
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２ 企 画 費 ２，１６０，２３８

３ 徴 税 費 ２，４９１，６７３

４ 市 町 村 振 興 費 ３，３８０，１６９

５ 選 挙 費 ２０６，８２８

６ 防 災 費 ４，４２０，７４９

７ 統 計 調 査 費 ４０４，０５１

８ 人 事 委 員 会 費 １３６，４０３

９ 監 査 委 員 費 １８２，２２３

３ 民 生 費 ５７，４８８，１６８

１ 社 会 福 祉 費 ４１，７１９，９１９

２ 児 童 福 祉 費 ９，８７７，６３８

３ 生 活 保 護 費 ５，８９０，６１１

４ 衛 生 費 ２５，１１３，４７８

１ 公 衆 衛 生 費 ５，５０６，３４４

２ 環 境 衛 生 費 ３，２８１，１４０

３ 保 健 所 費 １，５４４，２９６

４ 医 薬 費 ５，６４７，００８
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５ 病 院 事 業 費 ９，１３４，６９０

５ 労 働 費 ６，４０３，１３３

１ 労 政 費 ５，２７２，０１５

２ 職 業 訓 練 費 １，０１８，７２４

３ 労 働 委 員 会 費 １１２，３９４

６ 農 林 水 産 業 費 ３０，２５６，２８０

１ 農 業 費 ４，４１６，６１０

２ 園 芸 費 ７２７，４９２

３ 畜 産 業 費 ８６１，５２０

４ 農 地 費 ９，９５３，３２０

５ 林 業 費 １２，２１６，２６７

６ 水 産 業 費 ２，０８１，０７１

７ 商 工 費 ６３，８９０，１０４

１ 商 業 費 ５８，６３７，１２１

２ 工 鉱 業 費 ３，８９４，２０５

３ 観 光 費 １，３５８，７７８

８ 土 木 費 ４４，３７１，７４３

初校
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１ 土 木 管 理 費 ４，６６９，７８４

２ 道 路 橋 り ょ う 費 ２１，０２０，９７５

３ 河 川 海 岸 費 １０，７７８，８３６

４ 港 湾 費 ３，２４６，９６５

５ 都 市 計 画 費 ３，３１５，７１３

６ 住 宅 費 １，３３９，４７０

９ 警 察 費 ２２，５００，８６７

１ 警 察 管 理 費 １９，７６３，０６３

２ 警 察 活 動 費 ２，７３７，８０４

１０ 教 育 費 ８５，５５６，４８２

１ 教 育 総 務 費 １１，７５０，９４３

２ 小 学 校 費 ２６，５２５，９０３

３ 中 学 校 費 １５，７０５，５７８

４ 高 等 学 校 費 ２０，８９６，７１５

５ 特 別 支 援 学 校 費 ７，５５５，２２７

６ 社 会 教 育 費 ２，０４４，１２２

７ 保 健 体 育 費 １，０７７，９９４
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１１ 災 害 復 旧 費 ９，７９６，５２０

１ 農 林 水 産 施 設 災 害 復 旧 費 １，３９４，７７０

２ 土 木 施 設 災 害 復 旧 費 ８，３０１，７５０

３ 公 用 公 共 用 施 設 災 害 復 旧 費 １００，０００

１２ 公 債 費 ８４，７９１，１９９

１ 公 債 費 ８４，７９１，１９９

１３ 諸 支 出 金 １８，６５１，９６０

１ 地 方 消 費 税 清 算 金 ８，２５７，８９２

２ 利 子 割 交 付 金 ２５２，２９６

３ 配 当 割 交 付 金 ５３１，１４７

４ 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 ３９４，５９１

５ 地 方 消 費 税 交 付 金 ８，６８１，９６０

６ ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 ２０１，７３３

７ 特 別 地 方 消 費 税 交 付 金 １００

８ 自 動 車 取 得 税 交 付 金 ３３２，１２８

９ 利 子 割 精 算 金 １１３

１４ 予 備 費 １５０，０００
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１ 予 備 費 １５０，０００

歳 出 合 計 ４７７，７０３，０００

事 項 期 間 限 度 額

総合情報通信ネットワークシステム再整備事業工事請負契約 平 成 ２７ 年 度 ３，０００，０００千円

地方債証券の共同発行により生ずる連帯債務（共同発行市場公募地方債） 自 平成２６年度
至 平成３６年度

元金
１，４４９，０００，０００千円
及びこれに対する利
子相当額

県債管理システム保守業務委託契約 自 平成２７年度
至 平成３１年度 １，０００千円

自動車税納税通知書等作成業務委託契約 平 成 ２７ 年 度 １０，０００千円

社会保障・税番号制度税務システム改修業務委託契約 平 成 ２７ 年 度 ８０，０００千円

社会保障・税番号制度システム整備事業業務委託契約 平 成 ２７ 年 度 ３０，０００千円

エコオフィス活動実績集計分析システム保守業務委託契約 自 平成２７年度
至 平成３０年度 ２，０００千円

地域医療再生計画事業に係る補助金交付指令 平 成 ２７ 年 度 ９４０，０００千円

公益財団法人とくしま産業振興機構の中小企業・雇用対策推進費造成事業融資損失補償契約 平 成 ２７ 年 度

融資額
３６，８００，０００千円

及び金利３％並びに
延滞金及び違約金年
１０．９５％の範囲内に
おける損失補償

再校

第２表 債務負担行為
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公益財団法人とくしま産業振興機構のとくしま経済飛躍ファンド造成事業融資損失補償契約 平 成 ２７ 年 度

融資額 ９６０，０００千円
及び金利３％並びに
延滞金及び違約金年
１０．９５％の範囲内に
おける損失補償

公益財団法人徳島県農業開発公社の農地保有合理化事業等資金損失補償契約 自 平成２７年度
至 平成３７年度

融資額 ５０，０００千円
並びに延滞金及び違
約金年１０．９５％の範
囲内における損失補
償

県営かんがい排水事業工事請負契約 平 成 ２７ 年 度 ２０，０００千円

基幹農道整備事業工事請負契約 平 成 ２７ 年 度 １００，０００千円

広域営農団地農道整備事業工事請負契約 平 成 ２７ 年 度 ４０，０００千円

県営農道整備事業工事請負契約 平 成 ２７ 年 度 ５，０００千円

農業水利施設保全合理化事業工事請負契約 平 成 ２７ 年 度 ３０，０００千円

国営付帯県営農地防災事業工事請負契約 平 成 ２７ 年 度 ３０，０００千円

公益社団法人徳島県林業公社の株式会社日本政策金融公庫資金損失補償契約 自 平成２６年度
至 平成７６年度

融資額 ２１８，７３７千円
に対するつぎにかか
げる損失補償
償還期限到来後１０か
月の期間満了の日
（以下「損失確定
日」という。）にお
いて，株式会社日本
政策金融公庫が弁済
を受けなかった元利
金合計額（遅延損害
金を含む。）及び損
失確定日の翌日から
補償履行の日までの
利率年１１％の割合に
よる金額

初校
１１

平成26年2月議案



徳島県土地開発公社の開発事業資金債務保証 自 平成２７年度
至 平成３６年度

融資額
２，５００，０００千円

及び金利５％の範囲
内における債務保証

徳島県土地開発公社の用地取得等契約 自 平成２７年度
至 平成３６年度

用地費，補償費等
２，５００，０００千円

及び金利５％の範囲
内の金額

街路事業工事請負契約 平 成 ２７ 年 度 ３００，０００千円

公園整備事業工事請負等契約 平 成 ２７ 年 度 ５０６，０００千円

広域河川改修事業工事請負契約 平 成 ２７ 年 度 ５０，０００千円

総合流域防災事業工事請負契約 平 成 ２７ 年 度 ８０，０００千円

地震・高潮対策河川事業工事請負契約 平 成 ２７ 年 度 ８０，０００千円

海岸侵食対策事業工事請負契約 平 成 ２７ 年 度 ８０，０００千円

河川等災害関連事業工事請負契約 平 成 ２７ 年 度 １００，０００千円

河川等施設災害復旧事業工事請負契約 平 成 ２７ 年 度 １，０００，０００千円

道路局部改良事業工事請負契約 平 成 ２７ 年 度 ３０，０００千円

道路改築事業工事請負契約 平 成 ２７ 年 度 ３２０，０００千円

緊急地方道路整備事業工事請負契約 平 成 ２７ 年 度 ９００，０００千円

橋りょう修繕事業工事請負契約 平 成 ２７ 年 度 ２０，０００千円

県単独港湾整備事業工事請負契約 平 成 ２７ 年 度 ５０，０００千円

初校
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港湾施設災害復旧事業工事請負契約 平 成 ２７ 年 度 ３００，０００千円

高校施設整備事業工事請負等契約 平 成 ２７ 年 度 ８９９，２２０千円

警察署整備事業工事請負等契約 平 成 ２７ 年 度 ２０８，０８０千円

第３表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

市町村振興事業 ２，１５１，０００ 証書借入又は証券発
行（他の地方公共団
体との共同発行を含
む。）

年５％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。防災事業 ３，２００，０００

社会福祉事業 ３，０００

環境衛生事業 １０，０００

保健所事業 １２０，０００

農地事業 １，６２４，０００

林業治山事業 ２，３４７，０００

水産事業 ３３８，０００

土木管理事業 ３５５，０００

道路橋りょう事業 ６，７６４，０００

河川海岸事業 ４，６２９，０００

千円
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港湾事業 ８３１，０００

都市計画事業 ８７９，０００

住宅事業 １６１，０００

警察関係事業 ３８，０００

教育総務事業 ４００，０００

高等学校整備事業 ２，６１２，０００

特別支援学校整備事業 １６０，０００

土木施設災害復旧事業 ３，０５２，０００

公用公共用施設災害復旧事業 ９３，０００

臨時財政対策債 ３０，０００，０００

計 ５９，７６７，０００

初校
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第 ２ 号 平成２６年度徳島県用度事業特別会計予算

平成２６年度徳島県用度事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ１，０１５，１０３千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表歳入歳出予算」による。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第１表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

１ 用 度 事 業 収 入 １，０１５，１０３

１ 財 産 収 入 ２００

２ 繰 越 金 １２１，７０２

３ 諸 収 入 ８９３，２０１

歳 入 合 計 １，０１５，１０３

千円

初校
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歳 出

款 項 金 額

１ 用 度 事 業 費 １，０１５，１０３

１ 用 度 事 業 費 １，０１５，１０３

歳 出 合 計 １，０１５，１０３

初校

千円
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第 ３ 号 平成２６年度徳島県市町村振興資金貸付金特別会計予算

平成２６年度徳島県市町村振興資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ２，５７６，０３７千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表歳入歳出予算」による。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第１表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

１ 市 町 村 振 興 資 金 収 入 ２，５７６，０３７

１ 繰 越 金 １，０８２，１６７

２ 諸 収 入 １，４９３，８７０

歳 入 合 計 ２，５７６，０３７

千円

初校
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歳 出

款 項 金 額

１ 市 町 村 振 興 資 金 貸 付 金 ２，５７６，０３７

１ 市 町 村 振 興 資 金 貸 付 金 ２，５７６，０３７

歳 出 合 計 ２，５７６，０３７

初校
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第 ４ 号 平成２６年度徳島県都市用水水源費負担金特別会計予算

平成２６年度徳島県都市用水水源費負担金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ２２７，６０６千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表歳入歳出予算」による。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第１表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

１ 都 市 用 水 水 源 費 負 担 金 収 入 ２２７，６０６

１ 繰 入 金 １９４，４５５

２ 諸 収 入 ３３，１５１

歳 入 合 計 ２２７，６０６

千円

初校
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歳 出

款 項 金 額

１ 都 市 用 水 水 源 費 負 担 金 ２２７，６０６

１ 早明浦ダム建設事業都市用水負担金 ６６，４５０

２ 正木ダム建設事業都市用水負担金 １９，１８７

３ 旧吉野川河口堰建設事業都市用水負担金 １４１，９６９

歳 出 合 計 ２２７，６０６

初校
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第 ５ 号 平成２６年度徳島県母子寡婦福祉資金貸付金特別会計予算

平成２６年度徳島県母子寡婦福祉資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ２３４，５７０千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表歳入歳出予算」による。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第１表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

１ 母 子 寡 婦 福 祉 資 金 収 入 ２３４，５７０

１ 繰 越 金 １２７，７９７

２ 諸 収 入 １０６，７７３

歳 入 合 計 ２３４，５７０

千円

再校
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歳 出

款 項 金 額

１ 母 子 寡 婦 福 祉 資 金 貸 付 金 ２３４，５７０

１ 母 子 寡 婦 福 祉 資 金 貸 付 金 ２３４，５７０

歳 出 合 計 ２３４，５７０

初校
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２２

平成26年2月議案



第 ６ 号 平成２６年度徳島県中小企業・雇用対策事業特別会計予算

平成２６年度徳島県中小企業・雇用対策事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ１２３，４０９，２６２千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表歳入歳出予算」による。

（債務負担行為）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項，期間及び限度額は，「第２表債務負担行為」に

よる。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第１表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

１ 中 小 企 業 ・ 雇 用 対 策 事 業 収 入 １２３，４０９，２６２

１ 使 用 料 及 び 手 数 料 ３，３２２

２ 財 産 収 入 ５００

３ 繰 入 金 ６２，０６１，１００

４ 諸 収 入 ６１，３４４，３４０

千円

初校
第６号 平成２６年度徳島県中小企業・雇用対策事業特別会計予算 ２３

平成26年2月議案



歳 出

款 項 金 額

１ 中 小 企 業 ・ 雇 用 対 策 事 業 費 １２３，４０９，２６２

１ 中 小 企 業 ・ 雇 用 対 策 事 業 費 １２３，４０９，２６２

歳 出 合 計 １２３，４０９，２６２

第２表 債務負担行為

事 項 期 間 限 度 額

企業立地促進事業に係る補助金交付指令 自 平成２７年度
至 平成３４年度 ２，０００，０００千円

歳 入 合 計 １２３，４０９，２６２
初校

千円

２４

平成26年2月議案



第 ７ 号 平成２６年度徳島県中小企業近代化資金貸付金特別会計予算

平成２６年度徳島県中小企業近代化資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ５２１，３１５千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表歳入歳出予算」による。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第１表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

１ 中 小 企 業 近 代 化 資 金 収 入 ５２１，３１５

１ 繰 越 金 １４４，１０１

２ 諸 収 入 ３７７，２１４

歳 入 合 計 ５２１，３１５

千円

初校
第７号 平成２６年度徳島県中小企業近代化資金貸付金特別会計予算 ２５

平成26年2月議案



歳 出

款 項 金 額

１ 中 小 企 業 近 代 化 資 金 貸 付 金 ５２１，３１５

１ 中 小 企 業 近 代 化 資 金 貸 付 金 ５２１，３１５

歳 出 合 計 ５２１，３１５

初校

千円

２６

平成26年2月議案



第 ８ 号 平成２６年度徳島県徳島ビル管理事業特別会計予算

平成２６年度徳島県徳島ビル管理事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ１３２，５９３千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表歳入歳出予算」による。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第１表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

１ 徳 島 ビ ル 管 理 事 業 収 入 １３２，５９３

１ 財 産 収 入 １７，５８３

２ 繰 越 金 １１５，０００

３ 諸 収 入 １０

歳 入 合 計 １３２，５９３

千円

再校
第８号 平成２６年度徳島県徳島ビル管理事業特別会計予算 ２７

平成26年2月議案



歳 出

款 項 金 額

１ 徳 島 ビ ル 管 理 事 業 費 １３２，５９３

１ 徳 島 ビ ル 管 理 事 業 費 １３２，５９３

歳 出 合 計 １３２，５９３

初校

千円

２８

平成26年2月議案



第 ９ 号 平成２６年度徳島県農業改良資金貸付金特別会計予算

平成２６年度徳島県農業改良資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ２７，４４７千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表歳入歳出予算」による。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第１表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

１ 農 業 改 良 資 金 収 入 ２７，４４７

１ 繰 入 金 ３８８

２ 繰 越 金 ２６，０５９

３ 諸 収 入 １，０００

歳 入 合 計 ２７，４４７

千円

初校
第９号 平成２６年度徳島県農業改良資金貸付金特別会計予算 ２９

平成26年2月議案



歳 出

款 項 金 額

１ 農 業 改 良 資 金 貸 付 金 ２７，４４７

１ 農 業 改 良 資 金 貸 付 金 ２７，４４７

歳 出 合 計 ２７，４４７

初校

千円

３０

平成26年2月議案



第１０号 平成２６年度徳島県林業改善資金貸付金特別会計予算

平成２６年度徳島県林業改善資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ１０２，５５８千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表歳入歳出予算」による。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第１表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

１ 林 業 改 善 資 金 収 入 １０２，５５８

１ 繰 入 金 ２，５５５

２ 繰 越 金 ８２，４７９

３ 諸 収 入 １７，５２４

歳 入 合 計 １０２，５５８

千円

初校
第１０号 平成２６年度徳島県林業改善資金貸付金特別会計予算 ３１

平成26年2月議案



歳 出

款 項 金 額

１ 林 業 改 善 資 金 貸 付 金 １０２，５５８

１ 林 業 改 善 資 金 貸 付 金 １０２，５５８

歳 出 合 計 １０２，５５８

初校

千円

３２

平成26年2月議案



第１１号 平成２６年度徳島県県有林県行造林事業特別会計予算

平成２６年度徳島県県有林県行造林事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ１９１，８１３千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表歳入歳出予算」による。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第１表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

１ 県 有 林 県 行 造 林 事 業 収 入 １９１，８１３

１ 財 産 収 入 ７９，９５２

２ 繰 入 金 １１１，６４１

３ 繰 越 金 １００

４ 諸 収 入 １２０

歳 入 合 計 １９１，８１３

千円

初校
第１１号 平成２６年度徳島県県有林県行造林事業特別会計予算 ３３

平成26年2月議案



歳 出

款 項 金 額

１ 県 有 林 県 行 造 林 事 業 費 １９１，８１３

１ 県 有 林 県 行 造 林 事 業 費 １９１，８１３

歳 出 合 計 １９１，８１３

初校

千円

３４

平成26年2月議案



第１２号 平成２６年度徳島県沿岸漁業改善資金貸付金特別会計予算

平成２６年度徳島県沿岸漁業改善資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ８１，１６２千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表歳入歳出予算」による。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第１表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

１ 沿 岸 漁 業 改 善 資 金 収 入 ８１，１６２

１ 繰 入 金 １，１６０

２ 繰 越 金 ３９，３９０

３ 諸 収 入 ４０，６１２

歳 入 合 計 ８１，１６２

千円

初校
第１２号 平成２６年度徳島県沿岸漁業改善資金貸付金特別会計予算 ３５

平成26年2月議案



歳 出

款 項 金 額

１ 沿 岸 漁 業 改 善 資 金 貸 付 金 ８１，１６２

１ 沿 岸 漁 業 改 善 資 金 貸 付 金 ８１，１６２

歳 出 合 計 ８１，１６２

初校

千円

３６

平成26年2月議案



第１３号 平成２６年度徳島県公用地公共用地取得事業特別会計予算

平成２６年度徳島県公用地公共用地取得事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ１，６８３，９９７千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表歳入歳出予算」による。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第１表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

１ 公 用 地 公 共 用 地 取 得 事 業 収 入 １，６８３，９９７

１ 財 産 収 入 ９６１，４１６

２ 繰 入 金 ７２０，０００

３ 繰 越 金 ２，２８１

４ 諸 収 入 ３００

歳 入 合 計 １，６８３，９９７

千円

初校
第１３号 平成２６年度徳島県公用地公共用地取得事業特別会計予算 ３７

平成26年2月議案



歳 出

款 項 金 額

１ 公 用 地 公 共 用 地 取 得 事 業 費 １，６８３，９９７

１ 公 用 地 公 共 用 地 取 得 事 業 費 １，６７０，５８４

２ 土 地 開 発 基 金 積 立 金 １３，４１３

歳 出 合 計 １，６８３，９９７

初校

千円

３８

平成26年2月議案



第１４号 平成２６年度徳島県流域下水道事業特別会計予算

平成２６年度徳島県流域下水道事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ７０３，６５４千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表歳入歳出予算」による。

（地方債）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法

は，「第２表地方債」による。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第１表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

１ 流 域 下 水 道 事 業 収 入 ７０３，６５４

１ 分 担 金 及 び 負 担 金 １９４，３２６

２ 国 庫 支 出 金 ２２，５００

３ 繰 入 金 ３８７，９９４

４ 諸 収 入 ３，８３４

千円

初校
第１４号 平成２６年度徳島県流域下水道事業特別会計予算 ３９

平成26年2月議案



歳 出

款 項 金 額

１ 流 域 下 水 道 事 業 費 ７０３，６５４

１ 旧 吉 野 川 流 域 下 水 道 事 業 費 ７０３，６５４

歳 出 合 計 ７０３，６５４

第２表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

旧吉野川流域下水道事業 ９５，０００ 証書借入又は証券発
行

年５％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。

５ 県 債 ９５，０００

歳 入 合 計 ７０３，６５４

再校

千円

千円

４０

平成26年2月議案



第１５号 平成２６年度徳島県港湾等整備事業特別会計予算

平成２６年度徳島県港湾等整備事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ６，６２６，４５０千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表歳入歳出予算」による。

（地方債）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法

は，「第２表地方債」による。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第１表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

１ 港 湾 等 整 備 事 業 収 入 ６，６２６，４５０

１ 使 用 料 及 び 手 数 料 ７１０，５６０

２ 財 産 収 入 ２５１，２９９

３ 繰 入 金 １，０８６，０００

４ 諸 収 入 １３，５９１

千円

初校
第１５号 平成２６年度徳島県港湾等整備事業特別会計予算 ４１

平成26年2月議案



歳 出

款 項 金 額

１ 港 湾 等 整 備 事 業 費 ６，６２６，４５０

１ 港 湾 等 整 備 事 業 費 ３，２７３，４４６

２ 徳島小松島港沖洲（外）地区整備事業費 １５５，０００

３ 空 港 周 辺 整 備 事 業 費 ３，１９８，００４

歳 出 合 計 ６，６２６，４５０

５ 県 債 ４，５６５，０００

歳 入 合 計 ６，６２６，４５０

第２表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

港湾等整備事業 １，４３０，０００ 証書借入又は証券発
行

年５％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。徳島小松島港沖洲（外）地区

整備事業 １５５，０００

空港周辺整備事業 ２，９８０，０００

計 ４，５６５，０００

初校

千円

千円

４２

平成26年2月議案



第１６号 平成２６年度徳島県県営住宅敷金等管理特別会計予算

平成２６年度徳島県県営住宅敷金等管理特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ９９，２６２千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表歳入歳出予算」による。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第１表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

１ 県 営 住 宅 敷 金 等 収 入 ９９，２６２

１ 財 産 収 入 ８４０

２ 繰 越 金 ４２，１６７

３ 諸 収 入 ５６，２５５

歳 入 合 計 ９９，２６２

千円

初校
第１６号 平成２６年度徳島県県営住宅敷金等管理特別会計予算 ４３

平成26年2月議案



歳 出

款 項 金 額

１ 県 営 住 宅 敷 金 等 運 営 費 ９９，２６２

１ 県 営 住 宅 敷 金 運 営 費 ９３，４０８

２ 借 上 公 共 賃 貸 住 宅 敷 金 運 営 費 ５，８５４

歳 出 合 計 ９９，２６２

初校

千円

４４

平成26年2月議案



第１７号 平成２６年度徳島県奨学金貸付金特別会計予算

平成２６年度徳島県奨学金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ２６７，４３６千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表歳入歳出予算」による。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第１表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

１ 奨 学 金 収 入 ２６７，４３６

１ 国 庫 支 出 金 ３５，０２８

２ 財 産 収 入 ９６５

３ 繰 入 金 １４，８３３

４ 繰 越 金 ３２，８３５

５ 諸 収 入 １８３，７７５

歳 入 合 計 ２６７，４３６

千円

初校
第１７号 平成２６年度徳島県奨学金貸付金特別会計予算 ４５

平成26年2月議案



歳 出

款 項 金 額

１ 奨 学 金 貸 付 金 ２６７，４３６

１ 奨 学 金 貸 付 金 ２６７，４３６

歳 出 合 計 ２６７，４３６

初校

千円

４６

平成26年2月議案



第１８号 平成２６年度徳島県証紙収入特別会計予算

平成２６年度徳島県証紙収入特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ２，９９６，０００千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表歳入歳出予算」による。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第１表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

１ 証 紙 収 入 ２，９９６，０００

１ 証 紙 収 入 ２，３９１，１１９

２ 繰 越 金 ６０４，８８１

歳 入 合 計 ２，９９６，０００

千円

初校
第１８号 平成２６年度徳島県証紙収入特別会計予算 ４７

平成26年2月議案



歳 出

款 項 金 額

１ 繰 出 金 ２，９９６，０００

１ 他 会 計 繰 出 金 ２，９９６，０００

歳 出 合 計 ２，９９６，０００

初校

千円

４８

平成26年2月議案



第１９号 平成２６年度徳島県公債管理特別会計予算

平成２６年度徳島県公債管理特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ１０８，９８１，０００千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表歳入歳出予算」による。

（地方債）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法

は，「第２表地方債」による。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第１表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

１ 公 債 管 理 収 入 １０８，９８１，０００

１ 繰 入 金 ７８，９２１，０００

２ 県 債 ３０，０６０，０００

歳 入 合 計 １０８，９８１，０００

千円

初校
第１９号 平成２６年度徳島県公債管理特別会計予算 ４９

平成26年2月議案



歳 出

款 項 金 額

１ 公 債 費 １０８，９８１，０００

１ 公 債 費 １０８，９８１，０００

歳 出 合 計 １０８，９８１，０００

第２表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

借換債 ３０，０６０，０００ 証書借入又は証券発行（他の地方公
共団体との共同発行を含む。）

年 ５％以内 融資機関の融資条件による。ただし，必要
の生じた場合は全部若しくは一部繰上償還
し，又は借換えすることができる。

初校

千円

千円

５０

平成26年2月議案



第２０号 平成２６年度徳島県給与集中管理特別会計予算

平成２６年度徳島県給与集中管理特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ２９，９４６，９８１千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表歳入歳出予算」による。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第１表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

１ 給 与 振 替 収 入 ２９，９４６，９８１

１ 給 与 振 替 収 入 ２９，９４６，９８１

歳 入 合 計 ２９，９４６，９８１

千円

初校
第２０号 平成２６年度徳島県給与集中管理特別会計予算 ５１

平成26年2月議案



歳 出

款 項 金 額

１ 給 与 費 ２９，９４６，９８１

１ 給 与 費 ２９，９４６，９８１

歳 出 合 計 ２９，９４６，９８１

初校

千円

５２

平成26年2月議案



第２１号 平成２６年度徳島県病院事業会計予算

（総則）

第１条 平成２６年度徳島県病院事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は，次のとおりとする。

�１ 病 床 数 ７９０床

�２ 年 間 患 者 数

入 院 ２２１，１９０人

外 来 ２８８，６７２人

�３ １ 日 平 均 患 者 数

入 院 ６０６人

外 来 １，１７３人

�４ 主要な建設改良事業

病院増改築工事費 ８８２，１７５千円

医療器械及び備品購入費 ２，３１１，４５３千円

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第１款 病 院 事 業 収 益 ２１，００９，２５０千円

第１項 医 業 収 益 １７，６２４，３１２千円

第２項 医 業 外 収 益 ３，３８４，９３８千円

支 出

第１款 病 院 事 業 費 用 ２２，７１８，０２４千円

第１項 医 業 費 用 ２１，１１２，８４０千円

三校
第２１号 平成２６年度徳島県病院事業会計予算 ５３

平成26年2月議案



第２項 医 業 外 費 用 ６９０，０９１千円

第３項 特 別 損 失 ９１５，０９３千円

（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額９８８，０２４千円は，当年度分消費税及び地方消費税

資本的収支調整額１，７０６千円及び過年度分損益勘定留保資金９８６，３１８千円で補てんするものとする。）。

収 入

第１款 資 本 的 収 入 ７，８７６，５４２千円

第１項 企 業 債 １，５３０，０００千円

第２項 負 担 金 ２，２３５，７６８千円

第３項 他会計からの借入金 ４，０００，０００千円

第４項 補 助 金 １１０，７７４千円

支 出

第１款 資 本 的 支 出 ８，８６４，５６６千円

第１項 建 設 改 良 費 ３，２０６，４４６千円

第２項 企 業 債 償 還 金 １，３７５，０４３千円

第３項 他会計からの借入金償還金 ４，２８３，０７７千円

（継続費）

第５条 継続費の総額及び年割額は，次のとおりと定める。

款 項 事 業 名 総 額 年 度 年 割 額

１ 資 本 的 支 出 １ 建 設 改 良 費 海部病院改築事業 ６，０５０，０００ ２６ ３５３，０００

２７ ４，０５５，０００

２８ １，６４２，０００

千円 千円

再校
５４

平成26年2月議案



（企業債）

第６条 起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は，次のとおりと定める。

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

病院整備事業 １，５３０，０００ 証書借入又は証券発
行

年５％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。

千円

（一時借入金）

第７条 一時借入金の限度額は，５，０００，０００千円と定める。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第８条 次に掲げる経費については，その経費の金額を，それ以外の経費の金額に流用し，又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は，議会の議

決を経なければならない。

�１ 職 員 給 与 費 １０，９７７，９８１千円

（たな卸資産の購入限度額）

第９条 たな卸資産の購入限度額は，４，６６０，０００千円と定める。

（重要な資産の取得）

第１０条 重要な資産の取得は，次のとおりとする。

種 類 名 称 数 量

�１ 取得する資産 医療器械 内視鏡下手術支援ロボット 一 式

備 品 電子カルテシステム 一 式

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

初校
５５
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初校

�
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第２２号 平成２６年度徳島県電気事業会計予算

（総則）

第１条 平成２６年度徳島県電気事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は，次のとおりとする。

�１ 供給電力量 水力発電所 ３２６，３００，０００ｋＷｈ

太陽光発電所 ４，７４９，０００ｋＷｈ

�２ 建設改良工事 既設設備改良工事 １，０９４，３１９千円

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第１款 事 業 収 益 ３，４８９，４７９千円

第１項 営 業 収 益 ３，２３２，３４１千円

第２項 附 帯 事 業 収 益 ２０５，１５６千円

第３項 財 務 収 益 ２３，７４５千円

第４項 事 業 外 収 益 ８，９０６千円

第５項 特 別 利 益 １９，３３１千円

支 出

第１款 事 業 費 用 ３，２５３，９４４千円

第１項 営 業 費 用 ２，９９６，２１４千円

第２項 附 帯 事 業 費 用 １５０，３２３千円

第３項 財 務 費 用 １２千円

第４項 事 業 外 費 用 ５３，４３９千円

第５項 特 別 損 失 ５０，９５６千円

三校
第２２号 平成２６年度徳島県電気事業会計予算 ５７
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第６項 予 備 費 ３，０００千円

（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１，１３０，９９８千円は，当年度分消費税及び地方消費

税資本的収支調整額８０，９４０千円，中小水力発電開発改良積立金２７７，５０５千円及び過年度分損益勘定留保資金７７２，５５３千円で補てんするものとする。）。

収 入

第１款 資 本 的 収 入 ４７９，１７０千円

第１項 固 定 資 産 売 却 代 １，６３１千円

第２項 他会計長期貸付金返還金 ４７７，５３９千円

支 出

第１款 資 本 的 支 出 １，６１０，１６８千円

第１項 建 設 改 良 費 １，０９４，３１９千円

第２項 投 資 ５１５，８４９千円

（継続費）

第５条

款 項 事 業 名 総 額 年 度 年 割 額

１ 事 業 費 用 １ 営 業 費 用 坂州発電所大規模改良事業 １４７，１０２ ２６ ７３，５５１

２７ ７３，５５１

２８

水力発電集中監視制御シス
テム取替事業

５３１ ２６

２７ ４０６

２８ １２５

千円 千円

継続費の総額及び年割額は，次のとおりと定める。

三校
５８
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１ 資 本 的 支 出 １ 建 設 改 良 費 坂州発電所大規模改良事業 １，１８５，５０６ ２６ ２０６，７７０

２７ ４１３，５３９

２８ ５６５，１９７

坂州橋架替事業 ２２９，１５４ ２６ ７０，７３５

２７ １４４，６５９

２８ １３，７６０

水力発電集中監視制御シス
テム取替事業

４３３，０８０ ２６ ８２，９５３

２７ ２８２，５８０

２８ ６７，５４７

（債務負担行為）

第６条 債務負担行為をすることができる事項，期間及び限度額は，次のとおりと定める。

事 項 期 間 限 度 額

坂州発電所取水口設備取替事業工事請負契約 平 成 ２７ 年 度 ６０，６７０千円

川口発電所修理工場・予備電源設備室建替事業工事請負契約 平 成 ２７ 年 度 ６９，６６６千円

川口ダムゲート制御装置取替事業工事請負契約 平 成 ２７ 年 度 ３２８，９４６千円

（一時借入金）

第７条 一時借入金の限度額は，１，５００，０００千円と定める。

再校
５９
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（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第８条 次に掲げる経費については，これらの経費の金額を，これらの経費のうち他の経費の金額に，若しくはこれら以外の経費の金額に流用し，又はこれら

以外の経費をこれらの経費の金額に流用する場合は，議会の議決を経なければならない。

�１ 職 員 給 与 費 ９９１，３６０千円

�２ 交 際 費 １１８千円

（たな卸資産の購入限度額）

第９条 たな卸資産の購入限度額は，１０，０００千円と定める。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

再校
６０
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第２３号 平成２６年度徳島県工業用水道事業会計予算

（総則）

第１条 平成２６年度徳島県工業用水道事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は，次のとおりとする。

�１ 給水事業所数 ３２ 吉野川北岸工業用水道 ２２

阿南工業用水道 １０

�２ 年間総給水量 ６５，４５１，８００� 吉野川北岸工業用水道 ３８，６２４，３００�

阿南工業用水道 ２６，８２７，５００�

�３ １日平均給水量 １７９，３２０� 吉野川北岸工業用水道 １０５，８２０�

阿南工業用水道 ７３，５００�

�４ 建設改良工事 吉野川北岸工業用水道改良工事 ２５８，６５０千円

阿南工業用水道改良工事 ４１，５７７千円

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第１款 事 業 収 益 １，１６８，４０９千円

第１項 営 業 収 益 １，０９７，０７６千円

第２項 営 業 外 収 益 ７１，３３３千円

支 出

第１款 事 業 費 用 １，０９４，８４０千円

第１項 営 業 費 用 ９８３，２４４千円

第２項 営 業 外 費 用 １０１，０９７千円

第３項 特 別 損 失 １０，４９９千円

初校
第２３号 平成２６年度徳島県工業用水道事業会計予算 ６１
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（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額９５，４８６千円は，当年度分消費税及び地方消費税

資本的収支調整額２２，２２７千円及び過年度分損益勘定留保資金７３，２５９千円で補てんするものとする。）。

収 入

第１款 資 本 的 収 入 ３８０，００９千円

第１項 固 定 資 産 売 却 代 ９千円

第２項 他 会 計 長 期 借 入 金 ３８０，０００千円

支 出

第１款 資 本 的 支 出 ４７５，４９５千円

第１項 建 設 改 良 費 ３００，２２７千円

第２項 企 業 債 償 還 金 １７５，２６８千円

（一時借入金）

第５条 一時借入金の限度額は，５００，０００千円と定める。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第６条 次に掲げる経費については，これらの経費の金額を，これらの経費のうち他の経費の金額に，若しくはこれら以外の経費の金額に流用し，又はこれら

以外の経費をこれらの経費の金額に流用する場合は，議会の議決を経なければならない。

�１ 職 員 給 与 費 ２２９，６３８千円

�２ 交 際 費 １６千円

（たな卸資産の購入限度額）

第７条 たな卸資産の購入限度額は，２０，０００千円と定める。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

再校
６２
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第２４号 平成２６年度徳島県土地造成事業会計予算

（総則）

第１条 平成２６年度徳島県土地造成事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は，次のとおりとする。

�１ 工業用地の管理事業 ２，９２３千円

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第１款 事 業 収 益 １１，０２６千円

第１項 営 業 収 益 ７，７４０千円

第２項 営 業 外 収 益 ３，２８６千円

支 出

第１款 事 業 費 用 １０１，３６０千円

第１項 営 業 費 用 ４，５３６千円

第２項 営 業 外 費 用 １千円

第３項 特 別 損 失 ９６，８２３千円

（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第１款 資 本 的 収 入 ３３，０７７千円

第１項 他会計長期貸付金返還金 ３３，０７７千円

（一時借入金）

第５条 一時借入金の限度額は，３０，０００千円と定める。

初校
第２４号 平成２６年度徳島県土地造成事業会計予算 ６３
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平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

初校
６４
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第２５号 平成２６年度徳島県駐車場事業会計予算

（総則）

第１条 平成２６年度徳島県駐車場事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は，次のとおりとする。

�１ 収 容 台 数 ５２５台

�２ 建 設 改 良 工 事 既設設備改良工事 ４，１００千円

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第１款 事 業 収 益 ８２，０７０千円

第１項 営 業 収 益 ８０，０３１千円

第２項 営 業 外 収 益 ２，０３９千円

支 出

第１款 事 業 費 用 ６５，５０７千円

第１項 営 業 費 用 ６５，１４０千円

第２項 営 業 外 費 用 ３６７千円

（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１１４，９８２千円は，過年度分損益勘定留保資金

１１４，９８２千円で補てんするものとする。）。

支 出

第１款 資 本 的 支 出 １１４，９８２千円

第１項 建 設 改 良 費 ４，１００千円

第２項 企 業 債 償 還 金 １０，８８２千円

初校
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第３項 投 資 １００，０００千円

（一時借入金）

第５条 一時借入金の限度額は，３００，０００千円と定める。

（たな卸資産の購入限度額）

第６条 たな卸資産の購入限度額は，１，０００千円と定める。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

初校
６６
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徳 島 県 危 機 管 理 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 危 機 管 理 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 六 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 の 一 の 項 の ホ 中 「 九 万 千 円 」 を 「 九 万 二 千 円 」 に 改 め 、 同 表 の 二 の 項 の ニ 中 「 八 十 二 万 円 」 を 「 八 十 三 万 円 」 に 、 「 九 十 九 万 円 」 を 「 百 一 万 円 」 に 、

「 百 十 万 円 」 を 「 百 十 二 万 円 」 に 、 「 百 四 十 万 円 」 を 「 百 四 十 二 万 円 」 に 、 「 百 六 十 四 万 円 」 を 「 百 六 十 六 万 円 」 に 、 「 三 百 八 十 五 万 円 」 を 「 三 百 八 十 八 万 円 」

に 、 「 五 百 九 万 円 」 を 「 五 百 十 万 円 」 に 改 め 、 同 項 の ホ の �１ 中 「 百 十 二 万 円 」 を 「 百 十 三 万 円 」 に 改 め 、 同 ホ の �２ 中 「 百 三 十 三 万 円 」 を 「 百 三 十 四 万 円 」 に 改

め 、 同 ホ の �３ 中 「 百 四 十 八 万 円 」 を 「 百 五 十 万 円 」 に 改 め 、 同 ホ の �５ 中 「 二 百 十 二 万 円 」 を 「 二 百 十 四 万 円 」 に 改 め 、 同 ホ の �６ 中 「 四 百 三 十 三 万 円 」 を 「 四 百

三 十 五 万 円 」 に 改 め 、 同 表 の 三 の 項 の ヘ 中 「 九 万 千 円 」 を 「 九 万 二 千 円 」 に 改 め 、 同 表 の 十 四 の 項 の ニ 中 「 九 十 五 万 円 」 を 「 九 十 九 万 円 」 に 、 「 百 六 十 五 万 円 」

を 「 百 七 十 二 万 円 」 に 、 「 三 百 十 八 万 円 」 を 「 三 百 三 十 二 万 円 」 に 、 「 三 百 八 十 九 万 円 」 を 「 四 百 六 万 円 」 に 、 「 四 百 四 十 五 万 円 」 を 「 四 百 六 十 五 万 円 」 に 改 め 、

同 表 の 二 十 一 の 項 の イ 中 「 四 十 一 万 円 」 を 「 四 十 三 万 円 」 に 、 「 九 十 二 万 円 」 を 「 九 十 六 万 円 」 に 、 「 百 十 六 万 円 」 を 「 百 二 十 一 万 円 」 に 、 「 二 百 八 十 三 万 円 」

を 「 二 百 九 十 五 万 円 」 に 、 「 三 百 四 十 七 万 円 」 を 「 三 百 六 十 二 万 円 」 に 、 「 四 百 万 円 」 を 「 四 百 十 七 万 円 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

地 方 公 共 団 体 の 手 数 料 の 標 準 に 関 す る 政 令 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 危 険 物 の 製 造 所 の 設 置 の 許 可 の 申 請 に 対 す る 審 査 等 に 係 る 手 数 料 の 額 を 改 め る 必

第 二 十 六 号
徳 島 県 危 機 管 理 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 危 機 管 理 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校

第 二 十 六 号 徳 島 県 危 機 管 理 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て ６７
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要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

再校
６８
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徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 （ 平 成 十 七 年 徳 島 県 条 例 第 百 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 七 条 の 四 中 「 第 十 七 条 の 二 の 規 定 に よ る 試 験 の 結 果 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 」 を 「 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の 各 号

を 加 え 、 同 条 を 第 十 七 条 の 五 と す る 。

一 第 十 七 条 の 三 の 規 定 に よ る 試 験 の 結 果 、 必 要 が あ る と 認 め る と き 。

二 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 立 入 検 査 等 の 結 果 、 第 十 七 条 の 二 の 規 定 に 違 反 す る 行 為 が あ る と 認 め る と き 。

第 十 七 条 の 三 の 見 出 し を 「 （ 立 入 検 査 等 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 第 一 項 」 の 下 に 「 及 び 第 二 項 」 を 加 え 、 「 立 入 り 等 」 を 「 立 入 検 査 等 」 に 改 め 、 同 項 を 同

条 第 四 項 と し 、 同 条 第 二 項 中 「 前 項 」 を 「 前 二 項 」 に 、 「 立 入 り 等 」 を 「 立 入 検 査 等 」 に 改 め 、 「 職 員 」 の 下 に 「 （ 以 下 「 と く し ま 食 品 表 示 Ｇ メ ン 」 と い う 。 ） 」

を 加 え 、 同 項 を 同 条 第 三 項 と し 、 同 条 第 一 項 を 同 条 第 二 項 と し 、 同 項 の 前 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

知 事 は 、 第 十 七 条 の 二 に 規 定 す る 場 合 に お い て 飲 食 店 営 業 者 が 食 品 に 関 す る 情 報 と し て 表 示 し た 内 容 を 確 認 す る た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 そ の 必 要

な 限 度 で 、 飲 食 店 営 業 者 そ の 他 の 関 係 者 か ら 報 告 を 求 め 、 又 は そ の 職 員 を し て そ れ ら の 者 の 事 業 所 そ の 他 事 業 に 係 る 施 設 若 し く は 場 所 に 立 ち 入 り 、 食 品 、 帳

簿 書 類 そ の 他 の 物 件 を 検 査 さ せ る こ と が で き る 。

第 十 七 条 の 三 に 次 の 一 項 を 加 え 、 同 条 を 第 十 七 条 の 四 と す る 。

５ と く し ま 食 品 表 示 Ｇ メ ン に 関 し 、 職 務 そ の 他 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ る も の と す る 。

第 十 七 条 の 二 を 第 十 七 条 の 三 と し 、 第 十 七 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

（ 飲 食 店 営 業 者 の 遵 守 義 務 ）

第 二 十 七 号
徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校

第 二 十 七 号 徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て ６９
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第 十 七 条 の 二 飲 食 店 営 業 者 （ 食 品 関 連 事 業 者 の う ち 、 食 品 を 調 理 し 、 又 は 設 備 を 設 け て 客 に 飲 食 さ せ る 営 業 を 行 う 者 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） は 、 消 費 者 の 適 切

な 判 断 に 基 づ く 食 品 の 選 択 に 資 す る と と も に 、 徳 島 県 食 料 ・ 農 林 水 産 業 ・ 農 山 漁 村 基 本 条 例 （ 平 成 二 十 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 七 号 ） 第 二 条 第 四 号 に 規 定 す る と

く し ま ブ ラ ン ド そ の 他 の 特 定 の 地 域 の 生 産 者 等 が 供 給 す る 食 品 で あ っ て 、 安 全 性 が 確 保 さ れ て い る こ と 、 品 質 が 優 良 で あ る こ と 等 の 特 性 に よ り 消 費 者 に 信 頼

感 を 与 え て い る も の に 対 す る 信 頼 を 損 な わ な い よ う に す る た め 、 使 用 す る 食 品 を メ ニ ュ ー 等 に 表 示 す る 場 合 に は 、 関 係 法 令 等 に 従 い 、 当 該 食 品 に 関 す る 情 報

を 適 正 に 表 示 し な け れ ば な ら な い 。

第 十 八 条 の 前 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

（ 報 告 の 拒 否 等 に 係 る 公 表 ）

第 十 七 条 の 六 知 事 は 、 飲 食 店 営 業 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 し 、 か つ 、 飲 食 店 営 業 者 に 正 当 な 理 由 が な い と 認 め る と き は 、 飲 食 店 営 業 者 の 氏 名 又 は 名 称 、

当 該 事 実 そ の 他 必 要 な 事 項 を 公 表 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 知 事 は 、 あ ら か じ め 、 当 該 飲 食 店 営 業 者 に 対 し 、 証 拠 を 提 出 し 、 及 び 意 見 を 述 べ る

機 会 を 与 え な け れ ば な ら な い 。

一 第 十 七 条 の 四 第 一 項 の 規 定 に よ る 報 告 を せ ず 、 又 は 虚 偽 の 報 告 を し た と き 。

二 第 十 七 条 の 四 第 一 項 の 規 定 に よ る 立 入 検 査 を 拒 み 、 妨 げ 、 又 は 忌 避 し た と き 。

三 不 当 景 品 類 及 び 不 当 表 示 防 止 法 （ 昭 和 三 十 七 年 法 律 第 百 三 十 四 号 ） 第 七 条 の 規 定 に よ る 知 事 の 指 示 （ 食 品 の メ ニ ュ ー 等 の 表 示 に 関 し 、 同 法 第 四 条 第 一 項

（ 第 一 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） の 規 定 に 違 反 す る 行 為 に 係 る も の に 限 る 。 ） に 従 わ な い と き 。

第 三 十 二 条 第 二 号 中 「 第 十 七 条 の 三 第 一 項 」 を 「 第 十 七 条 の 四 第 二 項 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 六 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

飲 食 店 に お け る 食 品 の 偽 装 表 示 が 相 次 い で 発 生 し て い る 状 況 に 鑑 み 、 当 該 偽 装 表 示 を 防 止 し 、 食 品 の 信 頼 性 の 確 保 に 資 す る た め 、 メ ニ ュ ー 等 に お け る 食 品 の

適 正 表 示 に 関 し 、 飲 食 店 営 業 者 の 遵 守 す べ き 事 項 を 明 確 化 す る と と も に 、 立 入 検 査 等 の 規 定 を 設 け る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

再校
７０
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徳 島 県 消 費 者 行 政 活 性 化 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 消 費 者 行 政 活 性 化 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

附 則 第 二 項 中 「 平 成 二 十 六 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 平 成 二 十 七 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

消 費 生 活 相 談 の 窓 口 の 機 能 の 強 化 を 図 る 事 業 そ の 他 の 消 費 者 行 政 の 活 性 化 を 図 る た め に 実 施 す る 事 業 を 引 き 続 き 計 画 的 に 推 進 す る た め 、 徳 島 県 消 費 者 行 政 活

性 化 基 金 の 設 置 の 期 間 を 延 長 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 二 十 八 号
徳 島 県 消 費 者 行 政 活 性 化 基 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 消 費 者 行 政 活 性 化 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校

第 二 十 八 号 徳 島 県 消 費 者 行 政 活 性 化 基 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て ７１
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再校

�
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徳 島 県 附 属 機 関 の 委 員 の 定 数 を 定 め る 条 例

地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 百 三 十 八 条 の 四 第 三 項 に 規 定 す る 附 属 機 関 の う ち 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 附 属 機 関 の 委 員 の 定 数 は 、 そ れ ぞ れ

同 表 の 下 欄 に 定 め る と お り と す る 。

附 属 機 関

定 数

名 称 設 置 の 根 拠 と な る 法 律

徳 島 県 建 設 工 事 紛 争 審 査 会 建 設 業 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 百 号 ） 第 二 十 五 条 第 三 項 五 人 以 内

徳 島 県 建 築 士 審 査 会 建 築 士 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 二 号 ） 第 二 十 八 条 六 人 以 内

徳 島 県 森 林 審 議 会 森 林 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 二 百 四 十 九 号 ） 第 六 十 八 条 第 一 項 八 人 以 内

徳 島 県 麻 薬 中 毒 審 査 会 麻 薬 及 び 向 精 神 薬 取 締 法 （ 昭 和 二 十 八 年 法 律 第 十 四 号 ） 第 五 十 八 条 の 十 三 第 一 項 五 人 以 内

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

地 域 の 自 主 性 及 び 自 立 性 を 高 め る た め の 改 革 の 推 進 を 図 る た め の 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 に よ り 建 設 業 法 等 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 鑑 み 、 徳 島 県 建 設

第 二 十 九 号
徳 島 県 附 属 機 関 の 委 員 の 定 数 を 定 め る 条 例 の 制 定 に つ い て

徳 島 県 附 属 機 関 の 委 員 の 定 数 を 定 め る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校

第 二 十 九 号 徳 島 県 附 属 機 関 の 委 員 の 定 数 を 定 め る 条 例 の 制 定 に つ い て ７３
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工 事 紛 争 審 査 会 等 の 委 員 の 定 数 を 条 例 で 定 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

再校
７４
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徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 二 項 の 表 六 の 項 及 び 七 の 項 中 「 海 陽 町 」 を 「 海 陽 町 藍 住 町 」 に 改 め 、 同 表 十 五 の 項 及 び 十 六 の 項 中 「 小 松 島 市 」 を 「 小 松 島 市 吉 野 川 市 」 に 改 め 、

同 表 三 十 八 の 項 に 次 の よ う に 加 え る 。

３ 法 第 四 十 六 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ る 電 気 用 品 の 販 売 の 事 業 を 行 う 者 に 対 す る 電 気 用 品 の 提 出 命 令

第 二 条 第 二 項 の 表 六 十 の 項 中 「 藍 住 町 」 を 「 鳴 門 市 藍 住 町 」 に 改 め 、 同 表 七 十 三 の 項 中 「 藍 住 町 」 を 「 那 賀 町 藍 住 町 」 に 改 め 、 同 表 中 八 十 の 項 を 八 十 一

の 項 と し 、 七 十 九 の 項 を 八 十 の 項 と し 、 同 表 七 十 八 の 項 中 「 小 松 島 市 」 を 「 小 松 島 市 吉 野 川 市 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 七 十 九 の 項 と し 、 同 表 中 七 十 七 の 項 を 七

十 八 の 項 と し 、 同 表 七 十 六 の 項 中 「 七 十 八 の 項 」 を 「 七 十 九 の 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 七 十 七 の 項 と し 、 同 表 中 七 十 五 の 項 を 七 十 六 の 項 と し 、 七 十 四 の 項 を 七

十 五 の 項 と し 、 同 表 七 十 三 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

七 十 四 急 傾 斜 地 の 崩 壊 に よ る 災 害 の 防 止 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 四 十 四 年 法 律 第 五 十 七 号 。 以 下 こ の 項 に お い て

「 法 」 と い う 。 ） 及 び 急 傾 斜 地 の 崩 壊 に よ る 災 害 の 防 止 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 五

十 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 条 例 」 と い う 。 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の

１ 法 第 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 急 傾 斜 地 崩 壊 危 険 区 域 内 に お け る 行 為 の 許 可 、 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 条

件 の 付 加 、 同 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 及 び 同 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 国 又 は 地 方 公 共 団 体 と の 協 議

２ 法 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 許 可 の 取 消 し 若 し く は 許 可 に 付 し た 条 件 の 変 更 又 は 必 要 な 措 置 の 命 令 並 び

に 同 条 第 二 項 （ 法 第 十 条 第 四 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 必 要 な 措 置 等 の 代 執 行 及 び

吉 野 川 市 那 賀 町

第 三 十 号

徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校

第 三 十 号 徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て ７５

平成26年2月議案



当 該 措 置 等 を と る べ き 旨 等 の 公 告

３ 法 第 九 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 必 要 な 措 置 の 勧 告

４ 法 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 土 地 所 有 者 等 に 対 す る 急 傾 斜 地 崩 壊 防 止 工 事 の 施 行 命 令 及 び 同 条 第 二 項 の

規 定 に よ る 制 限 行 為 を し た 者 に 対 す る 急 傾 斜 地 崩 壊 防 止 工 事 の 施 行 命 令

５ 法 第 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 立 入 検 査

６ 法 第 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 及 び 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 通 知 の 受 理

７ 法 第 二 十 六 条 の 規 定 に よ る 報 告 の 徴 取 （ １ か ら ４ ま で 及 び ６ に 掲 げ る 事 務 に 係 る も の に 限 る 。 ）

８ 条 例 第 二 条 の 規 定 に よ る 許 可 事 項 の 変 更 の 許 可

９ 条 例 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 行 為 の 着 手 等 の 届 出 の 受 理 及 び 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 行 為 の 休 止 等 の

届 出 の 受 理

１０ 条 例 第 五 条 の 規 定 に よ る 住 所 等 の 変 更 の 届 出 の 受 理

１１ 条 例 第 六 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 地 位 の 承 継 の 届 出 の 受 理

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に 改 正 後 の 第 二 条 第 二 項 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に 係 る 法 令 若 し く は 条 例 （ 以 下 「 法 令 等 」 と い う 。 ） の

規 定 に よ り 知 事 が し た 処 分 そ の 他 の 行 為 又 は こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 当 該 事 務 に 係 る 法 令 等 の 規 定 に よ り 知 事 に 対 し て さ れ て い る 申 請 そ の 他 の 行 為 で 、 施 行

日 以 後 に お い て は 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 市 町 村 の 長 が 管 理 し 及 び 執 行 す る こ と と な る 事 務 に 係 る も の は 、 施 行 日 以 後 に お け る 当 該 事 務 に 係 る 法 令 等 の 適 用 に つ

い て は 、 当 該 市 町 村 の 長 の し た 処 分 そ の 他 の 行 為 又 は 当 該 市 町 村 の 長 に 対 し て さ れ た 申 請 そ の 他 の 行 為 と み な す 。

提 案 理 由

地 方 自 治 法 の 規 定 に よ る 市 町 村 の 長 と の 協 議 に 基 づ き 、 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 一 部 を 市 町 村 が 処 理 す る こ と と す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提

出 す る 理 由 で あ る 。

再校
７６
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徳 島 県 行 政 財 産 使 用 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 行 政 財 産 使 用 料 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 徳 島 県 条 例 第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 第 二 項 た だ し 書 中 「 百 分 の 五 」 を 「 百 分 の 八 」 に 改 め る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ 改 正 後 の 徳 島 県 行 政 財 産 使 用 料 条 例 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 に 許 可 を 受 け る 行 政 財 産 の 使 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て 適 用 す る 。

提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 使 用 料 の 額 の 適 正 化 を 図 る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 三 十 一 号
徳 島 県 行 政 財 産 使 用 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 行 政 財 産 使 用 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校

第 三 十 一 号 徳 島 県 行 政 財 産 使 用 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て ７７
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災 害 に よ る 県 税 の 減 免 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

災 害 に よ る 県 税 の 減 免 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 中 「 補 て ん 」 を 「 補 � 」 に 改 め 、 「 （ 昭 和 三 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） 」 の 下 に 「 第 八 条 の 四 第 一 項 の 規 定 の 例 に よ り 計 算 し た 上 場 株 式 等 に 係 る 配

当 所 得 等 の 金 額 、 同 法 」 を 加 え 、 「 株 式 等 」 を 「 一 般 株 式 等 」 に 、 「 （ 租 税 特 別 措 置 法 及 び 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 の 被 災 者 等 に 係 る 国 税 関 係 法 律 の 臨 時 特 例 に 関 す る

法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 十 一 年 法 律 第 九 号 ） 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 租 税 特 別 措 置 法 第 三 十 七 条 の 十 一 第 一 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る も の を 除 く 。 ）

の 金 額 又 は 租 税 特 別 措 置 法 」 を 「 の 金 額 、 同 法 第 三 十 七 条 の 十 一 第 一 項 の 規 定 の 例 に よ り 計 算 し た 上 場 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等 の 金 額 又 は 同 法 」 に 改 め る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 八 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ 改 正 後 の 第 二 条 第 一 項 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 に 災 害 に よ る 被 害 を 受 け た 者 に 係 る 事 業 税 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 災 害 に よ る 被 害 を 受 け た 者

に 係 る 事 業 税 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

租 税 特 別 措 置 法 の 一 部 が 改 正 さ れ 、 公 社 債 等 及 び 株 式 等 に 係 る 所 得 に 対 す る 課 税 が 見 直 さ れ た こ と に 伴 い 、 個 人 の 事 業 税 の 減 免 を 受 け る こ と が で き る 災 害 被

害 者 の 合 計 所 得 金 額 の 算 定 方 法 を 改 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 三 十 二 号
災 害 に よ る 県 税 の 減 免 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

災 害 に よ る 県 税 の 減 免 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校

第 三 十 二 号 災 害 に よ る 県 税 の 減 免 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て ７９
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徳 島 県 青 少 年 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 徳 島 県 青 少 年 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 徳 島 県 青 少 年 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 八 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 そ の 一 の 表 の 部 分 を 次 の よ う に 改 め る 。

区 分 単 位

基 準 額

青 少 年 青 少 年 以 外 の 者

午 前 二 、 七 二 ○ 円 五 、 四 五 ○ 円

体 育 室 午 後 三 、 三 九 ○ 円 六 、 七 八 ○ 円

夜 間 三 、 二 九 ○ 円 六 、 五 八 ○ 円

午 前 三 、 八 五 ○ 円 七 、 七 一 ○ 円

イ ン ド ア 運 動 場 午 後 五 、 一 四 ○ 円 一 ○ 、 二 八 ○ 円

夜 間 四 、 六 二 ○ 円 九 、 二 五 ○ 円

午 前 四 、 ○ 六 ○ 円 八 、 一 二 ○ 円

大 会 議 室 午 後 五 、 四 ○ ○ 円 一 ○ 、 八 ○ ○ 円

夜 間 四 、 八 三 ○ 円 九 、 六 六 ○ 円

第 三 十 三 号
徳 島 県 青 少 年 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 青 少 年 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

三校

第 三 十 三 号 徳 島 県 青 少 年 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て ８１
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午 前 一 、 六 九 ○ 円 三 、 三 九 ○ 円

中 会 議 室 午 後 二 、 二 六 ○ 円 四 、 五 二 ○ 円

夜 間 二 、 ○ ○ ○ 円 四 、 ○ 一 ○ 円

午 前 一 、 四 三 ○ 円 二 、 八 七 ○ 円

第 一 小 会 議 室 及 び 第 二 小 会 議 室 （ 一 室 に つ き ） 午 後 一 、 九 五 ○ 円 三 、 九 ○ ○ 円

夜 間 一 、 七 四 ○ 円 三 、 四 九 ○ 円

午 前 七 一 ○ 円 一 、 四 三 ○ 円

第 三 小 会 議 室 及 び 第 四 小 会 議 室 （ 一 室 に つ き ） 午 後 九 七 ○ 円 一 、 九 五 ○ 円

夜 間 八 七 ○ 円 一 、 七 四 ○ 円

午 前 一 、 三 三 ○ 円 二 、 六 七 ○ 円

音 楽 室 午 後 一 、 七 九 ○ 円 三 、 五 九 ○ 円

夜 間 一 、 五 九 ○ 円 三 、 一 八 ○ 円

午 前 一 、 七 四 ○ 円 三 、 四 九 ○ 円

第 一 和 室 午 後 二 、 三 一 ○ 円 四 、 六 二 ○ 円

夜 間 二 、 ○ 五 ○ 円 四 、 一 一 ○ 円

午 前 二 、 一 ○ ○ 円 四 、 二 一 ○ 円

レ ク リ エ ー シ ョ ン ホ ー ル 午 後 二 、 七 七 ○ 円 五 、 五 五 ○ 円

夜 間 二 、 五 一 ○ 円 五 、 ○ 三 ○ 円

午 前 五 一 ○ 円 一 、 ○ 二 ○ 円

Ｉ Ｔ 学 習 室 午 後 七 一 ○ 円 一 、 四 三 ○ 円

夜 間 六 一 ○ 円 一 、 二 三 ○ 円

午 前 一 、 六 四 ○ 円 三 、 二 九 ○ 円

小 体 育 室 午 後 二 、 二 一 ○ 円 四 、 四 二 ○ 円

夜 間 二 、 ○ ○ ○ 円 四 、 ○ 一 ○ 円

三校
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午 前 九 二 ○ 円 一 、 八 五 ○ 円

第 二 和 室 及 び 第 三 和 室 （ 一 室 に つ き ） 午 後 一 、 二 三 ○ 円 二 、 四 六 ○ 円

夜 間 一 、 一 三 ○ 円 二 、 二 六 ○ 円

調 理 台 そ の 他 規 則 で 定 め る 設 備 及 び 用 具 規 則 で 定 め る 額

別 表 そ の 一 の 表 の 備 考 第 二 項 及 び 第 七 項 中 「 一 万 円 」 を 「 一 万 二 百 八 十 円 」 に 改 め 、 同 表 そ の 三 中 「 四 百 円 」 を 「 四 百 十 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 佐 那 河 内 い き も の ふ れ あ い の 里 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 徳 島 県 立 佐 那 河 内 い き も の ふ れ あ い の 里 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 四 年 徳 島 県 条 例 第 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 中 「 五 ○ ○ 円 に 」 を 「 五 一 ○ 円 に 」 に 、 「 四 、 二 八 ○ 円 」 を 「 四 、 四 ○ ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 保 健 製 薬 環 境 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 徳 島 県 立 保 健 製 薬 環 境 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 中 「 三 、 五 七 ○ 円 」 を 「 三 、 六 七 ○ 円 」 に 、 「 四 、 七 二 ○ 円 」 を 「 四 、 八 五 ○ 円 」 に 改 め る 。

別 表 第 二 中 「 一 、 八 二 ○ 円 」 を 「 一 、 八 七 ○ 円 」 に 、 「 二 七 、 八 ○ ○ 円 」 を 「 二 八 、 五 九 ○ 円 」 に 、 「 二 六 、 九 八 ○ 円 」 を 「 二 七 、 七 五 ○ 円 」 に 、 「 二 一 四 、

八 六 ○ 円 」 を 「 二 二 ○ 、 九 九 ○ 円 」 に 、 「 三 三 、 一 ○ ○ 円 」 を 「 三 四 、 ○ 四 ○ 円 」 に 、 「 四 六 、 三 ○ ○ 円 」 を 「 四 七 、 六 二 ○ 円 」 に 、 「 一 四 、 二 ○ ○ 円 」 を 「 一

四 、 六 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 九 一 ○ 円 」 を 「 一 、 九 六 ○ 円 」 に 、 「 一 七 、 六 ○ ○ 円 」 を 「 一 八 、 一 ○ ○ 円 」 に 、 「 三 三 、 一 ○ ○ 円 」 を 「 三 四 、 ○ 四 ○ 円 」 に 、 「 四

○ ○ 円 」 を 「 四 一 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 郷 土 文 化 会 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 徳 島 県 郷 土 文 化 会 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 六 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 そ の 一 を 次 の よ う に 改 め る 。

そ の 一
区 分

基 準 額

午 前

�
� 午 前 九 時 か ら

正 午 ま で �
�

午 後

�
� 午 後 一 時 か ら

午 後 五 時 ま で �
�

夜 間

�
� 午 後 五 時 三 十 分 か ら

午 後 九 時 三 十 分 ま で �
�

ホ ー ル

平 日 一 七 、 五 七 ○ 円 二 四 、 六 三 ○ 円 三 ○ 、 四 六 ○ 円

休 日 等 二 二 、 二 八 ○ 円 二 八 、 二 三 ○ 円 三 七 、 六 三 ○ 円

大 会 議 室 一 二 、 二 ○ ○ 円 一 六 、 三 五 ○ 円 一 九 、 ○ 一 ○ 円

三校
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第 一 会 議 室 四 、 八 二 ○ 円 六 、 三 二 ○ 円 七 、 四 七 ○ 円

第 二 会 議 室 か ら 第 六 会 議 室 ま で

（ 一 室 に つ き ） 四 、 一 二 ○ 円 五 、 四 一 ○ 円 六 、 五 五 ○ 円

第 一 楽 屋 か ら 第 七 楽 屋 ま で

（ 一 室 に つ き ） 七 九 ○ 円 一 、 一 三 ○ 円 一 、 三 五 ○ 円

第 八 楽 屋 五 五 ○ 円 六 六 ○ 円 七 九 ○ 円

第 一 控 室 か ら 第 三 控 室 ま で

（ 一 室 に つ き ） 五 五 ○ 円 六 六 ○ 円 七 九 ○ 円

第 一 茶 室 及 び 第 二 茶 室

（ 一 室 に つ き ） 一 、 ○ ○ ○ 円 一 、 二 五 ○ 円 一 、 四 七 ○ 円

第 一 和 室 一 、 七 一 ○ 円 二 、 一 七 ○ 円 二 、 六 二 ○ 円

第 二 和 室 二 、 五 一 ○ 円 三 、 二 ○ ○ 円 四 、 ○ 二 ○ 円

リ ハ ー サ ル 室 八 、 ○ 四 ○ 円 一 ○ 、 八 三 ○ 円 一 三 、 ○ 二 ○ 円

知 事 が 別 に 定 め る 施 設 及 び 演 劇 、 音

楽 等 の 用 具 知 事 が 別 に 定 め る 額

別 表 そ の 二 の 表 中 「 二 六 、 二 五 ○ 円 」 を 「 二 七 、 ○ ○ ○ 円 」 に 、 「 一 七 、 九 ○ ○ 円 」 を 「 一 八 、 四 一 ○ 円 」 に 、 「 五 、 二 六 ○ 円 」 を 「 五 、 四 一 ○ 円 」 に 、 「 三 、

五 六 ○ 円 」 を 「 三 、 六 六 ○ 円 」 に 、 「 四 、 ○ 一 ○ 円 」 を 「 四 、 一 二 ○ 円 」 に 、 「 二 、 七 一 ○ 円 」 を 「 二 、 七 八 ○ 円 」 に 、 「 一 二 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 一 二 、 三 四 ○

円 」 に 、 「 八 、 一 五 ○ 円 」 を 「 八 、 三 八 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 文 学 書 道 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 徳 島 県 立 文 学 書 道 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 四 年 徳 島 県 条 例 第 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 中 「 八 、 八 ○ ○ 円 」 を 「 九 、 ○ 五 ○ 円 」 に 、 「 四 、 四 ○ ○ 円 」 を 「 四 、 五 二 ○ 円 」 に 、 「 七 ○ ○ 円 」 を 「 七 一 ○ 円 」 に 、 「 三 、 九 八 ○ 円 」 を 「 四 、

○ 九 ○ 円 」 に 、 「 六 、 四 ○ ○ 円 」 を 「 六 、 五 八 ○ 円 」 に 、 「 七 六 ○ 円 」 を 「 七 八 ○ 円 」 に 、 「 一 、 二 三 ○ 円 」 を 「 一 、 二 六 ○ 円 」 に 、
「

九 八 ○ 円
」
を

「

一 、 ○ ○ ○ 円
」
に 、 「 九 ○ ○ 円 」 を 「 九 二 ○ 円 」 に 、 「 一 、 四 六 ○ 円 」 を 「 一 、 五 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 一 六 ○ 円 」 を 「 一 、 一 九 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 阿 波 十 郎 兵 衛 屋 敷 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 六 条 徳 島 県 立 阿 波 十 郎 兵 衛 屋 敷 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 八 年 徳 島 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

三校
８４

平成26年2月議案



別 表 中 「 四 ○ ○ 円 」 を 「 四 一 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 中 央 武 道 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 七 条 徳 島 県 立 中 央 武 道 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 そ の 一 の １ の 表 中 「 二 、 三 七 ○ 円 」 を 「 二 、 四 三 ○ 円 」 に 、 「 四 、 九 七 ○ 円 」 を 「 五 、 一 一 ○ 円 」 に 、 「 二 、 五 八 ○ 円 」 を 「 二 、 六 五 ○ 円 」 に 、 「 五 、

四 二 ○ 円 」 を 「 五 、 五 七 ○ 円 」 に 、 「 三 、 八 八 ○ 円 」 を 「 三 、 九 九 ○ 円 」 に 、 「 八 、 二 四 ○ 円 」 を 「 八 、 四 七 ○ 円 」 に 、 「 四 、 二 ○ ○ 円 」 を 「 四 、 三 二 ○ 円 」

に 、 「 八 、 五 八 ○ 円 」 を 「 八 、 八 二 ○ 円 」 に 、 「 八 、 ○ 八 ○ 円 」 を 「 八 、 三 一 ○ 円 」 に 、 「 一 六 、 八 四 ○ 円 」 を 「 一 七 、 三 二 ○ 円 」 に 、 「 一 、 一 八 ○ 円 」 を 「 一 、

二 一 ○ 円 」 に 、 「 二 、 四 七 ○ 円 」 を 「 二 、 五 四 ○ 円 」 に 、 「 一 ○ 、 五 五 ○ 円 」 を 「 一 ○ 、 八 五 ○ 円 」 に 、 「 二 二 、 ○ 五 ○ 円 」 を 「 二 二 、 六 八 ○ 円 」 に 、 「 一 七 、

四 五 ○ 円 」 を 「 一 七 、 九 四 ○ 円 」 に 、 「 三 六 、 六 三 ○ 円 」 を 「 三 七 、 六 七 ○ 円 」 に 、 「 二 一 、 三 二 ○ 円 」 を 「 二 一 、 九 二 ○ 円 」 に 、 「 四 四 、 七 七 ○ 円 」 を 「 四

六 、 ○ 四 ○ 円 」 に 、 「 二 五 、 二 ○ ○ 円 」 を 「 二 五 、 九 二 ○ 円 」 に 、 「 五 二 、 九 一 ○ 円 」 を 「 五 四 、 四 二 ○ 円 」 に 、 「 四 六 、 五 三 ○ 円 」 を 「 四 七 、 八 五 ○ 円 」 に 、

「 九 七 、 七 ○ ○ 円 」 を 「 一 ○ ○ 、 四 九 ○ 円 」 に 、 「 六 、 四 六 ○ 円 」 を 「 六 、 六 四 ○ 円 」 に 、 「 一 三 、 四 四 ○ 円 」 を 「 一 三 、 八 二 ○ 円 」 に 、 「 一 、 五 一 ○ 円 」 を

「 一 、 五 五 ○ 円 」 に 、 「 三 、 一 六 ○ 円 」 を 「 三 、 二 五 ○ 円 」 に 、 「 一 、 八 三 ○ 円 」 を 「 一 、 八 八 ○ 円 」 に 、 「 三 、 六 ○ ○ 円 」 を 「 三 、 七 ○ ○ 円 」 に 、
「

二 、 ○ 五 ○ 円
」

を
「

二 、 一 ○ ○ 円
」
に 、 「 四 、 ○ 五 ○ 円 」 を 「 四 、 一 六 ○ 円 」 に 、 「 二 、 四 八 ○ 円 」 を 「 二 、 五 五 ○ 円 」 に 、 「 五 、 一 八 ○ 円 」 を 「 五 、 三 二 ○ 円 」 に 、 「 四 、

五 二 ○ 円 」 を 「 四 、 六 四 ○ 円 」 に 、 「 九 、 三 七 ○ 円 」 を 「 九 、 六 三 ○ 円 」 に 、 「 六 五 ○ 円 」 を 「 六 六 ○ 円 」 に 、 「 一 、 二 四 ○ 円 」 を 「 一 、 二 七 ○ 円 」 に 改 め 、

同 そ の 一 の ２ の 表 中 「 六 五 ○ 円 」 を 「 六 六 ○ 円 」 に 、 「 一 、 三 四 ○ 円 」 を 「 一 、 三 七 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 そ の 二 の 表 中 「 一 、 六 九 ○ 円 」 を 「 一 、 七 三 ○ 円 」

に 、 「 二 、 二 六 ○ 円 」 を 「 二 、 三 二 ○ 円 」 に 、 「 六 七 ○ 円 」 を 「 六 八 ○ 円 」 に 、 「 八 九 ○ 円 」 を 「 九 一 ○ 円 」 に 、 「 四 四 ○ 円 」 を 「 四 五 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 の 備

考 第 八 項 中 「 五 百 六 十 円 」 を 「 五 百 七 十 円 」 に 改 め る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 依 頼 が な さ れ て い る 徳 島 県 立 保 健 製 薬 環 境 セ ン タ ー に お け る 成 績 書 等 の 再 交 付 に 係 る 手 数 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

３ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 利 用 の 許 可 を 受 け て い る 徳 島 県 立 文 学 書 道 館 の 施 設 又 は 徳 島 県 立 中 央 武 道 館 の 利 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ

る 。

三校
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提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 使 用 料 及 び 手 数 料 の 額 並 び に 利 用 料 金 の 額 の 適 正 化 を 図 る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提

出 す る 理 由 で あ る 。

三校
８６
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徳 島 県 県 民 環 境 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 県 民 環 境 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 の 百 七 十 七 の 項 中 「 二 千 八 百 円 」 を 「 二 千 九 百 円 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

地 方 公 共 団 体 の 手 数 料 の 標 準 に 関 す る 政 令 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 狩 猟 免 許 の 更 新 の 申 請 に 対 す る 審 査 に 係 る 手 数 料 の 額 を 改 め る 必 要 が あ る 。 こ れ

が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 三 十 四 号
徳 島 県 県 民 環 境 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 県 民 環 境 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校

第 三 十 四 号 徳 島 県 県 民 環 境 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て ８７
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�
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徳 島 県 保 健 所 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 保 健 所 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 条 第 一 項 中 「 診 療 報 酬 の 算 定 方 法 （ 平 成 二 十 年 厚 生 労 働 省 告 示 第 五 十 九 号 。 以 下 「 算 定 方 法 」 と い う 。 ） 第 一 号 に 規 定 す る 診 療 報 酬 点 数 表 （ 歯 科 以 外 の

場 合 に あ つ て は 医 科 診 療 報 酬 点 数 表 と し 、 歯 科 の 場 合 に あ つ て は 歯 科 診 療 報 酬 点 数 表 と す る 。 ） に 定 め る 点 数 に よ り 、 そ れ ぞ れ 算 定 方 法 第 二 号 に 規 定 す る 方 法

を も つ て 」 を 「 健 康 保 険 法 （ 大 正 十 一 年 法 律 第 七 十 号 ） 第 七 十 六 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 厚 生 労 働 大 臣 の 定 め 又 は 高 齢 者 の 医 療 の 確 保 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 五 十 七

年 法 律 第 八 十 号 ） 第 七 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 基 準 に よ り 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 を 削 り 、 同 条 第 三 項 中 「 前 二 項 」 を 「 前 項 」 に 改 め 、

同 項 を 同 条 第 二 項 と す る 。

別 表 中 「 四 ○ ○ 円 」 を 「 四 一 ○ 円 」 に 改 め る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 申 請 が な さ れ て い る 診 断 書 の 交 付 に 係 る 手 数 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 手 数 料 の 額 の 適 正 化 を 図 る と と も に 、 保 健 所 に お け る 結 核 健 康 診 断 の 実 施 状 況 に 鑑 み 、 当 該 健 康

診 断 の 実 施 に よ る 使 用 料 及 び 手 数 料 を 廃 止 す る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 三 十 五 号
徳 島 県 保 健 所 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 保 健 所 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校

第 三 十 五 号 徳 島 県 保 健 所 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て ８９
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徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 の 七 十 五 の 項 中 「 第 四 条 第 二 項 」 を 「 第 四 条 第 四 項 」 に 改 め 、 同 表 の 八 十 一 の 項 中 「 第 三 十 六 条 の 四 第 一 項 」 を 「 第 三 十 六 条 の 八 第 一 項 」 に 改 め 、

同 表 の 八 十 一 の 二 の 項 中 「 第 三 十 六 条 の 四 第 二 項 」 を 「 第 三 十 六 条 の 八 第 二 項 」 に 改 め 、 同 表 の 九 十 一 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

九 十 一 の 二 児 童 福 祉 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 三 年 政 令 第 七 十 四 号 ） 第 二 十 一 条 の 規 定 に 基 づ く

厚 生 労 働 省 令 の 規 定 に よ る 保 育 士 試 験 の 全 部 の 免 除 の 申 請 に 対 す る 審 査

二 千 四 百 円

別 表 第 一 の 九 十 三 の 項 中 「 （ 昭 和 二 十 三 年 政 令 第 七 十 四 号 ） 」 を 削 る 。

別 表 第 二 中 「 の 事 務 」 を 「 及 び 九 十 一 の 二 の 項 の 事 務 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 一 の 七 十 五 の 項 、 八 十 一 の 項 及 び 八 十 一 の 二 の 項 の 改 正 規 定 は 、 薬 事 法 及 び 薬 剤 師 法 の 一

部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 百 三 号 ） の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

薬 事 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 整 理 を 行 う と と も に 、 地 方 公 共 団 体 の 手 数 料 の 標 準 に 関 す る 政 令 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 保 育 士 試 験

第 三 十 六 号
徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校

第 三 十 六 号 徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て ９１
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の 全 部 の 免 除 の 申 請 に 対 す る 審 査 に 係 る 手 数 料 を 定 め る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

再校
９２
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徳 島 県 地 域 自 殺 対 策 緊 急 強 化 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 地 域 自 殺 対 策 緊 急 強 化 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

附 則 第 二 項 中 「 平 成 二 十 六 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 平 成 二 十 七 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改 め 、 同 項 を 附 則 第 三 項 と し 、 附 則 第 一 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

２ 基 金 は 、 第 六 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 基 金 の 原 資 と し て 国 か ら 交 付 さ れ た 補 助 金 等 （ 補 助 金 等 に 係 る 予 算 の 執 行 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 三 十 年 法 律 第

百 七 十 九 号 ） 第 二 条 第 一 項 の 補 助 金 等 を い う 。 ） の 返 還 に 要 す る 経 費 の 財 源 に 充 て る 場 合 に 処 分 す る こ と が で き る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

事 業 を 引 き 続 き 計 画 的 に 推 進 す る た め 、 徳 島 県 地 域 自 殺 対 策 緊 急 強 化 基 金 の 設 置 の 期 間 を 延 長 す る と と も に 、 使 途 の 厳 格 化 に 基 づ く 国 か ら の 返 還 の 要 請 に 鑑

み 、 同 基 金 に つ い て 国 に 返 還 す る 場 合 に 処 分 す る こ と が で き る こ と と す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 三 十 七 号
徳 島 県 地 域 自 殺 対 策 緊 急 強 化 基 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 地 域 自 殺 対 策 緊 急 強 化 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校

第 三 十 七 号 徳 島 県 地 域 自 殺 対 策 緊 急 強 化 基 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て ９３

平成26年2月議案



再校

�

平成26年2月議案



徳 島 県 立 男 女 共 同 参 画 交 流 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 徳 島 県 立 男 女 共 同 参 画 交 流 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 徳 島 県 立 男 女 共 同 参 画 交 流 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 八 年 徳 島 県 条 例 第 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 中 「 八 、 七 六 ○ 円 」 を 「 九 、 ○ 一 ○ 円 」 に 、 「 一 一 、 六 六 ○ 円 」 を 「 一 一 、 九 九 ○ 円 」 に 、 「 九 、 ○ 二 ○ 円 」 を 「 九 、 二 七 ○ 円 」 に 、 「 三 、 ○ 二 ○ 円 」

を 「 三 、 一 ○ ○ 円 」 に 、 「 四 、 一 ○ ○ 円 」 を 「 四 、 二 一 ○ 円 」 に 、 「 三 、 一 八 ○ 円 」 を 「 三 、 二 七 ○ 円 」 に 、 「 一 、 七 八 ○ 円 」 を 「 一 、 八 三 ○ 円 」 に 、 「 二 、 四

○ ○ 円 」 を 「 二 、 四 六 ○ 円 」 に 、 「 一 、 八 六 ○ 円 」 を 「 一 、 九 一 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 総 合 福 祉 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 徳 島 県 立 総 合 福 祉 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 五 十 八 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 の 表 の 部 分 を 次 の よ う に 改 め る 。

区 分

基 準 額

午 前

�
� 午 前 九 時 か ら

正 午 ま で �
�

午 後

�
� 午 後 一 時 か ら

午 後 五 時 ま で �
�

夜 間

�
� 午 後 六 時 か ら

午 後 九 時 ま で �
�

一 ○ 一 会 議 室 一 、 六 四 ○ 円 二 、 四 六 ○ 円 二 、 二 六 ○ 円

一 ○ 二 会 議 室 （ 和 室 ） 一 、 五 四 ○ 円 二 、 ○ 五 ○ 円 一 、 八 五 ○ 円

二 ○ 一 会 議 室 九 二 ○ 円 一 、 四 三 ○ 円 一 、 三 三 ○ 円

二 ○ 二 会 議 室 九 二 ○ 円 一 、 三 三 ○ 円 一 、 二 三 ○ 円

第 三 十 八 号
徳 島 県 立 男 女 共 同 参 画 交 流 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 立 男 女 共 同 参 画 交 流 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

四校

第 三 十 八 号 徳 島 県 立 男 女 共 同 参 画 交 流 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て ９５

平成26年2月議案



二 ○ 三 会 議 室 一 、 四 三 ○ 円 二 、 ○ 五 ○ 円 一 、 九 五 ○ 円

二 ○ 四 会 議 室 （ 和 室 ） 一 、 三 三 ○ 円 一 、 六 四 ○ 円 一 、 五 四 ○ 円

二 ○ 五 会 議 室 （ 和 室 ） 一 、 三 三 ○ 円 一 、 六 四 ○ 円 一 、 五 四 ○ 円

三 ○ 一 会 議 室 一 、 九 五 ○ 円 二 、 七 七 ○ 円 二 、 六 七 ○ 円

四 ○ 一 会 議 室 四 、 九 三 ○ 円 六 、 五 八 ○ 円 五 、 九 六 ○ 円

四 ○ 二 会 議 室 一 、 四 三 ○ 円 二 、 ○ 五 ○ 円 一 、 九 五 ○ 円

五 ○ 一 会 議 室 （ 和 室 ） 一 、 七 四 ○ 円 二 、 二 六 ○ 円 二 、 ○ 五 ○ 円

視 聴 覚 室 三 、 ○ 八 ○ 円 四 、 三 二 ○ 円 三 、 九 ○ ○ 円

ホ ー ル 一 四 、 五 ○ ○ 円 一 九 、 三 三 ○ 円 一 七 、 六 九 ○ 円

規 則 で 定 め る 用 具 規 則 で 定 め る 額

（ 徳 島 県 立 障 が い 者 交 流 プ ラ ザ の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 徳 島 県 立 障 が い 者 交 流 プ ラ ザ の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 七 年 徳 島 県 条 例 第 七 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 二 の そ の 一 の 表 中 「 八 、 九 ○ ○ 円 」 を 「 九 、 一 五 ○ 円 」 に 、 「 一 一 、 八 ○ ○ 円 」 を 「 一 二 、 一 三 ○ 円 」 に 、 「 一 ○ 、 七 ○ ○ 円 」 を 「 一 一 、 ○ ○ ○ 円 」

に 、 「 一 、 九 ○ ○ 円 」 を 「 一 、 九 五 ○ 円 」 に 、 「 二 、 五 ○ ○ 円 」 を 「 二 、 五 七 ○ 円 」 に 、 「 二 、 二 ○ ○ 円 」 を 「 二 、 二 六 ○ 円 」 に 、
「

七 ○ ○ 円 九 ○ ○ 円

八 ○ ○ 円
」
を
「

七 一 ○ 円 九 二 ○ 円 八 二 ○ 円
」
に 、 「 二 、 八 ○ ○ 円 」 を 「 二 、 八 七 ○ 円 」 に 、 「 三 、 七 ○ ○ 円 」 を 「 三 、 八 ○ ○ 円 」 に 、 「 三 、

三 ○ ○ 円 」 を 「 三 、 三 九 ○ 円 」 に 、 「 五 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 五 、 一 四 ○ 円 」 に 、 「 六 、 六 ○ ○ 円 」 を 「 六 、 七 八 ○ 円 」 に 、 「 五 、 九 ○ ○ 円 」 を 「 六 、 ○ 六 ○ 円 」

に 、 「 六 、 四 ○ ○ 円 」 を 「 六 、 五 八 ○ 円 」 に 、 「 八 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 八 、 二 二 ○ 円 」 に 、 「 七 、 七 ○ ○ 円 」 を 「 七 、 九 一 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 の そ の 二 の 表 中 「 五

○ ○ 円 」 を 「 五 一 ○ 円 」 に 、 「 七 ○ ○ 円 」 を 「 七 一 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 の そ の 三 の 表 中 「 五 ○ ○ 円 」 を 「 五 一 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 の 備 考 第 五 項 中 「 千 円 」 を

「 千 二 十 円 」 に 改 め る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 利 用 の 許 可 を 受 け て い る 徳 島 県 立 男 女 共 同 参 画 交 流 セ ン タ ー の 利 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

四校
９６

平成26年2月議案



提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 使 用 料 の 額 及 び 利 用 料 金 の 額 の 適 正 化 を 図 る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で

あ る 。

再校
９７
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再校

�

平成26年2月議案



徳 島 県 診 療 所 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 及 び 徳 島 県 精 神 保 健 福 祉 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 徳 島 県 診 療 所 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 徳 島 県 診 療 所 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 六 条 第 一 項 中 「 診 療 報 酬 の 算 定 方 法 （ 平 成 二 十 年 厚 生 労 働 省 告 示 第 五 十 九 号 。 以 下 「 算 定 方 法 」 と い う 。 ） 第 一 号 に 規 定 す る 診 療 報 酬 点 数 表 （ 歯 科 診 療

以 外 の 場 合 に あ つ て は 医 科 診 療 報 酬 点 数 表 と し 、 歯 科 診 療 の 場 合 に あ つ て は 歯 科 診 療 報 酬 点 数 表 と す る 。 ） に 定 め る 点 数 に よ り 、 そ れ ぞ れ 算 定 方 法 第 二 号 に

規 定 す る 方 法 を も つ て 」 を 「 健 康 保 険 法 （ 大 正 十 一 年 法 律 第 七 十 号 ） 第 七 十 六 条 第 二 項 及 び 第 八 十 六 条 第 二 項 第 一 号 の 規 定 に よ る 厚 生 労 働 大 臣 の 定 め 又 は 高

齢 者 の 医 療 の 確 保 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 五 十 七 年 法 律 第 八 十 号 ） 第 七 十 一 条 第 一 項 及 び 第 七 十 六 条 第 二 項 第 一 号 の 規 定 に よ る 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 基 準 に よ り 」

に 改 め 、 同 条 第 二 項 第 一 号 中 「 千 五 百 円 」 を 「 千 五 百 四 十 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 精 神 保 健 福 祉 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 徳 島 県 精 神 保 健 福 祉 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 五 条 中 「 診 療 報 酬 の 算 定 方 法 （ 平 成 二 十 年 厚 生 労 働 省 告 示 第 五 十 九 号 。 以 下 「 算 定 方 法 」 と い う 。 ） 第 一 号 に 規 定 す る 医 科 診 療 報 酬 点 数 表 に 定 め る 点 数

に よ り 、 そ れ ぞ れ 算 定 方 法 第 二 号 に 規 定 す る 方 法 を も つ て 」 を 「 健 康 保 険 法 （ 大 正 十 一 年 法 律 第 七 十 号 ） 第 七 十 六 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 厚 生 労 働 大 臣 の 定 め

又 は 高 齢 者 の 医 療 の 確 保 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 五 十 七 年 法 律 第 八 十 号 ） 第 七 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 基 準 に よ り 」 に 改 め る 。

第 三 十 九 号
徳 島 県 診 療 所 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 及 び 徳 島 県 精 神 保 健 福 祉 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条

例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 診 療 所 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 及 び 徳 島 県 精 神 保 健 福 祉 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

三校

第 三 十 九 号 徳 島 県 診 療 所 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 及 び 徳 島 県 精 神 保 健 福 祉 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ

い て

９９

平成26年2月議案



別 表 第 二 中 「 四 百 円 」 を 「 四 百 十 円 」 に 改 め る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 申 請 が な さ れ て い る 徳 島 県 出 羽 島 診 療 所 及 び 徳 島 県 精 神 保 健 福 祉 セ ン タ ー に お け る 診 断 書 又 は 証 明 書 の 交 付 に 係 る 手 数 料 に つ い て

は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 手 数 料 の 額 の 適 正 化 を 図 る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

再校
１００
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精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 を 削 り 、 第 四 条 を 第 三 条 と し 、 第 五 条 を 第 四 条 と す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 保 護 者 に 係 る 変 更 の 届 出 を 廃 止 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る

理 由 で あ る 。

第 四 十 号

精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校

第 四 十 号 精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て １０１
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徳 島 県 後 期 高 齢 者 医 療 財 政 安 定 化 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 後 期 高 齢 者 医 療 財 政 安 定 化 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 年 徳 島 県 条 例 第 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 中 「 一 万 分 の 九 」 を 「 十 万 分 の 四 十 四 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

前 期 高 齢 者 交 付 金 及 び 後 期 高 齢 者 医 療 の 国 庫 負 担 金 の 算 定 等 に 関 す る 政 令 の 規 定 に 基 づ き 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 財 政 安 定 化 基 金 拠 出 率 が 改 め ら れ た こ と に 鑑

み 、 こ れ を 標 準 と し て 条 例 で 定 め る 割 合 を 改 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 四 十 一 号
徳 島 県 後 期 高 齢 者 医 療 財 政 安 定 化 基 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 後 期 高 齢 者 医 療 財 政 安 定 化 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校

第 四 十 一 号 徳 島 県 後 期 高 齢 者 医 療 財 政 安 定 化 基 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て １０３
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介 護 保 険 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

介 護 保 険 法 施 行 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

（ 基 準 該 当 居 宅 介 護 支 援 の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 ）

第 二 条 の 二 法 第 四 十 七 条 第 一 項 第 一 号 の 規 定 に よ り 条 例 で 定 め る 基 準 該 当 居 宅 介 護 支 援 に 従 事 す る 従 業 者 の 員 数 及 び 基 準 該 当 居 宅 介 護 支 援 の 事 業 の 運 営 に 関

す る 基 準 に つ い て は 、 同 条 第 二 項 に 規 定 す る 厚 生 労 働 省 令 で 定 め る 基 準 の 例 に よ る 。 た だ し 、 本 文 の 規 定 に よ り そ の 例 に よ る こ と と さ れ る 指 定 居 宅 介 護 支 援

等 の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 （ 平 成 十 一 年 厚 生 省 令 第 三 十 八 号 ） 第 三 十 条 に お い て 準 用 す る 同 令 第 二 十 九 条 第 二 項 中 「 二 年 間 」 と あ る の は 、 「 五 年

間 」 と す る 。

第 五 条 中 「 及 び 本 文 の 規 定 に よ り そ の 例 に よ る こ と と さ れ る 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 の 一 部 を 改 正 す る 省 令 （ 平 成 二

十 三 年 厚 生 労 働 省 令 第 百 六 号 。 以 下 「 平 成 二 十 三 年 改 正 省 令 」 と い う 。 ） 附 則 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り な お 従 前 の 例 に よ る こ と と さ れ た 平 成 二 十 三 年 改 正 省

令 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 省 令 第 百 四 十 条 の 二 十 五 」 を 削 り 、 同 条 の 次 に 次 の 二 条 を 加 え る 。

（ 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 の 指 定 等 に 係 る 申 請 者 の 基 準 ）

第 五 条 の 二 法 第 七 十 九 条 第 二 項 第 一 号 （ 法 第 七 十 九 条 の 二 第 四 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 条 例 で 定 め る 者 に つ い て は 、 法 第 七 十 九 条 第 三 項 （ 法 第

七 十 九 条 の 二 第 四 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） に 規 定 す る 厚 生 労 働 省 令 で 定 め る 基 準 の 例 に よ る 。

（ 指 定 居 宅 介 護 支 援 の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 ）

第 五 条 の 三 法 第 八 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 条 例 で 定 め る 指 定 居 宅 介 護 支 援 に 従 事 す る 従 業 者 の 員 数 及 び 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 条 例 で 定 め る 指 定 居 宅 介 護

第 四 十 二 号
介 護 保 険 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

介 護 保 険 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校

第 四 十 二 号 介 護 保 険 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て １０５
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支 援 の 事 業 の 運 営 に 関 す る 基 準 に つ い て は 、 同 条 第 三 項 に 規 定 す る 厚 生 労 働 省 令 で 定 め る 基 準 の 例 に よ る 。 た だ し 、 本 文 の 規 定 に よ り そ の 例 に よ る こ と と さ

れ る 指 定 居 宅 介 護 支 援 等 の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 第 二 十 九 条 第 二 項 中 「 二 年 間 」 と あ る の は 、 「 五 年 間 」 と す る 。

第 七 条 中 「 及 び 本 文 の 規 定 に よ り そ の 例 に よ る こ と と さ れ る 平 成 二 十 三 年 改 正 省 令 附 則 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り な お 従 前 の 例 に よ る こ と と さ れ た 平 成 二 十

三 年 改 正 省 令 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 省 令 第 六 十 一 条 」 を 削 る 。

第 十 四 条 中 「 二 十 四 人 以 内 」 を 「 十 二 人 以 内 」 に 改 め 、 同 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

（ 合 議 体 を 構 成 す る 委 員 の 定 数 ）

第 十 四 条 の 二 法 第 百 八 十 九 条 第 三 項 の 合 議 体 を 構 成 す る 委 員 の 定 数 は 、 三 人 と す る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ 改 正 後 の 第 二 条 の 二 た だ し 書 及 び 第 五 条 の 三 た だ し 書 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 に 整 備 し た 記 録 に つ い て は 、 適 用 し な い 。

提 案 理 由

地 域 の 自 主 性 及 び 自 立 性 を 高 め る た め の 改 革 の 推 進 を 図 る た め の 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 に よ り 介 護 保 険 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 基 準 該 当 居

宅 介 護 支 援 の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 に つ い て 条 例 で 定 め る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

再校
１０６
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徳 島 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 徳 島 県 条 例 第 七 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 九 条 第 三 項 中 「 か ら 第 二 十 条 ま で 」 を 「 か ら 第 二 十 一 条 ま で 」 に 改 め る 。

第 十 一 条 中 「 及 び 第 六 号 」 を 削 り 、 第 六 号 及 び 第 七 号 を 削 り 、 第 八 号 を 第 六 号 と す る 。

第 十 二 条 第 二 項 中 「 の 目 的 」 の 下 に 「 （ 県 の 区 域 外 に お け る 販 売 又 は 授 与 の 目 的 を 含 む 。 ） 」 を 、 「 所 持 し た 者 」 の 下 に 「 （ 薬 事 法 第 七 十 六 条 の 四 の 規 定 に 違 反

し て 、 販 売 又 は 授 与 の 目 的 で 貯 蔵 し 、 又 は 陳 列 し た 者 を 除 く 。 ） 」 を 加 え る 。

第 十 三 条 第 一 項 第 六 号 及 び 第 七 号 を 削 り 、 同 項 第 八 号 中 「 第 十 一 条 第 八 号 」 を 「 第 十 一 条 第 六 号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 六 号 と し 、 同 条 第 二 項 中 「 及 び 第 七

号 」 を 削 る 。

第 二 十 条 中 「 前 三 条 」 を 「 第 十 七 条 か ら 前 条 ま で 」 に 改 め 、 同 条 を 第 二 十 一 条 と す る 。

第 十 九 条 を 第 二 十 条 と し 、 第 十 八 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

第 十 九 条 第 十 一 条 第 四 号 の 規 定 に 違 反 し た 者 は 、 六 月 以 下 の 懲 役 又 は 五 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 起 算 し て 三 月 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 施 行 前 に し た 行 為 に 対 す る 罰 則 の 適 用 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

第 四 十 三 号
徳 島 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

三校

第 四 十 三 号 徳 島 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て １０７
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提 案 理 由

薬 事 法 の 一 部 が 改 正 さ れ 、 大 臣 指 定 薬 物 に 係 る 規 制 が 強 化 さ れ た こ と に 鑑 み 、 知 事 指 定 薬 物 を み だ り に 使 用 し た 者 等 に 対 す る 罰 則 規 定 を 追 加 す る 等 の 必 要 が

あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

再校
１０８
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民 生 委 員 定 数 条 例

民 生 委 員 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 九 十 八 号 ） 第 四 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め る 民 生 委 員 の 定 数 は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 市 町 村 の 区 域 ご と に 、 そ れ ぞ れ 同 表 の

下 欄 に 定 め る と お り と す る 。

市 町 村 の 区 域 定 数

徳 島 市 五 一 ○ 人

鳴 門 市 一 四 三 人

小 松 島 市 八 二 人

阿 南 市 一 九 九 人

吉 野 川 市 一 一 六 人

阿 波 市 一 ○ 八 人

美 馬 市 一 一 五 人

三 好 市 一 三 六 人

勝 浦 郡 勝 浦 町 二 六 人

勝 浦 郡 上 勝 町 一 三 人

名 東 郡 佐 那 河 内 村 一 四 人

第 四 十 四 号
民 生 委 員 定 数 条 例 の 制 定 に つ い て

民 生 委 員 定 数 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校

第 四 十 四 号 民 生 委 員 定 数 条 例 の 制 定 に つ い て １０９
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名 西 郡 石 井 町 五 五 人

名 西 郡 神 山 町 三 九 人

那 賀 郡 那 賀 町 六 三 人

海 部 郡 牟 岐 町 二 五 人

海 部 郡 美 波 町 三 九 人

海 部 郡 海 陽 町 五 二 人

板 野 郡 松 茂 町 三 一 人

板 野 郡 北 島 町 三 七 人

板 野 郡 藍 住 町 五 ○ 人

板 野 郡 板 野 町 三 八 人

板 野 郡 上 板 町 二 九 人

美 馬 郡 つ る ぎ 町 四 九 人

三 好 郡 東 み よ し 町 四 ○ 人

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

地 域 の 自 主 性 及 び 自 立 性 を 高 め る た め の 改 革 の 推 進 を 図 る た め の 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 に よ り 民 生 委 員 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 市 町 村 の 区

域 ご と の 民 生 委 員 の 定 数 を 条 例 で 定 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

再校
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徳 島 県 商 工 労 働 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 商 工 労 働 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 の 二 十 八 の 項 中 「 一 万 六 千 五 百 円 」 を 「 一 万 七 千 九 百 円 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

地 方 公 共 団 体 の 手 数 料 の 標 準 に 関 す る 政 令 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 技 能 検 定 の 実 技 試 験 の 実 施 に 係 る 手 数 料 の 額 を 改 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の

条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 四 十 五 号
徳 島 県 商 工 労 働 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 商 工 労 働 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校
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徳 島 県 立 工 業 技 術 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 徳 島 県 立 工 業 技 術 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 徳 島 県 立 工 業 技 術 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 三 年 徳 島 県 条 例 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 中 「 三 、 三 五 ○ 円 」 を 「 三 、 四 四 ○ 円 」 に 、 「 四 、 四 ○ ○ 円 」 を 「 四 、 五 二 ○ 円 」 に 、 「 八 三 ○ 円 」 を 「 八 五 ○ 円 」 に 、 「 一 、 一 五 ○ 円 」 を 「 一 、

一 八 ○ 円 」 に 、 「 一 、 四 六 ○ 円 」 を 「 一 、 五 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 九 八 ○ 円 」 を 「 二 、 ○ 三 ○ 円 」 に 、 「 二 、 六 一 ○ 円 」 を 「 二 、 六 八 ○ 円 」 に 、 「 三 、 五 六 ○ 円 」

を 「 三 、 六 六 ○ 円 」 に 、 「 四 二 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 四 三 、 二 ○ ○ 円 」 に 、 「 二 八 、 六 ○ ○ 円 」 を 「 二 九 、 四 一 ○ 円 」 に 、 「 二 九 、 五 ○ ○ 円 」 を 「 三 ○ 、 三 四 ○ 円 」

に 、 「 三 七 、 六 ○ ○ 円 」 を 「 三 八 、 六 七 ○ 円 」 に 、 「 三 九 、 一 ○ ○ 円 」 を 「 四 ○ 、 二 一 ○ 円 」 に 、 「 五 、 三 五 ○ 円 」 を 「 五 、 五 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 二 五 ○ 円 」 を

「 一 、 二 八 ○ 円 」 に 、 「 一 ○ 、 六 五 ○ 円 」 を 「 一 ○ 、 九 五 ○ 円 」 に 改 め る 。

別 表 第 二 中 「 四 四 、 八 五 ○ 円 」 を 「 四 六 、 一 三 ○ 円 」 に 、 「 四 五 、 七 四 ○ 円 」 を 「 四 七 、 ○ 四 ○ 円 」 に 、 「 一 、 五 ○ ○ 円 」 を 「 一 、 五 四 ○ 円 」 に 、 「 二 三 、

○ 七 ○ 円 」 を 「 二 三 、 七 二 ○ 円 」 に 、 「 四 、 五 七 ○ 円 」 を 「 四 、 七 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 二 七 ○ 円 」 を 「 一 、 三 ○ ○ 円 」 に 、 「 四 ○ ○ 円 」 を 「 四 一 ○ 円 」 に 改 め

る 。
（ 徳 島 県 職 業 能 力 開 発 校 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 徳 島 県 職 業 能 力 開 発 校 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 四 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 の 三 第 二 項 中 「 四 百 円 」 の 下 に 「 （ 期 間 が 一 年 未 満 の 訓 練 に 係 る も の に あ つ て は 、 四 百 十 円 ） 」 を 加 え る 。

別 表 中 「 一 ○ 、 六 八 ○ 円 」 を 「 一 ○ 、 九 八 ○ 円 」 に 、 「 一 四 、 二 四 ○ 円 」 を 「 一 四 、 六 四 ○ 円 」 に 、 「 六 ○ ○ 円 」 を 「 六 一 ○ 円 」 に 、 「 八 ○ ○ 円 」 を 「 八 二

○ 円 」 に 改 め る 。

第 四 十 六 号
徳 島 県 立 工 業 技 術 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 立 工 業 技 術 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門
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（ 徳 島 県 立 大 鳴 門 橋 架 橋 記 念 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 徳 島 県 立 大 鳴 門 橋 架 橋 記 念 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 五 十 九 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 中 「 四 ○ ○ 円 」 を 「 四 一 ○ 円 」 に 、 「 六 ○ ○ 円 」 を 「 六 一 ○ 円 」 に 、 「 四 八 ○ 円 」 を 「 四 九 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 産 業 観 光 交 流 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 徳 島 県 立 産 業 観 光 交 流 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 五 年 徳 島 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 中 「 一 七 三 、 三 ○ ○ 円 」 を 「 一 七 八 、 二 五 ○ 円 」 に 、 「 四 三 、 三 二 ○ 円 」 を 「 四 四 、 五 五 ○ 円 」 に 、 「 二 ○ 七 、 九 六 ○ 円 」 を 「 二 一 三 、 九 ○ ○ 円 」 に 、

「 五 一 、 九 九 ○ 円 」 を 「 五 三 、 四 七 ○ 円 」 に 、 「 一 ○ 五 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 一 ○ 八 、 ○ ○ ○ 円 」 に 、 「 二 六 、 三 ○ ○ 円 」 を 「 二 七 、 ○ 五 ○ 円 」 に 、 「 一 二 五 、 八

九 ○ 円 」 を 「 一 二 九 、 四 八 ○ 円 」 に 、 「 三 一 、 五 ○ ○ 円 」 を 「 三 二 、 四 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 五 七 、 五 ○ ○ 円 」 を 「 一 六 二 、 ○ ○ ○ 円 」 に 、 「 三 九 、 四 五 ○ 円 」 を

「 四 ○ 、 五 七 ○ 円 」 に 、 「 一 八 九 、 一 ○ ○ 円 」 を 「 一 九 四 、 五 ○ ○ 円 」 に 、 「 四 七 、 三 ○ ○ 円 」 を 「 四 八 、 六 五 ○ 円 」 に 、 「 二 一 ○ 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 二 一 六 、

○ ○ ○ 円 」 に 、 「 五 二 、 五 ○ ○ 円 」 を 「 五 四 、 ○ ○ ○ 円 」 に 、 「 二 五 一 、 七 九 ○ 円 」 を 「 二 五 八 、 九 八 ○ 円 」 に 、 「 六 三 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 六 四 、 八 ○ ○ 円 」 に 、

「 七 八 、 四 九 ○ 円 」 を 「 八 ○ 、 七 三 ○ 円 」 に 、 「 一 九 、 六 七 ○ 円 」 を 「 二 ○ 、 二 三 ○ 円 」 に 、 「 九 四 、 二 九 ○ 円 」 を 「 九 六 、 九 八 ○ 円 」 に 、 「 二 三 、 六 五 ○ 円 」

を 「 二 四 、 三 二 ○ 円 」 に 、 「 一 七 、 三 三 ○ 円 」 を 「 一 七 、 八 二 ○ 円 」 に 、 「 五 、 八 一 ○ 円 」 を 「 五 、 九 七 ○ 円 」 に 、 「 八 、 七 六 ○ 円 」 を 「 九 、 ○ 一 ○ 円 」 に 、 「 二 、

九 五 ○ 円 」 を 「 三 、 ○ 三 ○ 円 」 に 、 「 七 、 一 三 ○ 円 」 を 「 七 、 三 三 ○ 円 」 に 、
「

八 一 ○ 円
」
を
「

八 三 ○ 円
」
に 、 「 一 、 六 三 ○ 円 」 を 「 一 、 六 七 ○ 円 」

に 、 「 四 ○ ○ 円 」 を 「 四 一 ○ 円 」 に 、 「 三 、 六 六 ○ 円 」 を 「 三 、 七 六 ○ 円 」 に 、 「 九 一 ○ 円 」 を 「 九 三 ○ 円 」 に 、 「 一 、 九 三 ○ 円 」 を 「 一 、 九 八 ○ 円 」 に 、
「

五 ○ ○ 円
」

を
「

五 一 ○ 円
」
に 、 「 三 一 、 六 ○ ○ 円 」 を 「 三 二 、 五 ○ ○ 円 」 に 、 「 三 、 九 七 ○ 円 」 を 「 四 、 ○ 八 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 美 馬 野 外 交 流 の 郷 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 徳 島 県 立 美 馬 野 外 交 流 の 郷 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 年 徳 島 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 そ の 一 の 表 中 「 一 二 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 一 二 、 三 四 ○ 円 」 に 、 「 八 ○ ○ 円 」 を 「 八 二 ○ 円 」 に 、 「 四 ○ ○ 円 」 を 「 四 一 ○ 円 」 に 、 「 三 、 五 ○ ○ 円 」 を 「 三 、

五 九 ○ 円 」 に 、 「 六 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 六 、 一 七 ○ 円 」 に 、 「 一 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 一 、 ○ 二 ○ 円 」 に 、 「 七 五 ○ 円 」 を 「 七 七 ○ 円 」 に 改 め 、 同 そ の 一 の 表 の 備 考

第 三 項 中 「 三 千 円 」 を 「 三 千 八 十 円 」 に 改 め 、 同 備 考 第 四 項 中 「 五 百 円 」 を 「 五 百 十 円 」 に 、 「 四 百 円 」 を 「 四 百 十 円 」 に 改 め 、 同 表 そ の 二 の 表 中 「 一 、 ○

○ ○ 円 」 を 「 一 、 ○ 二 ○ 円 」 に 、 「 五 ○ ○ 円 」 を 「 五 一 ○ 円 」 に 改 め 、 同 そ の 二 の 表 の 備 考 第 二 項 及 び 第 三 項 中 「 得 た 額 」 の 下 に 「 （ そ の 額 に 十 円 未 満 の 端 数

が 生 じ た と き は 、 当 該 端 数 を 切 り 捨 て て 得 た 額 ） 」 を 加 え 、 同 備 考 第 四 項 中 「 千 円 」 を 「 千 二 十 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 渦 の 道 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）
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第 六 条 徳 島 県 立 渦 の 道 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 中 「 四 ○ ○ 円 」 を 「 四 一 ○ 円 」 に 、 「 五 ○ ○ 円 」 を 「 五 一 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 あ す た む ら ん ど の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 七 条 徳 島 県 立 あ す た む ら ん ど の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 中 「 一 、 二 五 ○ 円 」 を 「 一 、 二 八 ○ 円 」 に 、 「 一 、 七 五 ○ 円 」 を 「 一 、 七 九 ○ 円 」 に 、 「 二 、 三 ○ ○ 円 」 を 「 二 、 三 六 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 の 備 考 第

二 項 中 「 三 千 円 」 を 「 三 千 七 十 円 」 に 改 め る 。

別 表 第 二 そ の 一 の 表 中 「 五 ○ ○ 円 」 を 「 五 一 ○ 円 」 に 、 「 四 ○ ○ 円 」 を 「 四 一 ○ 円 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 徳 島 県 立 工 業 技 術 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

２ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 申 請 等 が な さ れ て い る 徳 島 県 立 工 業 技 術 セ ン タ ー の 施 設 （ 起 業 家 支 援 室 及 び 研 究 室 （ 次 項 に お い て 「 起 業 家 支 援 室 等 」 と い う 。 ）

を 除 く 。 ） の 利 用 又 は 設 計 等 に 係 る 使 用 料 又 は 手 数 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

３ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 利 用 の 許 可 を 受 け て い る 起 業 家 支 援 室 等 の 利 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 分 に 限 り 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 徳 島 県 職 業 能 力 開 発 校 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

４ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 出 願 が な さ れ て い る 徳 島 県 職 業 能 力 開 発 校 に 係 る 証 明 手 数 料 及 び 利 用 の 許 可 を 受 け て い る 徳 島 県 立 中 央 テ ク ノ ス ク ー ル の 多 目 的 ホ

ー ル 又 は 在 職 者 訓 練 棟 の 利 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 徳 島 県 立 産 業 観 光 交 流 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

５ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 利 用 の 許 可 を 受 け て い る 徳 島 県 立 産 業 観 光 交 流 セ ン タ ー の 施 設 の 利 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 徳 島 県 立 あ す た む ら ん ど の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

６ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 利 用 の 許 可 を 受 け て い る 徳 島 県 立 あ す た む ら ん ど の 施 設 の 利 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 使 用 料 及 び 手 数 料 の 額 並 び に 利 用 料 金 の 額 の 適 正 化 を 図 る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提

再校
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出 す る 理 由 で あ る 。

三校
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徳 島 県 緊 急 雇 用 創 出 事 業 臨 時 特 例 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 緊 急 雇 用 創 出 事 業 臨 時 特 例 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 中 「 支 援 を 行 う 事 業 並 び に 」 を 「 支 援 等 を 行 う 事 業 、 」 に 改 め 、 「 実 施 す る 事 業 」 の 下 に 「 並 び に 賃 金 の 上 昇 等 の 在 職 者 の 処 遇 を 改 善 す る 事 業 」 を 加 え

る 。
附 則 第 二 項 中 「 平 成 二 十 七 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 平 成 二 十 八 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改 め 、 同 項 を 附 則 第 三 項 と し 、 附 則 第 一 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

２ 基 金 は 、 第 六 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 基 金 の 原 資 と し て 国 か ら 交 付 さ れ た 補 助 金 等 （ 補 助 金 等 に 係 る 予 算 の 執 行 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 三 十 年 法 律 第

百 七 十 九 号 ） 第 二 条 第 一 項 の 補 助 金 等 を い う 。 ） の 返 還 に 要 す る 経 費 の 財 源 に 充 て る 場 合 に 処 分 す る こ と が で き る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

経 済 の 成 長 力 の 底 上 げ と 好 循 環 の 実 現 を 図 る た め 、 徳 島 県 緊 急 雇 用 創 出 事 業 臨 時 特 例 基 金 に つ い て 賃 金 の 上 昇 等 の 在 職 者 の 処 遇 を 改 善 す る 事 業 等 を 実 施 す る

た め の 所 要 の 措 置 を 講 ず る と と も に 、 失 業 者 の 一 時 的 な 雇 用 及 び 就 業 の 機 会 の 創 出 を 図 る た め の 事 業 等 を 引 き 続 き 計 画 的 に 推 進 す る た め 、 当 該 基 金 の 設 置 の 期

間 を 延 長 す る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 四 十 七 号
徳 島 県 緊 急 雇 用 創 出 事 業 臨 時 特 例 基 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 緊 急 雇 用 創 出 事 業 臨 時 特 例 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校
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徳 島 県 農 林 水 産 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 農 林 水 産 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 の 三 十 の 四 の 項 中 「 第 三 十 六 条 の 四 第 一 項 」 を 「 第 三 十 六 条 の 八 第 一 項 」 に 改 め 、 同 表 の 三 十 の 五 の 項 中 「 第 三 十 六 条 の 四 第 二 項 」 を 「 第 三 十 六 条 の 八

第 二 項 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 薬 事 法 及 び 薬 剤 師 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 百 三 号 ） の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

薬 事 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 整 理 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 四 十 八 号
徳 島 県 農 林 水 産 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 農 林 水 産 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校

第 四 十 八 号 徳 島 県 農 林 水 産 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て １１９
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徳 島 県 食 料 ・ 農 林 水 産 業 ・ 農 山 漁 村 基 本 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 食 料 ・ 農 林 水 産 業 ・ 農 山 漁 村 基 本 条 例 （ 平 成 二 十 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 十 四 条 第 一 項 中 「 第 十 二 条 の 二 第 一 項 」 を 「 第 十 三 条 第 一 項 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 農 業 の 構 造 改 革 を 推 進 す る た め の 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 等 の 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 百 二 号 ） の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 整 理 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 四 十 九 号
徳 島 県 食 料 ・ 農 林 水 産 業 ・ 農 山 漁 村 基 本 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 食 料 ・ 農 林 水 産 業 ・ 農 山 漁 村 基 本 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校

第 四 十 九 号 徳 島 県 食 料 ・ 農 林 水 産 業 ・ 農 山 漁 村 基 本 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て １２１
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徳 島 県 畜 産 関 係 使 用 料 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 畜 産 関 係 使 用 料 手 数 料 条 例 （ 昭 和 二 十 五 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 家 畜 保 健 衛 生 所 の 施 設 使 用 料 の 項 中 「 一 、 ○ 五 ○ 円 」 を 「 一 、 ○ 八 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 保 健 衛 生 に 関 す る 試 験 検 査 手 数 料 の 項 中 「 二 、 四 ○ ○ 円 」 を 「 二 、

四 六 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 初 診 料 の 項 中 「 一 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 一 、 ○ 二 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 診 療 手 数 料 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

診 療 手 数 料 昭 和 三 十 年 農 林 省 告 示 第 七 百 七 十 八 号 （ 農 業 災 害 補 償 法 施 行 規 則 に よ り 診 療 そ の 他 の 行 為 に よ つ て 組 合 員 が 負 担 す べ き 費 用 の 内 容 に 応 じ て 農 林

水 産 大 臣 が 定 め る 点 数 等 を 定 め る 件 ） の 一 の 家 畜 共 済 診 療 点 数 表 に よ り 計 算 し た Ｂ 種 の 総 点 数 に 一 ○ 円 を 乗 じ て 得 た 額 （ 当 該 家 畜 共 済 診 療 点 数 表 の 付 表 に

収 載 さ れ て い な い 医 薬 品 を 使 用 し た 場 合 に あ つ て は 、 当 該 額 に 当 該 医 薬 品 の 購 入 価 格 に 相 当 す る 額 を 加 え た 額 ）

別 表 家 畜 去 勢 料 の 項 中 「 三 、 一 五 ○ 円 」 を 「 三 、 二 四 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 除 角 料 の 項 中 「 一 、 ○ 五 ○ 円 」 を 「 一 、 ○ 八 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 妊 娠 鑑 定 料 の 項 中

「 五 一 ○ 円 」 を 「 五 二 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 証 明 書 交 付 手 数 料 の 項 中 「 二 、 四 ○ ○ 円 」 を 「 二 、 四 六 ○ 円 」 に 、 「 五 一 ○ 円 」 を 「 五 二 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 人 工 授

精 手 数 料 の 項 中 「 二 、 一 ○ ○ 円 」 を 「 二 、 一 六 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 受 精 卵 移 植 手 数 料 の 項 中 「 八 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 八 、 二 二 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 受 精 卵 採 取 手 数

料 の 項 中 「 三 ○ 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 三 ○ 、 八 五 ○ 円 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

第 五 十 号

徳 島 県 畜 産 関 係 使 用 料 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 畜 産 関 係 使 用 料 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

三校

第 五 十 号 徳 島 県 畜 産 関 係 使 用 料 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て １２３
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提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 使 用 料 及 び 手 数 料 の 額 の 適 正 化 を 図 る と と も に 、 最 近 に お け る 動 物 用 医 薬 品 の 開 発 状 況 に 鑑 み 、

診 療 手 数 料 に つ い て 所 要 の 改 正 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

再校
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徳 島 県 腕 山 放 牧 場 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 徳 島 県 腕 山 放 牧 場 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 徳 島 県 腕 山 放 牧 場 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 五 条 第 二 項 の 表 中 「 四 六 ○ 円 」 を 「 四 七 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 漁 港 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 徳 島 県 漁 港 管 理 条 例 （ 昭 和 四 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 の 一 の ２ の 表 中 「 五 二 五 」 を 「 五 四 ○ 」 に 、 「 一 ○ 五 」 を 「 一 ○ 八 」 に 改 め 、 同 表 の 二 の 表 中 「 六 二 円 」 を 「 六 三 円 」 に 、 「 二 一 ○ 円 」 を 「 二 一 六

円 」 に 、 「 五 二 五 円 」 を 「 五 四 ○ 円 」 に 、 「 四 一 円 」 を 「 四 二 円 」 に 、 「 五 一 円 」 を 「 五 二 円 」 に 改 め る 。

別 表 第 二 の 一 の 表 中 「 七 八 円 」 を 「 八 ○ 円 」 に 、 「 一 二 五 円 」 を 「 一 二 八 円 」 に 改 め 、 同 表 の 二 の 表 中 「 一 二 五 円 」 を 「 一 二 八 円 」 に 、 「 三 一 五 円 」 を 「 三

二 四 円 」 に 、 「 四 一 円 」 を 「 四 二 円 」 に 、 「 五 一 円 」 を 「 五 二 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 六 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 二 条 第 一 項 中 「 六 百 円 」 を 「 六 百 十 円 」 に 改 め る 。

別 表 第 一 中
「 三 、 ○ ○ ○ 円

二 、 ○ ○ ○ 円

一 、 ○ ○ ○ 円 」
を

「 三 、 ○ 八 ○ 円

二 、 ○ 五 ○ 円

一 、 ○ 二 ○ 円 」
に 改 め る 。

第 五 十 一 号
徳 島 県 腕 山 放 牧 場 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 腕 山 放 牧 場 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

三校

第 五 十 一 号 徳 島 県 腕 山 放 牧 場 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て １２５
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別 表 第 二 中 「 五 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 五 、 一 四 ○ 円 」 に 、 「 四 、 六 六 ○ 円 」 を 「 四 、 七 九 ○ 円 」 に 、 「 三 四 、 五 ○ ○ 円 」 を 「 三 五 、 四 八 ○ 円 」 に 、 「 四 一 ○ 円 」

を 「 四 二 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 土 地 改 良 財 産 の 管 理 及 び 処 分 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 徳 島 県 土 地 改 良 財 産 の 管 理 及 び 処 分 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 五 十 八 年 徳 島 県 条 例 第 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 中 「 一 二 ○ 円 」 を 「 一 二 三 円 」 に 、 「 八 三 円 」 を 「 八 五 円 」 に 、 「 五 ○ 八 円 」 を 「 五 二 二 円 」 に 、 「 三 七 七 円 」 を 「 三 八 七 円 」 に 、 「 三 四 五 円 」 を 「 三 五

四 円 」 に 、 「 三 六 円 」 を 「 三 七 円 」 に 、 「 二 三 七 円 」 を 「 二 四 三 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 貯 木 場 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 徳 島 県 貯 木 場 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 六 条 の 表 中 「 三 四 ・ 六 五 円 」 を 「 三 五 ・ 六 四 円 」 に 、 「 三 九 ・ 九 ○ 円 」 を 「 四 一 ・ ○ 四 円 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 五 条 及 び 附 則 第 四 項 の 規 定 は 、 同 年 五 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 徳 島 県 漁 港 管 理 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

２ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 届 出 を し 、 又 は 許 可 を 受 け て い る 漁 港 施 設 の 使 用 若 し く は 占 用 又 は 漁 港 の 区 域 内 の 水 域 若 し く は 公 共 空 地 に 係 る 土 砂 の 採 取 若 し く

は 占 用 に 係 る 使 用 料 、 占 用 料 又 は 土 砂 採 取 料 に つ い て は 、 当 該 届 出 又 は 許 可 に 係 る 期 間 中 に 限 り 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 徳 島 県 土 地 改 良 財 産 の 管 理 及 び 処 分 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

３ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 目 的 外 使 用 の 許 可 を 受 け て い る 土 地 改 良 財 産 の 使 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 当 該 目 的 外 使 用 の 許 可 の 期 間 中 に 限 り 、 な お 従 前 の

例 に よ る 。

（ 徳 島 県 貯 木 場 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

４ 第 五 条 の 規 定 の 施 行 の 際 現 に 使 用 の 許 可 を 受 け て い る 貯 木 場 の 使 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 当 該 使 用 の 許 可 の 期 間 中 に 限 り 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 使 用 料 及 び 手 数 料 の 額 並 び に 利 用 料 金 の 額 の 適 正 化 を 図 る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提

出 す る 理 由 で あ る 。

再校
１２６
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徳 島 県 県 有 林 化 等 推 進 基 金 条 例

（ 設 置 ）

第 一 条 本 県 の 豊 か な 森 林 を 守 り 育 て る た め に 実 施 す る 森 林 の 県 有 林 化 等 の 推 進 に 関 す る 事 業 に 要 す る 経 費 に 充 て る た め 、 徳 島 県 県 有 林 化 等 推 進 基 金 （ 以 下 「 基

金 」 と い う 。 ） を 設 置 す る 。

（ 積 立 額 ）

第 二 条 基 金 と し て 積 み 立 て る 額 は 、 予 算 で 定 め る 額 と す る 。

（ 管 理 ）

第 三 条 基 金 に 属 す る 現 金 は 、 金 融 機 関 へ の 預 金 そ の 他 確 実 か つ 有 利 な 方 法 に よ り 保 管 し な け れ ば な ら な い 。

２ 基 金 に 属 す る 現 金 は 、 必 要 に 応 じ 、 確 実 か つ 有 利 な 有 価 証 券 に 代 え る こ と が で き る 。

（ 運 用 益 金 の 処 理 ）

第 四 条 基 金 の 運 用 か ら 生 ず る 収 益 は 、 一 般 会 計 歳 入 歳 出 予 算 に 計 上 し て 、 こ の 基 金 に 編 入 す る も の と す る 。

（ 繰 替 運 用 ）

第 五 条 知 事 は 、 財 政 上 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 確 実 な 繰 戻 し の 方 法 、 期 間 及 び 利 率 を 定 め て 基 金 に 属 す る 現 金 を 歳 計 現 金 に 繰 り 替 え て 運 用 す る こ と が で

き る 。

（ 処 分 ）

第 六 条 基 金 は 、 第 一 条 に 規 定 す る 事 業 の 財 源 に 充 て る 場 合 に 限 り 、 処 分 す る こ と が で き る 。

第 五 十 二 号
徳 島 県 県 有 林 化 等 推 進 基 金 条 例 の 制 定 に つ い て

徳 島 県 県 有 林 化 等 推 進 基 金 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校

第 五 十 二 号 徳 島 県 県 有 林 化 等 推 進 基 金 条 例 の 制 定 に つ い て １２７
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（ 委 任 ）

第 七 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 基 金 の 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 知 事 が 別 に 定 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

本 県 の 豊 か な 森 林 を 守 り 育 て る た め に 実 施 す る 森 林 の 県 有 林 化 等 の 推 進 に 関 す る 事 業 に 要 す る 経 費 に 充 て る た め 、 徳 島 県 県 有 林 化 等 推 進 基 金 を 設 置 す る 必 要

が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

再校
１２８
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徳 島 県 森 林 整 備 加 速 化 ・ 林 業 飛 躍 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 森 林 整 備 加 速 化 ・ 林 業 飛 躍 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

附 則 中 第 二 項 を 第 三 項 と し 、 第 一 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

２ 基 金 は 、 第 六 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 基 金 の 原 資 と し て 国 か ら 交 付 さ れ た 補 助 金 等 （ 補 助 金 等 に 係 る 予 算 の 執 行 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 三 十 年 法 律 第

百 七 十 九 号 ） 第 二 条 第 一 項 の 補 助 金 等 を い う 。 ） の 返 還 に 要 す る 経 費 の 財 源 に 充 て る 場 合 に 処 分 す る こ と が で き る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

使 途 の 厳 格 化 に 基 づ く 国 か ら の 返 還 の 要 請 が あ っ た こ と に 鑑 み 、 徳 島 県 森 林 整 備 加 速 化 ・ 林 業 飛 躍 基 金 に つ い て 国 に 返 還 す る 場 合 に 処 分 す る こ と が で き る こ

と と す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 五 十 三 号
徳 島 県 森 林 整 備 加 速 化 ・ 林 業 飛 躍 基 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 森 林 整 備 加 速 化 ・ 林 業 飛 躍 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校

第 五 十 三 号 徳 島 県 森 林 整 備 加 速 化 ・ 林 業 飛 躍 基 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て １２９
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再校
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徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 の 三 十 三 の 三 の 項 中 「 二 十 二 万 円 」 を 「 二 十 二 万 六 千 円 」 に 、 「 二 十 九 万 二 千 円 」 を 「 三 十 万 千 円 」 に 、 「 三 十 三 万 五 千 円 」 を 「 三 十 四 万 五 千 円 」 に 、

「 四 十 四 万 五 千 円 」 を 「 四 十 五 万 八 千 円 」 に 、 「 八 十 一 万 二 千 円 」 を 「 八 十 三 万 五 千 円 」 に 、 「 十 五 万 三 千 円 」 を 「 十 五 万 八 千 円 」 に 、 「 十 九 万 円 」 を 「 十 九 万

五 千 円 」 に 、 「 二 十 一 万 千 円 」 を 「 二 十 一 万 六 千 円 」 に 、 「 二 十 六 万 七 千 円 」 を 「 二 十 七 万 四 千 円 」 に 、 「 四 十 四 万 九 千 円 」 を 「 四 十 六 万 千 円 」 に 改 め 、 同 表 の

三 十 三 の 五 の 項 中 「 エ ネ ル ギ ー の 使 用 の 合 理 化 に 関 す る 法 律 」 を 「 エ ネ ル ギ ー の 使 用 の 合 理 化 等 に 関 す る 法 律 」 に 改 め 、 同 表 の 百 の 項 中 「 四 百 円 」 の 下 に 「 （ 消

費 税 法 （ 昭 和 六 十 三 年 法 律 第 百 八 号 ） 第 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 消 費 税 を 課 さ な い こ と と さ れ る も の 以 外 の 証 明 書 の 交 付 の 申 請 に 対 す る 審 査 に あ っ て は 、 四 百

十 円 ） 」 を 加 え る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に な さ れ て い る 申 出 に 伴 う 建 築 基 準 関 係 規 定 に 適 合 す る か ど う か の 審 査 及 び 証 明 書 の 交 付 の 申 請 に 対 す る 審 査 に 係 る 手 数 料 に つ い て

は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 長 期 優 良 住 宅 の 普 及 の 促 進 に 関 す る 法 律 の 規 定 に 基 づ く 申 出 に 伴 う 建 築 基 準 関 係 規 定 に 適 合 す る

第 五 十 四 号
徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校

第 五 十 四 号 徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て １３１
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か ど う か の 審 査 等 に 係 る 手 数 料 の 額 の 適 正 化 を 図 る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

再校
１３２
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徳 島 県 法 定 外 公 共 用 財 産 管 理 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 徳 島 県 法 定 外 公 共 用 財 産 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 徳 島 県 法 定 外 公 共 用 財 産 管 理 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 の 一 の 表 の 注 第 五 項 中 「 百 分 の 百 五 」 を 「 百 分 の 百 八 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 駐 車 場 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 徳 島 県 駐 車 場 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 六 条 第 二 項 中 「 千 五 十 円 」 を 「 千 八 十 円 」 に 改 め る 。

（ 海 岸 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 海 岸 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 の 一 の 表 の 注 第 四 項 及 び 同 表 の 二 の 表 の 注 第 二 項 中 「 百 分 の 百 五 」 を 「 百 分 の 百 八 」 に 改 め る 。

（ 河 川 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 河 川 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 の 流 水 占 用 料 （ そ の 二 ） の 表 中 「 三 、 六 七 五 円 」 を 「 三 、 七 八 ○ 円 」 に 改 め る 。

別 表 第 二 の 注 第 四 項 及 び 別 表 第 三 の 注 第 二 項 中 「 百 分 の 百 五 」 を 「 百 分 の 百 八 」 に 改 め る 。

（ 道 路 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 道 路 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 五 十 五 号
徳 島 県 法 定 外 公 共 用 財 産 管 理 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 法 定 外 公 共 用 財 産 管 理 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門
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第 六 条 第 二 項 中 「 百 分 の 百 五 」 を 「 百 分 の 百 八 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 港 湾 施 設 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 六 条 徳 島 県 港 湾 施 設 管 理 条 例 （ 昭 和 三 十 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 二 の 一 の 表 の 注 第 四 項 及 び 同 表 の 二 の 表 の 注 第 四 項 中 「 百 分 の 百 五 」 を 「 百 分 の 百 八 」 に 改 め 、 同 表 の 三 の 表 そ の 一 中 「 三 、 一 五 ○ 円 」 を 「 三 、 二

四 ○ 円 」 に 、 「 四 、 二 ○ ○ 円 」 を 「 四 、 三 二 ○ 円 」 に 、 「 四 、 七 二 ○ 円 」 を 「 四 、 八 五 ○ 円 」 に 、 「 三 千 三 百 円 」 を 「 三 千 三 百 九 十 円 」 に 改 め 、 同 三 の 表 そ の

二 中 「 八 百 円 」 を 「 八 百 二 十 円 」 に 、 「 二 千 円 」 を 「 二 千 五 十 円 」 に 改 め 、 同 表 の 四 の 表 中 「 五 三 ○ 円 」 を 「 五 四 ○ 円 」 に 、 「 一 、 ○ 五 ○ 円 」 を 「 一 、 ○ 八 ○

円 」 に 、 「 一 、 三 七 ○ 円 」 を 「 一 、 四 ○ ○ 円 」 に 、 「 二 、 五 二 ○ 円 」 を 「 二 、 五 九 ○ 円 」 に 、 「 四 、 八 三 ○ 円 」 を 「 四 、 九 六 ○ 円 」 に 、 「 三 、 八 八 ○ 円 」 を 「 三 、

九 九 ○ 円 」 に 、 「 七 、 四 五 ○ 円 」 を 「 七 、 六 六 ○ 円 」 に 、 「 四 、 六 二 ○ 円 」 を 「 四 、 七 五 ○ 円 」 に 、 「 九 、 七 六 ○ 円 」 を 「 一 ○ 、 ○ 三 ○ 円 」 に 、 「 六 、 三 ○ ○ 円 」

を 「 六 、 四 八 ○ 円 」 に 、 「 一 二 、 二 八 ○ 円 」 を 「 一 二 、 六 三 ○ 円 」 に 、 「 二 、 六 二 ○ 円 」 を 「 二 、 六 九 ○ 円 」 に 、 「 五 、 三 五 ○ 円 」 を 「 五 、 五 ○ ○ 円 」 に 、 「 三 、

四 六 ○ 円 」 を 「 三 、 五 五 ○ 円 」 に 、 「 八 、 一 九 ○ 円 」 を 「 八 、 四 二 ○ 円 」 に 、 「 五 、 二 五 ○ 円 」 を 「 五 、 四 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 ○ 、 七 一 ○ 円 」 を 「 一 一 、 ○ 一 ○

円 」 に 、 「 六 、 九 三 ○ 円 」 を 「 七 、 一 二 ○ 円 」 に 、 「 一 六 、 三 八 ○ 円 」 を 「 一 六 、 八 四 ○ 円 」 に 、 「 三 二 、 一 三 ○ 円 」 を 「 三 三 、 ○ 四 ○ 円 」 に 、 「 四 九 、 一 四 ○

円 」 を 「 五 ○ 、 五 四 ○ 円 」 に 、 「 四 、 二 ○ ○ 円 」 を 「 四 、 三 二 ○ 円 」 に 、 「 二 、 一 ○ ○ 円 」 を 「 二 、 一 六 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 港 湾 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 七 条 港 湾 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 の 一 の 表 の 注 第 三 項 及 び 同 表 の 二 の 表 の 注 第 二 項 中 「 百 分 の 百 五 」 を 「 百 分 の 百 八 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 六 条 及 び 附 則 第 六 項 の 規 定 は 、 同 年 五 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 徳 島 県 法 定 外 公 共 用 財 産 管 理 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

２ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 許 可 を 受 け て い る 法 定 外 公 共 用 財 産 の 使 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 当 該 許 可 の 期 間 中 に 限 り 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 海 岸 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

３ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 許 可 を 受 け て い る 海 岸 保 全 区 域 若 し く は 一 般 公 共 海 岸 区 域 の 占 用 又 は 海 岸 保 全 区 域 内 若 し く は 一 般 公 共 海 岸 区 域 内 の 土 石 の 採 取 に

係 る 占 用 料 又 は 土 石 採 取 料 に つ い て は 、 当 該 許 可 の 期 間 中 に 限 り 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 河 川 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

４ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 許 可 又 は 登 録 を 受 け て い る 河 川 の 流 水 の 占 用 等 に 係 る 流 水 占 用 料 等 に つ い て は 、 当 該 許 可 又 は 登 録 の 期 間 中 に 限 り 、 な お 従 前 の 例
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に よ る 。

（ 道 路 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

５ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 許 可 を 受 け 、 又 は 同 意 を 得 て い る 道 路 の 占 用 に 係 る 占 用 料 に つ い て は 、 当 該 許 可 又 は 同 意 の 期 間 中 に 限 り 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 徳 島 県 港 湾 施 設 管 理 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

６ 第 六 条 の 規 定 の 施 行 の 際 現 に 許 可 を 受 け て い る 港 湾 施 設 の 占 用 又 は 使 用 に 係 る 占 用 料 又 は 使 用 料 に つ い て は 、 当 該 許 可 の 期 間 中 に 限 り 、 な お 従 前 の 例 に よ

る 。
（ 港 湾 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

７ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 許 可 を 受 け て い る 港 湾 区 域 内 の 水 域 若 し く は 公 共 空 地 の 占 用 又 は 港 湾 区 域 内 の 水 域 若 し く は 公 共 空 地 に お け る 土 砂 の 採 取 に 係 る 占

用 料 又 は 土 砂 採 取 料 に つ い て は 、 当 該 許 可 の 期 間 中 に 限 り 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 使 用 料 の 額 及 び 利 用 料 金 の 額 の 適 正 化 を 図 る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で

あ る 。
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徳 島 県 都 市 公 園 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 都 市 公 園 条 例 （ 昭 和 三 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 七 条 第 三 項 の 表 中 「 及 び 庭 球 場 」 を 「 、 庭 球 場 及 び 詰 所 」 に 改 め る 。

別 表 第 一 徳 島 県 鳴 門 総 合 運 動 公 園 の 項 中 「 健 康 ト レ ー ニ ン グ 室 体 力 相 談 室 」 を 「 詰 所 健 康 ト レ ー ニ ン グ 室 」 に 、 「 選 手 更 衣 室 休 憩 室 」 を 「 選 手 更 衣 室 」

に 改 め る 。

別 表 第 二 の 一 の 表 中 「 一 三 、 八 六 五 円 」 を 「 一 四 、 二 六 一 円 」 に 、 「 一 三 六 円 」 を 「 一 四 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 の 二 の 表 中 「 五 六 円 」 を 「 五 八 円 」 に 、 「 三 九 円 」

を 「 四 一 円 」 に 、 「 六 五 円 」 を 「 六 六 円 」 に 、 「 四 八 円 」 を 「 四 九 円 」 に 、 「 七 四 四 円 」 を 「 七 六 五 円 」 に 、 「 三 六 円 」 を 「 三 七 円 」 に 、 「 六 一 円 」 を 「 六 三 円 」

に 、「 三 七 六 円 」 を 「 三 八 七 円 」 に 改 め 、 同 表 の 三 の 表 中 「 六 二 八 円 」 を 「 六 四 五 円 」 に 、 「 一 、 二 五 一 円 」 を 「 一 、 二 八 六 円 」 に 、 「 六 、 二 九 ○ 円 」 を 「 六 、 四

六 九 円 」 に 改 め る 。

別 表 第 三 の そ の 一 の １ を 次 の よ う に 改 め る 。

１ 専 用 す る 場 合

有 料 公 園 施 設 の 種 類 区 分 単 位 金 額

職 業 と し て ス ポ ー

ツ を す る 者

半 日 三 八 、 二 八 ○ 円

一 日 五 ○ 、 八 五 ○ 円

入 場 料 を 徴 収 し な い 場 合 生 徒 等

半 日 二 、 九 三 ○ 円

一 日 四 、 五 一 ○ 円

第 五 十 六 号
徳 島 県 都 市 公 園 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 都 市 公 園 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

三校
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そ の 他 の 者

半 日 五 、 五 五 ○ 円

野 球 場

一 日 八 、 五 一 ○ 円

職 業 と し て ス ポ ー

ツ を す る 者

半 日 三 八 二 、 一 四 ○ 円

一 日 五 ○ 八 、 六 八 ○ 円

入 場 料 を 徴 収 す る 場 合 生 徒 等

半 日 五 、 二 九 ○ 円

一 日 七 、 二 三 ○ 円

そ の 他 の 者

半 日 一 一 、 二 四 ○ 円

一 日 一 四 、 一 ○ ○ 円

職 業 と し て ス ポ ー

ツ を す る 者

半 日 一 一 一 、 九 五 ○ 円

一 日 一 四 三 、 三 八 ○ 円

入 場 料 を 徴 収 し な い 場 合 生 徒 等

半 日 七 、 二 三 ○ 円

一 日 八 、 九 二 ○ 円

そ の 他 の 者

半 日 二 二 、 三 九 ○ 円

陸 上 競 技 場

一 日 二 八 、 六 七 ○ 円

職 業 と し て ス ポ ー

ツ を す る 者

半 日 四 二 ○ 、 六 八 ○ 円

一 日 五 五 九 、 四 四 ○ 円

入 場 料 を 徴 収 す る 場 合 生 徒 等

半 日 一 二 、 五 三 ○ 円

一 日 一 七 、 七 三 ○ 円

そ の 他 の 者

半 日 四 二 、 ○ 六 ○ 円

一 日 五 五 、 九 四 ○ 円

職 業 と し て ス ポ ー

ツ を す る 者

半 日 二 七 、 七 七 ○ 円

一 日 四 二 、 五 八 ○ 円

入 場 料 を 徴 収 し な い 場 合 生 徒 等

半 日 二 、 七 ○ ○ 円

一 日 三 、 六 一 ○ 円
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そ の 他 の 者

半 日 五 、 五 五 ○ 円

第 二 陸 上 競 技 場

一 日 八 、 五 一 ○ 円

職 業 と し て ス ポ ー

ツ を す る 者

半 日 一 一 一 、 ○ 八 ○ 円

一 日 一 七 ○ 、 三 三 ○ 円

入 場 料 を 徴 収 す る 場 合 生 徒 等

半 日 五 、 四 一 ○ 円

一 日 七 、 二 二 ○ 円

そ の 他 の 者

半 日 一 一 、 一 ○ ○ 円

一 日 一 七 、 ○ 三 ○ 円

職 業 と し て ス ポ ー

ツ を す る 者

半 日 五 七 、 九 ○ ○ 円

一 日 八 九 、 一 二 ○ 円

入 場 料 を 徴 収 し な い 場 合 生 徒 等

半 日 五 、 五 六 ○ 円

一 日 八 、 五 六 ○ 円

そ の 他 の 者

半 日 一 一 、 五 八 ○ 円

球 技 場 一 日 一 七 、 八 二 ○ 円

職 業 と し て ス ポ ー

ツ を す る 者

半 日 二 ○ ○ 、 三 六 ○ 円

一 日 三 ○ 八 、 三 六 ○ 円

入 場 料 を 徴 収 す る 場 合 生 徒 等

半 日 九 、 六 二 ○ 円

一 日 一 四 、 八 二 ○ 円

そ の 他 の 者

半 日 二 ○ 、 ○ 三 ○ 円

一 日 三 ○ 、 八 三 ○ 円

一 面 二 時 間 未 満 六 六 ○ 円

生 徒 等 一 面 半 日 一 、 ○ 一 ○ 円

入 場 料 を 徴 収 し な い 場 合

一 面 一 日 一 、 三 四 ○ 円

一 面 二 時 間 未 満 一 、 二 三 ○ 円
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庭 球 場

そ の 他 の 者 一 面 半 日 一 、 七 六 ○ 円

一 面 一 日 二 、 四 六 ○ 円

生 徒 等

一 面 半 日 一 、 五 八 ○ 円

入 場 料 を 徴 収 す る 場 合

一 面 一 日 一 、 九 一 ○ 円

そ の 他 の 者

一 面 半 日 二 、 四 六 ○ 円

一 面 一 日 三 、 五 四 ○ 円

午 前 三 、 七 六 ○ 円

二 十 五 メ ー ト ル プ ー ル

午 後 五 、 五 五 ○ 円

夜 間 一 、 九 九 ○ 円

午 前 及 び 午 後 七 、 五 八 ○ 円

午 前 五 、 五 五 ○ 円

水 泳 プ ー ル 五 十 メ ー ト ル プ ー ル

午 後 九 、 三 四 ○ 円

夜 間 三 、 七 六 ○ 円

午 前 及 び 午 後 一 一 、 二 四 ○ 円

午 前 一 、 ○ 四 ○ 円

飛 込 み 用 プ ー ル

午 後 一 、 一 八 ○ 円

夜 間 六 八 ○ 円

午 前 及 び 午 後 一 、 九 九 ○ 円

生 徒 等

半 日 七 九 ○ 円

入 場 料 を 徴 収 し な い 場 合

一 日 一 、 五 八 ○ 円

そ の 他 の 者

半 日 一 、 四 一 ○ 円

相 撲 場

一 日 二 、 八 三 ○ 円

生 徒 等

半 日 一 、 一 八 ○ 円

入 場 料 を 徴 収 す る 場 合 一 日 二 、 三 六 ○ 円
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そ の 他 の 者

半 日 二 、 三 六 ○ 円

一 日 四 、 一 三 ○ 円

午 前 二 、 一 三 ○ 円

午 後 二 、 七 ○ ○ 円

生 徒 等 夜 間 三 、 四 九 ○ 円

午 前 及 び 午 後 三 、 八 四 ○ 円

ス ポ ー ツ に 使 用 す る 場 合

午 前 か ら 夜 間 ま で 七 、 三 四 ○ 円

午 前 四 、 二 四 ○ 円

午 後 五 、 六 七 ○ 円

そ の 他 の 者 夜 間 七 、 二 三 ○ 円

午 前 及 び 午 後 八 、 ○ 五 ○ 円

体 育 ホ ー ル

午 前 か ら 夜 間 ま で 一 五 、 二 八 ○ 円

午 前 六 、 四 二 ○ 円

午 後 八 、 一 二 ○ 円

生 徒 等 夜 間 一 ○ 、 五 一 ○ 円

午 前 及 び 午 後 一 一 、 五 一 ○ 円

ス ポ ー ツ 以 外 の 用 途 に 使 用 す る 場 合

午 前 か ら 夜 間 ま で 二 二 、 ○ 三 ○ 円

午 前 一 二 、 七 九 ○ 円

午 後 一 七 、 ○ 六 ○ 円

そ の 他 の 者 夜 間 二 一 、 六 八 ○ 円

午 前 及 び 午 後 二 四 、 一 八 ○ 円

午 前 か ら 夜 間 ま で 四 五 、 八 六 ○ 円

午 前 三 五 、 二 ○ ○ 円

午 後 四 三 、 ○ 二 ○ 円
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職 業 と し て ス ポ ー

ツ を す る 者

夜 間 五 七 、 三 八 ○ 円

午 前 及 び 午 後 六 一 、 六 五 ○ 円

午 前 か ら 夜 間 ま で 一 一 九 、 ○ 三 ○ 円

午 前 二 、 四 七 ○ 円

午 後 二 、 七 ○ ○ 円

ス ポ ー ツ に 使 用 す る 場 合 生 徒 等 夜 間 四 、 ○ 六 ○ 円

午 前 及 び 午 後 四 、 四 ○ ○ 円

午 前 か ら 夜 間 ま で 八 、 四 六 ○ 円

午 前 五 、 二 ○ ○ 円

午 後 五 、 六 七 ○ 円

武 道 館 そ の 他 の 者 夜 間 八 、 六 五 ○ 円

午 前 及 び 午 後 八 、 九 九 ○ 円

午 前 か ら 夜 間 ま で 一 七 、 六 五 ○ 円

午 前 一 六 、 三 七 ○ 円

午 後 二 ○ 、 五 五 ○ 円

生 徒 等 夜 間 二 七 、 三 二 ○ 円

午 前 及 び 午 後 二 九 、 五 ○ ○ 円

ス ポ ー ツ 以 外 の 用 途 に 使 用 す る 場 合

午 前 か ら 夜 間 ま で 五 六 、 八 三 ○ 円

午 前 三 五 、 二 ○ ○ 円

午 後 四 三 、 ○ 二 ○ 円

そ の 他 の 者 夜 間 五 七 、 三 八 ○ 円

午 前 及 び 午 後 六 一 、 六 五 ○ 円

午 前 か ら 夜 間 ま で 一 一 九 、 ○ 三 ○ 円

午 前 一 、 八 九 ○ 円
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午 後 二 、 二 八 ○ 円

生 徒 等 夜 間 二 、 五 五 ○ 円

午 前 及 び 午 後 三 、 一 一 ○ 円

弓 道 場

午 前 か ら 夜 間 ま で 五 、 六 六 ○ 円

午 前 三 、 九 四 ○ 円

午 後 四 、 五 ○ ○ 円

そ の 他 の 者 夜 間 五 、 一 七 ○ 円

午 前 及 び 午 後 六 、 六 一 ○ 円

午 前 か ら 夜 間 ま で 一 一 、 七 八 ○ 円

職 業 と し て ス ポ ー

ツ を す る 者

半 日 一 ○ 八 、 六 ○ ○ 円

一 日 一 六 四 、 五 九 ○ 円

入 場 料 を 徴

収 し な い 場

合

生 徒 等

半 日 九 、 二 五 ○ 円

一 日 一 四 、 ○ 一 ○ 円

そ の 他 の 者

半 日 一 九 、 ○ 四 ○ 円

ス ポ ー ツ

に 使 用 す

る 場 合

一 日 二 八 、 八 七 ○ 円

職 業 と し て ス ポ ー

ツ を す る 者

半 日 一 八 ○ 、 二 九 ○ 円

メ イ ン ア リ

ー ナ

一 日 二 七 三 、 二 一 ○ 円

入 場 料 を 徴

収 す る 場 合

生 徒 等

半 日 一 五 、 三 五 ○ 円

一 日 二 三 、 二 七 ○ 円

そ の 他 の 者

半 日 三 一 、 六 一 ○ 円

一 日 四 七 、 九 二 ○ 円

全 面 を 使 用

す る 場 合

生 徒 等

半 日 六 四 、 ○ 五 ○ 円

ス ポ ー ツ 以 外 の 用 途 に

使 用 す る 場 合

一 日 九 七 、 ○ 六 ○ 円

そ の 他 の 者 半 日 一 三 一 、 八 八 ○ 円
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一 日 一 九 九 、 八 三 ○ 円

職 業 と し て ス ポ ー

ツ を す る 者

半 日 三 六 、 三 一 ○ 円

一 日 五 五 、 ○ 八 ○ 円

ス ポ ー ツ に 使 用 す る 場

合

生 徒 等

半 日 三 、 ○ 九 ○ 円

一 日 四 、 六 九 ○ 円

サ ブ ア リ ー

ナ

そ の 他 の 者

半 日 六 、 三 五 ○ 円

一 日 九 、 六 四 ○ 円

体 育 館 生 徒 等

半 日 二 一 、 四 三 ○ 円

ス ポ ー ツ 以 外 の 用 途 に

使 用 す る 場 合

一 日 三 二 、 四 七 ○ 円

そ の 他 の 者

半 日 四 四 、 一 二 ○ 円

一 日 六 六 、 八 五 ○ 円

生 徒 等

一 面 半 日 二 、 三 一 ○ 円

バ レ ー ボ ー ル コ ー ト と し て 使 用 す る

場 合

一 面 一 日 三 、 四 九 ○ 円

そ の 他 の 者

一 面 半 日 四 、 七 六 ○ 円

一 面 一 日 七 、 二 一 ○ 円

生 徒 等

一 面 半 日 三 、 ○ 八 ○ 円

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル コ ー ト と し て 使 用

す る 場 合

一 面 一 日 四 、 六 六 ○ 円

そ の 他 の 者

一 面 半 日 六 、 三 四 ○ 円

一 面 一 日 九 、 六 一 ○ 円

生 徒 等

一 面 半 日 三 、 ○ 八 ○ 円

一 部 を 使 用

す る 場 合

テ ニ ス コ ー ト と し て 使 用 す る 場 合

一 面 一 日 四 、 六 六 ○ 円

そ の 他 の 者

一 面 半 日 六 、 三 四 ○ 円

一 面 一 日 九 、 六 一 ○ 円

生 徒 等 一 面 半 日 四 、 六 二 ○ 円

三校
１４４

平成26年2月議案



ハ ン ド ボ ー ル コ ー ト と し て 使 用 す る

場 合

一 面 一 日 七 、 ○ ○ ○ 円

そ の 他 の 者

一 面 半 日 九 、 五 二 ○ 円

一 面 一 日 一 四 、 四 三 ○ 円

生 徒 等

一 面 半 日 六 五 ○ 円

バ ド ミ ン ト ン コ ー ト と し て 使 用 す る

場 合

一 面 一 日 九 九 ○ 円

そ の 他 の 者

一 面 半 日 一 、 三 五 ○ 円

一 面 一 日 二 、 ○ 五 ○ 円

生 徒 等

半 日 四 、 九 六 ○ 円

集 会 所

一 日 七 、 ○ ○ ○ 円

そ の 他 の 者

半 日 一 ○ 、 六 五 ○ 円

一 日 一 五 、 ○ 三 ○ 円

生 徒 等

半 日 六 九 ○ 円

詰 所

一 日 一 、 ○ 五 ○ 円

そ の 他 の 者

半 日 一 、 三 八 ○ 円

一 日 二 、 一 ○ ○ 円

別 表 第 三 の そ の 二 の 表 中 体 力 相 談 室 の 項 を 削 り 、 「 二 、 九 ○ ○ 円 」 を 「 二 、 九 八 ○ 円 」 に 、 「 三 、 四 七 ○ 円 」 を 「 三 、 五 六 ○ 円 」 に 改 め 、 休 憩 室 の 項 を 削 り 、

「 二 、 三 ○ ○ 円 」 を 「 二 、 三 六 ○ 円 」 に 、 「 二 、 七 六 ○ 円 」 を 「 二 、 八 三 ○ 円 」 に 、 「 一 、 一 五 ○ 円 」 を 「 一 、 一 八 ○ 円 」 に 、 「 一 、 七 二 ○ 円 」 を 「 一 、 七 六 ○

円 」 に 、 「 八 、 三 六 ○ 円 」 を 「 八 、 五 九 ○ 円 」 に 、 「 一 一 、 九 五 ○ 円 」 を 「 一 二 、 二 九 ○ 円 」 に 、 「 二 、 四 四 ○ 円 」 を 「 二 、 五 ○ ○ 円 」 に 、 「 三 、 四 九 ○ 円 」 を 「 三 、

五 八 ○ 円 」 に 、 「 一 、 二 二 ○ 円 」 を 「 一 、 二 五 ○ 円 」 に 、 「 一 、 七 四 ○ 円 」 を 「 一 、 七 八 ○ 円 」 に 、
「

二 、 ○ 八 ○ 円
」
を
「

二 、 一 三 ○ 円
」
に 、 「 三 、 ○ ○

○ 円 」 を 「 三 、 ○ 八 ○ 円 」 に 、 「 六 九 ○ 円 」 を 「 七 ○ ○ 円 」 に 、 「 九 九 ○ 円 」 を 「 一 、 ○ 一 ○ 円 」 に 、 「 九 一 ○ 円 」 を 「 九 三 ○ 円 」 に 、 「 一 、 九 四 ○ 円 」 を 「 一 、

九 九 ○ 円 」 に 、 「 四 、 二 ○ ○ 円 」 を 「 四 、 三 二 ○ 円 」 に 、 「 六 、 三 ○ ○ 円 」 を 「 六 、 四 八 ○ 円 」 に 、 「 四 、 九 四 ○ 円 」 を 「 五 、 ○ 八 ○ 円 」 に 、 「 一 七 、 ○ 一 ○ 円 」

を 「 一 七 、 四 九 ○ 円 」 に 、 「 六 、 五 一 ○ 円 」 を 「 六 、 六 九 ○ 円 」 に 、 「 一 四 、 八 七 ○ 円 」 を 「 一 五 、 二 九 ○ 円 」 に 、 「 一 、 ○ 五 ○ 円 」 を 「 一 、 ○ 八 ○ 円 」 に 、 「 一 、

○ 二 ○ 円 」 を 「 一 、 ○ 四 ○ 円 」 に 、 「 一 二 、 ○ 八 ○ 円 」 を 「 一 二 、 四 二 ○ 円 」 に 、 「 二 、 二 八 ○ 円 」 を 「 二 、 三 四 ○ 円 」 に 、 「 一 、 三 八 ○ 円 」 を 「 一 、 四 一 ○ 円 」
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に 、 「 二 、 ○ 六 ○ 円 」 を 「 二 、 一 一 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 の そ の 三 の 表 中 「 四 三 、 ○ 五 ○ 円 」 を 「 四 四 、 二 八 ○ 円 」 に 、 「 一 五 、 七 八 ○ 円 」 を 「 一 六 、 二 三 ○ 円 」

に 改 め 、 同 表 備 考 中 第 十 二 項 を 第 十 三 項 と し 、 同 備 考 第 十 一 項 中 「 七 百 十 円 」 を 「 七 百 三 十 円 」 に 、 「 千 五 百 十 円 」 を 「 千 五 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 を 同 備 考

第 十 二 項 と し 、 同 備 考 第 十 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

１１ 詰 所 を 陸 上 競 技 場 と 併 せ て 使 用 す る 場 合 （ 陸 上 競 技 場 を 専 用 す る 場 合 に 限 る 。 ） に お い て は 、 詰 所 の 使 用 料 の 額 は 、 こ の 表 の 規 定 に か か わ ら ず 、 無 料

と す る 。

別 表 第 四 中 「 一 二 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 一 二 、 三 四 ○ 円 」 に 、 「 八 ○ ○ 円 」 を 「 八 二 ○ 円 」 に 、 「 四 ○ ○ 円 」 を 「 四 一 ○ 円 」 に 、 「 二 、 ○ 八 ○ 円 」 を 「 二 、 一 三 ○

円 」 に 、 「 三 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 三 、 ○ 八 ○ 円 」 に 改 め る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 許 可 又 は 承 認 を 受 け て い る 都 市 公 園 の 使 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 使 用 料 の 額 及 び 利 用 料 金 の 額 の 適 正 化 を 図 る と と も に 、 徳 島 県 鳴 門 総 合 運 動 公 園 に 詰 所 を 新 設 す

る こ と に 伴 い 、 関 係 規 定 に つ い て 所 要 の 改 正 を 行 う 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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都 市 計 画 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

都 市 計 画 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 六 条 第 四 号 中 「 、 平 成 十 三 年 五 月 十 七 日 か ら 引 き 続 き 」 を 削 り 、 「 登 記 さ れ て い る 」 を 「 登 記 さ れ て お り 、 か つ 、 当 該 登 記 の 年 月 日 が 平 成 十 三 年 五 月 十 七

日 以 前 で あ る 」 に 改 め 、 「 区 域 」 の 下 に 「 。 た だ し 、 通 路 又 は 道 路 と し て 使 用 さ れ る 部 分 に あ っ て は 、 こ の 限 り で な い 。 」 を 加 え る 。

第 八 条 及 び 第 九 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

（ 法 第 三 十 四 条 第 十 二 号 の 条 例 で 定 め る 開 発 行 為 ）

第 八 条 法 第 三 十 四 条 第 十 二 号 の 規 定 に よ り 条 例 で 区 域 、 目 的 又 は 予 定 建 築 物 等 の 用 途 を 限 り 定 め る 開 発 行 為 は 、 第 六 条 第 一 号 に 掲 げ る 土 地 の 区 域 内 に お い て

行 う 次 に 掲 げ る 開 発 行 為 で 、 規 則 で 定 め る 基 準 に 適 合 す る も の と す る 。

一 土 地 収 用 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 二 百 十 九 号 ） 第 三 条 各 号 に 掲 げ る 事 業 の 施 行 に よ り 、 市 街 化 調 整 区 域 内 に 存 す る 建 築 物 を 移 転 し 、 又 は 除 却 す る 必 要 が

あ る 場 合 に 、 従 前 の 建 築 物 の 所 有 者 が こ れ に 代 わ る 建 築 物 を 建 築 す る 目 的 で 行 う 開 発 行 為

二 市 街 化 区 域 内 又 は 市 街 化 調 整 区 域 内 に 居 住 す る 世 帯 を 構 成 す る 者 が 別 世 帯 を 構 成 す る た め の 建 築 物 を 建 築 す る 目 的 で 行 う 開 発 行 為

三 大 規 模 既 存 集 落 （ 半 径 二 百 五 十 メ ー ト ル の 範 囲 内 に 二 百 以 上 （ 当 該 範 囲 内 に 小 学 校 、 中 学 校 、 市 役 所 若 し く は 町 役 場 （ 支 所 及 び 出 張 所 を 含 む 。 ） 、 駅 又 は

隣 保 館 の い ず れ か が 存 す る 場 合 に あ っ て は 、 百 六 十 以 上 ） の 建 築 物 が 存 す る 土 地 の 区 域 を い う 。 ） 内 に お い て 建 築 物 を 建 築 す る 目 的 で 行 う 開 発 行 為

四 知 事 が 指 定 す る 道 路 に 面 す る 物 品 販 売 業 を 営 む 店 舗 の 用 途 に 供 す る 建 築 物 を 建 築 す る 目 的 で 行 う 開 発 行 為

五 特 定 活 断 層 調 査 区 域 （ 徳 島 県 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 等 に 係 る 震 災 に 強 い 社 会 づ く り 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 四 号 ） 第 五 十 五 条 第 一 項 に 規 定 す

る 特 定 活 断 層 調 査 区 域 を い う 。 以 下 こ の 号 に お い て 同 じ 。 ） 内 に 存 す る 建 築 物 を 特 定 活 断 層 調 査 区 域 外 へ 移 転 す る た め の 建 築 物 を 建 築 す る 目 的 で 行 う 開 発

第 五 十 七 号
都 市 計 画 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

都 市 計 画 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校
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行 為

（ 政 令 第 三 十 六 条 第 一 項 第 三 号 ハ の 条 例 で 定 め る 建 築 物 ）

第 九 条 政 令 第 三 十 六 条 第 一 項 第 三 号 ハ の 規 定 に よ り 条 例 で 区 域 、 目 的 又 は 用 途 を 限 り 定 め る 建 築 物 は 、 次 に 掲 げ る 建 築 物 と す る 。

一 前 条 各 号 に 規 定 す る 目 的 に 係 る 建 築 物 で 、 当 該 各 号 に 規 定 す る 開 発 行 為 の 基 準 の う ち 建 築 物 に 係 る も の に 適 合 す る も の

二 相 当 期 間 適 法 に 利 用 さ れ た 後 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 規 則 で 定 め る 用 途 の 変 更 を 行 う 建 築 物 で 、 規 則 で 定 め る 基 準 に 適 合 す る も の

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ 改 正 後 の 第 六 条 第 四 号 、 第 八 条 及 び 第 九 条 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 に 申 請 が な さ れ る も の に 係 る 許 可 に つ い て 適 用 す る 。

提 案 理 由

防 災 ・ 減 災 対 策 の 促 進 及 び 地 域 経 済 の 活 性 化 並 び に 手 続 の 迅 速 化 を 図 る た め 、 条 例 で 定 め る 開 発 許 可 等 の 立 地 基 準 を 緩 和 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例

案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

再校
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い じ め 防 止 対 策 推 進 法 施 行 条 例

目 次
第 一 章 総 則 （ 第 一 条 ）

第 二 章 徳 島 県 い じ め 問 題 等 対 策 連 絡 協 議 会 （ 第 二 条 ― 第 六 条 ）

第 三 章 徳 島 県 い じ め 問 題 等 対 策 審 議 会 （ 第 七 条 ― 第 十 四 条 ）

第 四 章 徳 島 県 い じ め 問 題 調 査 委 員 会 （ 第 十 五 条 ― 第 二 十 一 条 ）

第 五 章 雑 則 （ 第 二 十 二 条 ・ 第 二 十 三 条 ）

附 則
第 一 章 総 則

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 い じ め 防 止 対 策 推 進 法 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 七 十 一 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。

第 二 章 徳 島 県 い じ め 問 題 等 対 策 連 絡 協 議 会

（ 設 置 ）

第 二 条 法 第 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 い じ め の 防 止 等 に 関 係 す る 機 関 及 び 団 体 の 連 携 を 図 る た め 、 徳 島 県 い じ め 問 題 等 対 策 連 絡 協 議 会 （ 以 下 「 連 絡 協 議

会 」 と い う 。 ） を 置 く 。

（ 組 織 ）

第 五 十 八 号
い じ め 防 止 対 策 推 進 法 施 行 条 例 の 制 定 に つ い て

い じ め 防 止 対 策 推 進 法 施 行 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

三校
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第 三 条 連 絡 協 議 会 は 、 徳 島 県 教 育 委 員 会 （ 第 七 号 を 除 き 、 以 下 「 教 育 委 員 会 」 と い う 。 ） の ほ か 、 次 に 掲 げ る 機 関 及 び 団 体 の う ち 、 教 育 委 員 会 の 求 め に 応 じ

て 加 入 し た 機 関 及 び 団 体 を も っ て 組 織 す る 。

一 徳 島 県 中 央 こ ど も 女 性 相 談 セ ン タ ー

二 前 号 に 掲 げ る 機 関 以 外 の 知 事 の 事 務 部 局

三 徳 島 県 警 察 本 部

四 徳 島 地 方 法 務 局

五 学 校 教 育 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） 第 一 条 に 規 定 す る 小 学 校 、 中 学 校 、 高 等 学 校 又 は 特 別 支 援 学 校 の 長 で 組 織 す る 団 体

六 私 立 学 校 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 七 十 号 ） 第 三 条 に 規 定 す る 学 校 法 人 の 経 営 す る 中 学 校 又 は 高 等 学 校 で 組 織 す る 団 体

七 市 町 村 の 教 育 委 員 会 の 教 育 長 で 組 織 す る 団 体

２ 前 項 各 号 に 掲 げ る 機 関 及 び 団 体 の ほ か 、 連 絡 協 議 会 に お け る 協 議 に よ り 必 要 と 認 め 、 そ の 求 め に 応 じ た 機 関 及 び 団 体 を 連 絡 協 議 会 に 加 え る こ と が で き る 。

（ 会 議 ）

第 四 条 第 二 条 に 規 定 す る 連 携 を 図 る た め の 会 議 （ 以 下 こ の 条 に お い て 単 に 「 会 議 」 と い う 。 ） は 、 次 に 掲 げ る 者 を も っ て 構 成 す る 。

一 前 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に よ り 連 絡 協 議 会 を 組 織 す る 機 関 の 長 又 は そ の 指 名 す る 者

二 前 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に よ り 連 絡 協 議 会 を 組 織 す る 団 体 の 代 表 者 又 は そ の 指 名 す る 者

２ 会 議 に 、 議 長 及 び 副 議 長 を 置 く 。

３ 議 長 は 、 会 議 に お い て 定 め る 者 を も っ て 充 て 、 副 議 長 は 、 議 長 が 会 議 に 諮 っ て 指 名 す る 者 を も っ て 充 て る 。

４ 議 長 は 、 会 議 を 主 宰 し 、 連 絡 協 議 会 を 代 表 す る 。

５ 副 議 長 は 、 議 長 を 補 佐 し 、 議 長 に 事 故 が あ る と き 、 又 は 議 長 が 欠 け た と き は 、 そ の 職 務 を 代 理 す る 。

（ 庶 務 ）

第 五 条 連 絡 協 議 会 の 庶 務 は 、 教 育 委 員 会 に お い て 処 理 す る 。

（ 雑 則 ）

第 六 条 こ の 章 に 定 め る も の の ほ か 、 連 絡 協 議 会 の 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 連 絡 協 議 会 が 定 め る 。

第 三 章 徳 島 県 い じ め 問 題 等 対 策 審 議 会

（ 設 置 ）

第 七 条 法 第 十 四 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ く 教 育 委 員 会 の 附 属 機 関 と し て 、 徳 島 県 い じ め 問 題 等 対 策 審 議 会 （ 以 下 「 対 策 審 議 会 」 と い う 。 ） を 置 く 。

三校
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（ 所 掌 事 務 ）

第 八 条 対 策 審 議 会 は 、 教 育 委 員 会 の 諮 問 に 応 じ 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 調 査 審 議 す る も の と す る 。

一 法 第 十 二 条 に 規 定 す る 地 方 い じ め 防 止 基 本 方 針 に 基 づ く 地 域 に お け る い じ め の 防 止 等 の た め の 対 策

二 徳 島 県 立 学 校 に お け る 法 第 二 十 八 条 第 一 項 に 規 定 す る 重 大 事 態 に 係 る 事 実 関 係

三 児 童 及 び 生 徒 の い じ め を は じ め と す る 生 徒 指 導 上 に お け る 課 題

（ 組 織 ）

第 九 条 対 策 審 議 会 は 、 委 員 十 五 人 以 内 で 組 織 す る 。

２ 対 策 審 議 会 に 、 調 査 審 議 の た め 特 に 必 要 が あ る と き は 、 臨 時 委 員 を 置 く こ と が で き る 。

（ 委 員 及 び 臨 時 委 員 ）

第 十 条 委 員 は 、 次 に 掲 げ る 者 の う ち か ら 、 教 育 委 員 会 が 任 命 す る 。

一 学 識 経 験 の あ る 者

二 児 童 及 び 生 徒 の 保 護 者

三 関 係 行 政 機 関 の 職 員

四 公 募 し 、 そ の 応 募 者 の う ち か ら 公 正 な 方 法 で 選 考 し た 者

２ 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。

３ 委 員 は 、 再 任 さ れ る こ と が で き る 。

４ 臨 時 委 員 は 、 学 識 経 験 の あ る 者 の う ち か ら 、 教 育 委 員 会 が 任 命 す る 。

５ 臨 時 委 員 は 、 そ の 者 の 任 命 に 係 る 調 査 審 議 が 終 了 し た と き は 、 解 任 さ れ る も の と す る 。

６ 委 員 及 び 臨 時 委 員 は 、 職 務 上 知 る こ と の で き た 秘 密 を 漏 ら し て は な ら な い 。 そ の 職 を 退 い た 後 も 、 同 様 と す る 。

（ 会 長 及 び 副 会 長 ）

第 十 一 条 対 策 審 議 会 に 、 会 長 及 び 副 会 長 各 一 人 を 置 く 。

２ 会 長 及 び 副 会 長 は 、 委 員 の 互 選 に よ っ て 定 め る 。

３ 会 長 は 、 会 務 を 総 理 す る 。

４ 副 会 長 は 、 会 長 を 補 佐 し 、 会 長 に 事 故 が あ る と き 、 又 は 会 長 が 欠 け た と き は 、 そ の 職 務 を 代 理 す る 。

（ 会 議 ）

三校
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第 十 二 条 対 策 審 議 会 の 会 議 は 、 会 長 が 招 集 す る 。

２ 対 策 審 議 会 の 会 議 は 、 委 員 及 び 議 事 に 関 係 の あ る 臨 時 委 員 の 半 数 以 上 の 出 席 が な け れ ば 、 開 く こ と が で き な い 。

３ 対 策 審 議 会 の 議 事 は 、 出 席 し た 委 員 及 び 議 事 に 関 係 の あ る 臨 時 委 員 の 過 半 数 で 決 し 、 可 否 同 数 の と き は 、 会 長 の 決 す る と こ ろ に よ る 。

（ 部 会 ）

第 十 三 条 対 策 審 議 会 は 、 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 部 会 を 置 く こ と が で き る 。

２ 部 会 に 属 す べ き 委 員 及 び 臨 時 委 員 は 、 会 長 が 指 名 す る 。

３ 部 会 に 、 部 会 長 及 び 副 部 会 長 各 一 人 を 置 き 、 会 長 の 指 名 す る 委 員 又 は 臨 時 委 員 が こ れ に 当 た る 。

４ 部 会 長 は 、 部 会 の 事 務 を 掌 理 す る 。

５ 副 部 会 長 は 、 部 会 長 を 補 佐 し 、 部 会 長 に 事 故 が あ る と き 、 又 は 部 会 長 が 欠 け た と き は 、 そ の 職 務 を 代 理 す る 。

６ 対 策 審 議 会 は 、 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 部 会 の 決 議 を も っ て 対 策 審 議 会 の 決 議 と す る こ と が で き る 。

（ 雑 則 ）

第 十 四 条 こ の 章 に 定 め る も の の ほ か 、 対 策 審 議 会 の 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 会 長 が 対 策 審 議 会 に 諮 っ て 定 め る 。

第 四 章 徳 島 県 い じ め 問 題 調 査 委 員 会

（ 設 置 ）

第 十 五 条 法 第 三 十 条 第 二 項 及 び 第 三 十 一 条 第 二 項 に 規 定 す る 知 事 の 附 属 機 関 と し て 、 徳 島 県 い じ め 問 題 調 査 委 員 会 （ 以 下 「 調 査 委 員 会 」 と い う 。 ） を 置 く 。

（ 所 掌 事 務 ）

第 十 六 条 調 査 委 員 会 は 、 知 事 の 諮 問 に 応 じ 、 法 第 三 十 条 第 二 項 又 は 第 三 十 一 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 、 法 第 二 十 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 調 査 の 結 果 に つ い て 、

調 査 審 議 す る も の と す る 。

（ 組 織 ）

第 十 七 条 調 査 委 員 会 は 、 委 員 五 人 以 内 で 組 織 す る 。

２ 調 査 委 員 会 に 、 調 査 審 議 の た め 特 に 必 要 が あ る と き は 、 臨 時 委 員 を 置 く こ と が で き る 。

（ 委 員 及 び 臨 時 委 員 ）

第 十 八 条 委 員 は 、 学 識 経 験 の あ る 者 の う ち か ら 、 知 事 が 任 命 す る 。

２ 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。

３ 委 員 は 、 再 任 さ れ る こ と が で き る 。

三校
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４ 臨 時 委 員 は 、 学 識 経 験 の あ る 者 の う ち か ら 、 知 事 が 任 命 す る 。

５ 臨 時 委 員 は 、 そ の 者 の 任 命 に 係 る 調 査 審 議 が 終 了 し た と き は 、 解 任 さ れ る も の と す る 。

６ 委 員 及 び 臨 時 委 員 は 、 職 務 上 知 る こ と の で き た 秘 密 を 漏 ら し て は な ら な い 。 そ の 職 を 退 い た 後 も 、 同 様 と す る 。

（ 会 長 ）

第 十 九 条 調 査 委 員 会 に 、 会 長 を 置 く 。

２ 会 長 は 、 委 員 の 互 選 に よ っ て 定 め る 。

３ 会 長 は 、 会 務 を 総 理 す る 。

４ 会 長 に 事 故 が あ る と き 、 又 は 会 長 が 欠 け た と き は 、 あ ら か じ め 会 長 の 指 名 す る 委 員 が 、 そ の 職 務 を 代 理 す る 。

（ 会 議 ）

第 二 十 条 調 査 委 員 会 の 会 議 は 、 会 長 が 招 集 す る 。

２ 調 査 委 員 会 の 会 議 は 、 委 員 及 び 議 事 に 関 係 の あ る 臨 時 委 員 の 半 数 以 上 の 出 席 が な け れ ば 、 開 く こ と が で き な い 。

３ 調 査 委 員 会 の 議 事 は 、 出 席 し た 委 員 及 び 議 事 に 関 係 の あ る 臨 時 委 員 の 過 半 数 で 決 し 、 可 否 同 数 の と き は 、 会 長 の 決 す る と こ ろ に よ る 。

（ 雑 則 ）

第 二 十 一 条 こ の 章 に 定 め る も の の ほ か 、 調 査 委 員 会 の 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 会 長 が 調 査 委 員 会 に 諮 っ て 定 め る 。

第 五 章 雑 則

（ 調 査 結 果 の 通 知 ）

第 二 十 二 条 知 事 は 、 法 第 三 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 調 査 を 行 っ た と き は 、 そ の 結 果 を 教 育 委 員 会 に 通 知 す る も の と す る 。

（ 調 査 結 果 に 係 る 意 見 ）

第 二 十 三 条 知 事 は 、 法 第 三 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 調 査 の 結 果 を 踏 ま え 、 教 育 委 員 会 に 対 し 、 必 要 な 措 置 に つ い て 意 見 を 述 べ る こ と が で き る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

い じ め 防 止 対 策 推 進 法 が 制 定 さ れ た こ と に 鑑 み 、 同 法 に 基 づ く い じ め 問 題 対 策 連 絡 協 議 会 及 び 附 属 機 関 等 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ
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の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 立 学 校 使 用 料 、 手 数 料 徴 収 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 立 学 校 使 用 料 、 手 数 料 徴 収 条 例 （ 昭 和 二 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 第 一 項 を 削 り 、 同 条 第 二 項 各 号 列 記 以 外 の 部 分 を 次 の よ う に 改 め る 。

高 等 学 校 の 在 学 者 は 、 次 の 授 業 料 又 は 受 講 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 定 時 制 の 課 程 の 在 学 者 で 通 信 制 の 課 程 を 併 修 す る 者 に あ つ て は 、 そ の 者

が 定 時 制 の 課 程 在 学 中 に 履 修 す る 科 目 に 係 る 受 講 料 は 、 納 付 す る こ と を 要 し な い 。

第 三 条 第 二 項 第 一 号 中 「 千 七 百 五 十 円 」 を 「 千 七 百 四 十 円 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 一 項 と し 、 同 条 第 三 項 中 「 千 七 百 五 十 円 」 を 「 千 七 百 四 十 円 」 に 改 め 、 同

項 を 同 条 第 二 項 と す る 。

第 四 条 第 一 項 中 「 毎 月 十 日 （ 四 月 及 び 一 月 に つ い て は 、 十 五 日 と す る 。 ） 」 を 「 毎 月 末 日 」 に 改 め 、 同 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

第 四 条 の 二 高 等 学 校 等 就 学 支 援 金 の 支 給 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 二 年 法 律 第 十 八 号 ） 第 四 条 の 認 定 を 申 請 し た 者 に 係 る 授 業 料 又 は 受 講 料 に つ い て は 、 前 条 第

一 項 及 び 第 三 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 知 事 が 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ 公 立 高 等 学 校 に 係 る 授 業 料 の 不 徴 収 及 び 高 等 学 校 等 就 学 支 援 金 の 支 給 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 九 十 号 ） 附 則 第 二 条 第 二 項

に 規 定 す る 者 に 係 る こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 の 徳 島 県 立 学 校 （ 特 別 支 援 学 校 及 び 中 学 校 を 除 く 。 ） の 授 業 料 及 び 受 講 料 の 徴 収 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ

る 。 こ の 場 合 に お い て 、 改 正 前 の 第 三 条 第 一 項 第 二 号 中 「 公 立 高 等 学 校 に 係 る 授 業 料 の 不 徴 収 及 び 高 等 学 校 等 就 学 支 援 金 の 支 給 に 関 す る 法 律 」 と あ る の は 「 公

立 高 等 学 校 に 係 る 授 業 料 の 不 徴 収 及 び 高 等 学 校 等 就 学 支 援 金 の 支 給 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 九 十 号 ） 附 則 第 二 条 第 二 項 の 規

第 五 十 九 号
徳 島 県 立 学 校 使 用 料 、 手 数 料 徴 収 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 立 学 校 使 用 料 、 手 数 料 徴 収 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門
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定 に よ り な お 従 前 の 例 に よ る こ と と さ れ る 同 法 に よ る 改 正 前 の 公 立 高 等 学 校 に 係 る 授 業 料 の 不 徴 収 及 び 高 等 学 校 等 就 学 支 援 金 の 支 給 に 関 す る 法 律 」 と 、「 「 法 」

と あ る の は 「 「 旧 法 」 と 、 同 号 イ 中 「 法 」 と あ る の は 「 旧 法 」 と す る 。

提 案 理 由

公 立 高 等 学 校 に 係 る 授 業 料 の 不 徴 収 及 び 高 等 学 校 等 就 学 支 援 金 の 支 給 に 関 す る 法 律 の 一 部 が 改 正 さ れ 、 授 業 料 の 不 徴 収 制 度 が 廃 止 さ れ た こ と 及 び 保 護 者 等 の

経 済 的 負 担 を 軽 減 す る 必 要 が あ る と 認 め ら れ る 生 徒 に 対 し 高 等 学 校 等 就 学 支 援 金 を 支 給 す る こ と と さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 改 正 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、

こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 高 等 学 校 修 学 等 支 援 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 高 等 学 校 修 学 等 支 援 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 七 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

附 則 第 二 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

２ 基 金 は 、 第 六 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 基 金 の 原 資 と し て 国 か ら 交 付 さ れ た 補 助 金 等 （ 補 助 金 等 に 係 る 予 算 の 執 行 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 三 十 年 法 律 第

百 七 十 九 号 ） 第 二 条 第 一 項 の 補 助 金 等 を い う 。 ） の 返 還 に 要 す る 経 費 の 財 源 に 充 て る 場 合 に 処 分 す る こ と が で き る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

対 象 事 業 の 一 部 が 平 成 二 十 五 年 度 で 終 了 す る こ と に 伴 い 、 及 び 使 途 の 厳 格 化 に 基 づ く 国 か ら の 返 還 の 要 請 が あ っ た こ と に 鑑 み 、 徳 島 県 高 等 学 校 修 学 等 支 援 基

金 に つ い て 国 に 返 還 す る 場 合 に 処 分 す る こ と が で き る こ と と す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 六 十 号

徳 島 県 高 等 学 校 修 学 等 支 援 基 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 高 等 学 校 修 学 等 支 援 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門
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徳 島 県 立 牟 岐 少 年 自 然 の 家 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 徳 島 県 立 牟 岐 少 年 自 然 の 家 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 徳 島 県 立 牟 岐 少 年 自 然 の 家 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 五 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 二 号 の 表 中 「 四 三 ○ 円 」 を 「 四 四 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 文 化 の 森 総 合 公 園 文 化 施 設 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 徳 島 県 文 化 の 森 総 合 公 園 文 化 施 設 条 例 （ 平 成 二 年 徳 島 県 条 例 第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 二 中 「 二 、 二 ○ ○ 円 」 を 「 二 、 二 六 ○ 円 」 に 、 「 三 、 六 ○ ○ 円 」 を 「 三 、 七 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 一 ○ ○ 円 」 を 「 一 、 一 三 ○ 円 」 に 、 「 一 、 七 八 ○ 円 」

を 「 一 、 八 三 ○ 円 」 に 、 「 二 、 一 ○ ○ 円 」 を 「 二 、 一 六 ○ 円 」 に 、 「 三 、 四 ○ ○ 円 」 を 「 三 、 四 九 ○ 円 」 に 、 「 三 、 三 ○ ○ 円 」 を 「 三 、 三 九 ○ 円 」 に 、 「 五 、 五

○ ○ 円 」 を 「 五 、 六 五 ○ 円 」 に 、 「 四 、 二 ○ ○ 円 」 を 「 四 、 三 二 ○ 円 」 に 、 「 一 、 六 ○ ○ 円 」 を 「 一 、 六 四 ○ 円 」 に 、 「 二 、 六 ○ ○ 円 」 を 「 二 、 六 七 ○ 円 」 に 、

「 六 、 六 ○ ○ 円 」 を 「 六 、 七 八 ○ 円 」 に 、 「 一 ○ 、 六 ○ ○ 円 」 を 「 一 ○ 、 九 ○ ○ 円 」 に 、 「 八 、 一 八 ○ 円 」 を 「 八 、 四 一 ○ 円 」 に 、 「 三 、 九 八 ○ 円 」 を 「 四 、

○ 九 ○ 円 」 に 、 「 六 、 四 ○ ○ 円 」 を 「 六 、 五 八 ○ 円 」 に 、 「 五 、 ○ 八 ○ 円 」 を 「 五 、 二 二 ○ 円 」 に 、 「 一 、 五 一 ○ 円 」 を 「 一 、 五 五 ○ 円 」 に 、 「 八 ○ ○ 円 」 を 「 八

二 ○ 円 」 に 、 「 一 、 二 八 ○ 円 」 を 「 一 、 三 一 ○ 円 」 に 、 「 二 、 八 八 ○ 円 」 を 「 二 、 九 六 ○ 円 」 に 、 「 四 、 六 六 ○ 円 」 を 「 四 、 七 九 ○ 円 」 に 、 「 三 、 五 一 ○ 円 」 を

「 三 、 六 一 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 徳 島 県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 六 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 の そ の 一 の 表 中 「 八 、 三 一 ○ 円 」 を 「 八 、 五 四 ○ 円 」 に 、 「 一 一 、 ○ 八 ○ 円 」 を 「 一 一 、 三 九 ○ 円 」 に 、 「 八 、 五 八 ○ 円 」 を 「 八 、 八 二 ○ 円 」 に 、 「 四 、

第 六 十 一 号
徳 島 県 立 牟 岐 少 年 自 然 の 家 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 立 牟 岐 少 年 自 然 の 家 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

三校

第 六 十 一 号 徳 島 県 立 牟 岐 少 年 自 然 の 家 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て １５９

平成26年2月議案



○ 六 ○ 円 」 を 「 四 、 一 七 ○ 円 」 に 、 「 五 、 五 ○ ○ 円 」 を 「 五 、 六 五 ○ 円 」 に 、 「 四 、 三 二 ○ 円 」 を 「 四 、 四 四 ○ 円 」 に 、 「 三 、 二 ○ ○ 円 」 を 「 三 、 二 九 ○ 円 」

に 、 「 四 、 三 四 ○ 円 」 を 「 四 、 四 六 ○ 円 」 に 、 「 三 、 四 一 ○ 円 」 を 「 三 、 五 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 九 七 ○ 円 」 を 「 二 、 ○ 二 ○ 円 」 に 、 「 二 、 六 七 ○ 円 」 を 「 二 、 七

四 ○ 円 」 に 、 「 二 、 一 ○ ○ 円 」 を 「 二 、 一 六 ○ 円 」 に 、 「 一 、 一 七 ○ 円 」 を 「 一 、 二 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 五 八 ○ 円 」 を 「 一 、 六 二 ○ 円 」 に 、 「 一 、 二 四 ○ 円 」 を

「 一 、 二 七 ○ 円 」 に 、 「 九 八 ○ 円 」 を 「 一 、 ○ ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 三 三 ○ 円 」 を 「 一 、 三 六 ○ 円 」 に 、 「 一 、 ○ 五 ○ 円 」 を 「 一 、 ○ 八 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 の そ

の 二 の 表 中 「 一 、 ○ 二 ○ 円 」 を 「 一 、 ○ 四 ○ 円 」 に 改 め る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 利 用 の 許 可 を 受 け て い る 徳 島 県 文 化 の 森 総 合 公 園 文 化 施 設 又 は 徳 島 県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー の 利 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 な お 従

前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 使 用 料 の 額 及 び 利 用 料 金 の 額 の 適 正 化 を 図 る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で

あ る 。

三校
１６０

平成26年2月議案



徳 島 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 の 五 十 三 の 五 の 項 中 「 一 万 九 千 円 」 を 「 二 万 円 」 に 改 め 、 同 表 の 五 十 四 の 項 中 「 二 千 円 」 を 「 二 千 二 百 円 」 に 改 め 、 同 表 の 五 十 五 の 二 の 項 中 「 第 八

十 九 条 第 二 項 」 を 「 第 八 十 九 条 第 三 項 」 に 改 め 、 同 表 の 八 十 一 の 項 中 「 二 千 円 」 を 「 二 千 百 円 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 一 の 五 十 五 の 二 の 項 の 改 正 規 定 は 、 道 路 交 通 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律

第 四 十 三 号 ） の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

地 方 公 共 団 体 の 手 数 料 の 標 準 に 関 す る 政 令 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 放 置 車 両 の 確 認 等 に 関 す る 技 能 及 び 知 識 に 関 し て 行 う 講 習 に 係 る 手 数 料 の 額 を 改

め る と と も に 、 他 の 都 道 府 県 と の 均 衡 等 を 勘 案 し 、 道 路 の 使 用 の 許 可 の 申 請 に 対 す る 審 査 等 に 係 る 手 数 料 の 額 を 改 め る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を

提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 六 十 二 号
徳 島 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校

第 六 十 二 号 徳 島 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て １６１

平成26年2月議案



再校

�１６２

平成26年2月議案



徳 島 県 工 業 用 水 道 事 業 料 金 等 徴 収 条 例 及 び 徳 島 県 駐 車 場 事 業 管 理 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 徳 島 県 工 業 用 水 道 事 業 料 金 等 徴 収 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 徳 島 県 工 業 用 水 道 事 業 料 金 等 徴 収 条 例 （ 昭 和 四 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 条 中 「 百 分 の 百 五 」 を 「 百 分 の 百 八 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 駐 車 場 事 業 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 徳 島 県 駐 車 場 事 業 管 理 条 例 （ 昭 和 四 十 八 年 徳 島 県 条 例 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 五 条 第 三 項 中 「 千 二 百 円 」 を 「 千 二 百 三 十 円 」 に 改 め 、 同 条 第 四 項 中 「 八 百 円 」 を 「 八 百 二 十 円 」 に 改 め る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 か ら 継 続 し て 供 給 し て い る 工 業 用 水 で 、 同 日 か ら 平 成 二 十 六 年 四 月 三 十 日 ま で の 間 に 料 金 の 支 払 を 受 け る 権 利 が 確 定 さ れ る も の に 係

る 料 金 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

第 六 十 三 号
徳 島 県 工 業 用 水 道 事 業 料 金 等 徴 収 条 例 及 び 徳 島 県 駐 車 場 事 業 管 理 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 工 業 用 水 道 事 業 料 金 等 徴 収 条 例 及 び 徳 島 県 駐 車 場 事 業 管 理 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め

る 。
平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校

第 六 十 三 号 徳 島 県 工 業 用 水 道 事 業 料 金 等 徴 収 条 例 及 び 徳 島 県 駐 車 場 事 業 管 理 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て １６３

平成26年2月議案



提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 使 用 料 の 額 及 び 利 用 料 金 の 額 の 適 正 化 を 図 る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で

あ る 。

三校
１６４

平成26年2月議案



徳 島 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 の 二 を 削 る 。

第 十 条 第 二 項 第 一 号 イ 中 「 三 千 百 五 十 円 」 を 「 三 千 二 百 四 十 円 」 に 改 め 、 同 号 ロ 中 「 七 百 五 十 円 」 を 「 七 百 七 十 円 」 に 改 め 、 同 項 第 三 号 中 「 一 万 円 」 を 「 一

万 二 百 八 十 円 」 に 改 め 、 同 項 第 五 号 中 「 六 千 三 百 円 」 を 「 六 千 四 百 八 十 円 」 に 改 め 、 同 項 第 六 号 及 び 第 七 号 中 「 五 千 二 百 五 十 円 」 を 「 五 千 四 百 円 」 に 改 め 、 同

項 中 第 八 号 及 び 第 九 号 を 削 り 、 第 十 号 を 第 八 号 と し 、 同 条 第 四 項 第 三 号 中 「 五 千 円 」 を 「 五 千 百 四 十 円 」 に 改 め る 。

別 表 徳 島 県 立 三 好 病 院 の 項 中 「 循 環 器 内 科 」 を 「 循 環 器 内 科 緩 和 ケ ア 内 科 」 に 、 「 一 ○ 床 」 を 「 八 床 」 に 、 「 四 床 」 を 「 六 床 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 徳 島 県 立 三 好 病 院 の 項 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 起 算 し て 七 月 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て

規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 使 用 料 及 び 手 数 料 の 額 の 適 正 化 を 図 る と と も に 、 徳 島 県 立 三 好 病 院 の 改 築 に 伴 い 、 当 該 病 院 の 診

療 科 目 及 び 病 床 数 に つ い て 所 要 の 改 正 を 行 う 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 六 十 四 号
徳 島 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校

第 六 十 四 号 徳 島 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て １６５

平成26年2月議案



再校

�１６６

平成26年2月議案



提案理由

平成２５年度広域漁港整備事業費等に対する受益市町負担金について，事業費の変更等に伴い追加する必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第６５号

平成２５年度広域漁港整備事業費等に対する受益市町負担金の追加について

平成２５年１０月２１日議決を経た広域漁港整備事業費等に対する受益市町負担金について次のとおり追加する。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

事 業 の 名 称 負 担 市 町 事 業 内 容 事 業 費 負 担 金
事業費に対
する負担金
の割合

付 記

広域漁港整備事業等 牟 岐 町 広域漁港整備事業 １７０，０００，０００ ２０，４００，０００ １２

事業費を増額又は減額
した場合は，事業費に対
する負担金の割合に応
じ，知事は負担金を増額
又は減額することができ
る。

円 円 ％

三校
第６５号 平成２５年度広域漁港整備事業費等に対する受益市町負担金の追加について １６７

平成26年2月議案



再校

�１６８

平成26年2月議案



提案理由

平成２５年度県単独砂防事業費等に対する受益市町負担金について，事業費の変更等に伴い追加する必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第６６号

平成２５年度県単独砂防事業費等に対する受益市町負担金の追加について

平成２５年１０月２１日議決を経た県単独砂防事業費等に対する受益市町負担金について次のとおり追加する。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

事 業 の 名 称 負 担 市 町 事 業 内 容 事 業 費 負 担 金
事業費に対
する負担金
の割合

付 記

県 単 独 砂 防 事 業 等 鳴 門 市 県単独砂防事業 ３，４００，０００ １７０，０００ ５／１００ 事業費を増額又は減額
した場合は，事業費に対
する負担金の割合に応
じ，知事は負担金を増額
又は減額することができ
る。

小 松 島 市 県単独砂防事業 ４，０００，０００ １，０００，０００ ２５／１００

美 馬 市 県単独砂防事業 ８，８２５，０００ ２，２０６，２５０ ２５／１００

上 勝 町 県単独砂防事業 ６，０００，０００ １，５００，０００ ２５／１００

円 円

三校
第６６号 平成２５年度県単独砂防事業費等に対する受益市町負担金の追加について １６９

平成26年2月議案



再校

�１７０

平成26年2月議案



提案理由

平成２５年度県単独道路事業費に対する受益市町村負担金について，事業費の変更等に伴い追加する必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第６７号

平成２５年度県単独道路事業費に対する受益市町村負担金の追加について

平成２５年１０月２１日議決を経た県単独道路事業費に対する受益市町村負担金について次のとおり追加する。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

事 業 の 名 称 負担市町村 事 業 内 容 事 業 費 負 担 金
事業費に対
する負担金
の割合

付 記

県 単 独 道 路 事 業 牟 岐 町 道路局部改良事業 ５，０００，０００ ７５０，０００ １５ 事業費を増額又は減額
した場合は，事業費に対
する負担金の割合に応
じ，知事は負担金を増額
又は減額することができ
る。

松 茂 町 道路局部改良事業 ５，０００，０００ ７５０，０００ １５

円 円 ％

三校
第６７号 平成２５年度県単独道路事業費に対する受益市町村負担金の追加について １７１

平成26年2月議案



再校

�１７２

平成26年2月議案



特定事業契約書中「４ 契約金額 県営住宅整備等事業に係る対価 ５，５４６，８３７，０００円」を「４ 契約金額 県営住宅整備等事業に係る対価 ５，７２６，３３７，５７０

円に金利変動を基に算定した増減額及び物価変動を基に算定した増減額等を加算した額」に改める。

提案理由

特定事業契約の契約金額の変更に伴い，民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律第９条の規定により議決を経る必要がある。これが，

この案件を提出する理由である。

第６８号

徳島県県営住宅集約化ＰＦＩ事業の特定事業契約の変更特定事業契約について

平成２５年３月１４日議決を経た徳島県県営住宅集約化ＰＦＩ事業の特定事業契約の変更特定事業契約を次のとおり

締結する。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

再校
第６８号 徳島県県営住宅集約化ＰＦＩ事業の特定事業契約の変更特定事業契約について １７３

平成26年2月議案



再校

�１７４

平成26年2月議案



１ 売 払 い す る 県 有 地

所 在 地 番 地 目 地 積

徳島市東沖洲二丁目 ６８番２ほか１筆 雑種地 ２５，１１５１４
�

２ 売 払 予 定 価 格 １，０６４，８８１，９３６円

３ 売 払 い の 相 手 方 徳島県徳島市上吉野町３丁目３５番地

分任支出負担行為担当官

四国地方整備局徳島河川国道事務所長 竹 島 睦

提案理由

不動産の処分について，議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提

出する理由である。

第６９号

不 動 産 の 処 分 に つ い て

四国横断自動車道（小松島～徳島東）工事の用地として，次の県有地を売払いする。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

再校
第６９号 不動産の処分について １７５

平成26年2月議案



再校

�１７６

平成26年2月議案









提案理由

権利の放棄について，地方自治法第９６条第１項第１０号の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

再校
１８０

平成26年2月議案



１ 契 約 の 目 的 当該契約に基づく監査及び監査の結果に関する報告

２ 契 約 の 始 期 平成２６年４月１日

３ 契 約 金 額 １２，３４２，８５７円を上限とする額

４ 費 用 の 支 払 方 法 契約の定めるところによる。

５ 契 約 の 相 手 方 徳島市南常三島町１丁目４番地１

山 本 啓 司（弁護士）

提案理由

包括外部監査契約について，地方自治法第２５２条の３６第１項の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第７２号

包括外部監査契約について

地方自治法第２５２条の３６第１項の規定により，次のとおり包括外部監査契約を締結する。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

再校
第７２号 包括外部監査契約について １８１

平成26年2月議案



再校

�１８２

平成26年2月議案



関西広域連合規約の一部を改正する規約

関西広域連合規約（平成２２年１２月１日総行市第２５０号総務大臣許可）の一部を次のように改正する。

第４条第１項第３号に次のように加える。

キ 文化の魅力発信及び継承に関する事務で広域にわたるもの

第４条第１項第４号に次のように加える。

オ 農林水産物の区域内消費の拡大に関する事務

カ 農林水産物の競争力強化及び国内外における需要拡大に関する事務

第４条第１項第６号イ中「管理」の右に「その他の生物多様性の保全」を加え，同号に次のように加える。

ウ 廃棄物の発生抑制及び再使用並びに資源の有効利用の促進に関する事務

エ 環境学習の推進に関する事務

別表事業費の部第４条第１項第３号エからカまでに規定する事務に係る経費の項中「カまで」を「キまで」に改める。

附 則

この規約は，総務大臣の許可のあった日から施行する。

第７３号

関西広域連合規約の一部変更に関する協議について

関西広域連合規約の一部を次のとおり変更することについて関係地方公共団体と協議する。

平 成２６年 ２ 月１７日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

三校
第７３号 関西広域連合規約の一部変更に関する協議について １８３

平成26年2月議案



提案理由

地方自治法第２９１条の３第１項の規定により，関西広域連合の規約の一部を変更するに当たり，同法第２９１条の１１の規定により議決を経る必要がある。これ

が，この案件を提出する理由である。

再校
１８４

平成26年2月議案





再校

�１８６

平成26年2月議案









再校

�１９０

平成26年2月議案



損害賠償の額の決定及び和解について

交通事故に関し，県の義務に属する損害賠償の額を次のとおり決定し，和解する。

報告第２号

損害賠償（交通事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

地方自治法第１８０条第１項の規定により，次のとおり専決処分したので，同条第２項の規定により報告する。

平 成２６年 ２ 月１７日

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

和 解 の 相 手 方 賠 償 金 額 事故発生年月日 事 故 発 生 場 所 専決処分年月日

徳島市所在 １法人 ４４，１００ 平成２５年９月１９日 徳島市地内 平成２６年１月３１日
円

三校
報告第２号 損害賠償（交通事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について １９１

平成26年2月議案



再校

�１９２

平成26年2月議案



損害賠償の額の決定及び和解について

道路事故に関し，県の義務に属する損害賠償の額を次のとおり決定し，和解する。

報告第３号

損害賠償（道路事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

地方自治法第１８０条第１項の規定により，次のとおり専決処分したので，同条第２項の規定により報告する。

平 成２６年 ２ 月１７日

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

和 解 の 相 手 方 賠 償 金 額 事故発生年月日 事 故 発 生 場 所 専決処分年月日

兵庫県小野市在住 １名 ２２３，０００ 平成２４年１２月１２日 徳島市地内
（県道徳島上那賀線） 平成２６年１月７日

美馬市在住 １名 ２０７，０００ 平成２５年７月２８日 美馬市地内
（県道端山調子野線） 平成２６年１月７日

阿南市在住 １名 １２５，０００ 平成２５年９月４日 阿南市地内
（県道阿南鷲敷日和佐線） 平成２６年１月７日

徳島市在住 １名 １１７，０００ 平成２５年９月４日 板野郡松茂町地内
（県道徳島空港線） 平成２６年１月７日

板野郡北島町在住 １名 ３２７，０００ 平成２５年９月５日 板野郡松茂町地内
（県道徳島空港線） 平成２６年１月７日

海部郡海陽町在住 １名 ８２，０００ 平成２５年９月１６日 那賀郡那賀町地内
（県道阿南鷲敷日和佐線） 平成２６年１月７日

徳島市在住 １名 ４，０００ 平成２５年９月１６日 徳島市地内
（県道徳島環状線） 平成２６年１月７日

円

再校
報告第３号 損害賠償（道路事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について １９３

平成26年2月議案



那賀郡那賀町在住 １名 ３２，０００ 平成２５年９月２９日 那賀郡那賀町地内
（国道１９５号） 平成２６年１月７日

美馬市在住 １名 ３６，０００ 平成２５年１０月６日 美馬市地内
（県道大谷脇町線） 平成２６年１月７日

那賀郡那賀町在住 １名 １５０，０００ 平成２５年１０月９日 那賀郡那賀町地内
（国道１９５号） 平成２６年１月７日

美馬市在住 １名 ４５，０００ 平成２５年１０月１２日 美馬市地内
（県道端山調子野線） 平成２６年１月７日

阿南市在住 １名 １００，０００ 平成２５年１０月２２日 那賀郡那賀町地内
（国道１９５号） 平成２６年１月１６日

再校
１９４

平成26年2月議案



平成26年2月議案



初校

平成26年2月議案
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